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　柴田しばた浩司こうじはモニターから手術室の壁へと目を逸らす。壁には緑や黒のダクトが何本も走っている。緑は空気、黒は酸素がその中を流れているという意味だ。その傍には大きな文字盤の時計があって、短針はそろそろ８の字にかかろうとしている。


（もうこんな時間か……）


　切れ長の少し剣のある眼がふっと和む。


　鉗子かんしを置くと、額に落ちた髪を指でかきあげ、そのままうーんと背を伸ばした。


　半袖のオペ着だけなので、小柄で華奢な身体がとりわけ細く見える。七三に分けた短い髪を手術帽の中にぴったりと入れ、マスクをかけていると、くっきりとした二重の眼に細い弧を描く眉が際立って美しく見え、遠目で女医さんに間違えられることはしょっちゅうだ。


（ちょうどいい、終わりにしようっと）


　柴田は心の中で呟くと急いで器具を片付け始める。カチャカチャと金属の触れ合う音ががらんとした手術室に響いた。


　夜間の緊急手術というわけではなく、部屋の中には他に誰もいない。柴田は水曜日に行われる腹腔ふくくう鏡下の胆嚢摘出術に第二術者ツバイテとして入る予定で、マジックハンドのような長い鉗子を扱って縫合する練習を一人でやっていたのだった。


　腹腔鏡下手術とは、内臓を被っている腹膜という嚢の中に気体を送り込み、腹を膨らませ、その中に内視鏡を入れてモニターで画像を見ながら手術する方法である。腹壁を切り開いて直視下で行う手術と違い、器具を入れる小さな穴を二、三箇所開ければいいだけなので、患者への負担は少なく、術後の回復も早い。特に胆嚢摘出術などには最近積極的に用いられている。


　ただ、モニターを見ながらマジックハンドのような長い器具を扱うので、この操作がなかなか難しい。手先の器用な柴田は何回かやるうちに熟達してはいたが、やはり手術の直前には練習が必要だ。指導医オーベンの許可を取付けて仕事が終わった後、一人で練習していたというわけだった。


　柴田浩司は新宿より私鉄で二十分ほどの街にある病院の第２外科に所属する若手医師である。二年間の研修ののち消化器専門の第２外科に後期レジデントとして入局して二年目だ。オペ数もそろそろ増えてきて、今が頑張りどころといえる。それでも前日の特訓などは仕事一筋といった真面目な性格の柴田ならではである。


　モニターを器械室に片付け、当直業務の看護婦に「ありがとう」と挨拶して、手術部のロッカーへ駆け込む。ハンガーに服が掛けてあるが、そちらへは手を伸ばさずにフックに引っかけておいた白衣を取り出す。どうしても連絡したいところがあるのだ。羽織る時間も惜しいとばかりにそのまま外へと出る。観音開きの扉を押して手術部をあとにした。


　出たところは広い吹き抜けになっていて、一階ロビーとエスカレーターで結ばれている。この時間、もうエスカレーターは自動になっていて、柴田が近づくとゆっくりと動き出した。


　エスカレーターをバタバタと駆け下りながら柴田は白衣の袖に腕を通した。


　あと何分かで夜八時になろうとするここ、私立Ｊ医大付属病院のロビーは閑散としている。八時を過ぎると面会時間の終了と共に、見舞い客がエレベーターで降りてきて人通りが多くなるのだが、今は人影もない。


「よかった、ガラガラだー」


　周りを気にせずに電話できると柴田はホッとした。隅の公衆電話に飛びついて、恋人の携帯番号を打ち込む。


「浩司さん？」


　甘い声がすぐ耳に届き、柴田は胸が熱くなる。


「五月さつき……」


「僕ねぇ、もう終わって駐車場にいるんだ、浩司さんは？」


　五月という名だが、男言葉なのはれっきとした男だから当然である。柴田の恋人は男なのだ。江森えもり五月といい、ホフマン＆フジ・ジャパンという製薬会社の営業マン（通称ＭＲ）で、ついさっきまで第１外科の医局で学会準備を手伝っていたのである。会社の名前がやたら長いのは、最近ドイツの製薬会社と合併したからだ。


「五月……」


　恋人の甘い声を聞いていると、幸福で全身が痺れてくる。


　特に江森の電話を通して聞こえる声に柴田は弱かった。いやらしいことを囁かれ、乗せられてテレホンセックスにまで発展したことも、一度や二度ではきかない。じわりと下腹部が熱くなるのを感じ、柴田は急いで、「俺も終わった。すぐ行く」と応じる。


「じゃーな」


「あっ、待ってよ浩司さん」


「切る」


　受話器をフックに置くと柴田はコホンと咳払いし、白衣の前を留めた。オペ着のズボンはウェストを紐で縛るタイプで、前立てはないに等しい。幾ら人がいないからといっても、


（これ以上あいつの声、聞いてたら、危ないとこだった）


　頬を赤らめたまま、ロビーを小走りに横切って病院棟と隣の棟とを繋ぐ渡り廊下へ出た。


　今年も猛暑だったせいか、中庭の芝生は元気がないように見える。梅雨時にはみずみずしかった紫陽花の葉も今は縁が茶色に枯れている。まだまだ大気には夏の暑さが残っているがそれでも草の陰から微かに虫の声が上がり、寂しげな気配だ。


　だがそんな情緒を味わう余裕は柴田にはなかった。一刻でも早く恋人に会いたい、その想いしかない。


　相変わらず小走りで渡り廊下を駆け抜け、七階建ての研究棟へ入った。エレベーターが降りてくるのも待ちきれないと行った表情で、扉の上の表示盤を見上げる。


　五階にある第２外科の医局に帰りつくと、当直に当たっている先輩の医師が店屋物のカツ丼を食べていた。柴田を認め、「なんだ、まだいたのか」と声をかける。


「さっき１内イチナイの相沢あいざわ先生から電話があったぞ。もう帰ったって言っちまったよ、悪かったな」


「……相沢から」


　相沢和彦かずひこは柴田と同期の内科医で、中学時代からの親友だ。幼馴染みと言ってもいい。いや、柴田にとってはそれ以上の……。


　柴田は電話に飛びついて第１内科の内線番号を押した。


「すみません、２外ニゲの柴田ですが」


　残念ながら相沢は入れ違いに帰ったところだった。相沢のマンションに連絡しようかとしばらく電話を見詰める。


（……でも）


　江森が駐車場で待っている。


（いいや、うちに帰ってからにしよう）


　親友より恋人を優先するのは当然なのだ。柴田はデスクからアタッシェケースを取り上げると、オペ室へもう一度向った。


　ロッカールームで今度はゆっくりとシャワーを浴び、着替えを済ませた。


（さあ、これで……）


　これからはプライベートタイムだ。江森に出会う前は仕事以外の生活がなかった柴田だが、今は仕事の次に大事なものだ。


（いや、仕事と同じくらい……かな？）


　病院棟の地下に降りると、広い駐車場にはまだかなりの車がある。ＭＲの車は営業者用のスペースで、赤いミラージュがそこに停まっていた。


「浩司さん！」


　運転席の扉が開き、明るい癖毛が揺れて現れた。大柄なスーツの男がにっこり笑って柴田を手招きする。がっちりとした体つきにもかかわらず威圧感がないのは、太い眉にきらきらと輝く眼がまるで少年のような雰囲気だからだ。


「五月！」


　柴田はダッシュして車に乗り込んだ。


「浩司さん、どこでゴハン、食べる？　少し遠出してフランス料理でも食べに行こうか？」


「……ん、そうだな……」


　同意しかけて、柴田は思い出す。


「あ、あのな、マンションの近くがいい。あの……」


「なあに？　仕事、まだ、あるんですか？」


　江森は笑みを浮かべ、柴田を優しく見詰める。


「あ……あの」


　柴田は一瞬迷ったが、「あの、な、相沢んとこに電話したいんだ」と正直に答えた。


「えーっ」


　今まで柔らかな表情だった江森の顔が急に引き締まる。


「あ、あのな、さっき、向こうから医局に電話があって、俺、いなかったから……」


　もたもた言い訳をすればするほど、江森が不快感をあらわにするのはわかっていた。


　でもこればかりは、どうにもならない。


「わかりました！」


　江森は少しつっけんどんに言うと、エンジンキーを乱暴に回す。


「マンションの隣のあそこにします！　いいですね、浩司さん！」


　仕事口調になって江森は車のギヤを入れる。


　急発進の加速度で柴田は背もたれに叩きつけられた。


「うッ」


（やっぱ……怒ってる）


　トロい柴田でもさすがに今の江森の気持ちは解る。


　なんとなれば相沢和彦は柴田の初恋の男だからなのだ。


　相沢とは中学に入って知り合ったのだが、友人のいなかった柴田を気遣って向こうから親しくなってくれた。その時からもう十五年になる。


　相沢の優しさが孤独な柴田の魂の救いになっていた時期もあった。今年の三月に相沢は、共通の友人だった眼科の女医と結婚し、柴田は長年の想いにピリオドを打ったのである。


　もう相沢のことを考えても心がしめつけられることはない。時々甘く切ない気持ちにかられることはあるが、それは自分の青春時代の記憶に結びついているからで、相沢への想いは確実に過去の幸福な体験へと昇華しつつあった。


　失った恋を忘れるには新しい恋をするのが一番、大いなる真理だ。


　ただ、『失った恋』というよりは、相沢への想いは誰にも告げられることなく終わったものだったので、実体としてあったわけではない。


　江森五月という、手を差し延べればすぐ抱き締めてくれる生身の恋人を得てからは、柴田は精神的にも肉体的にも充実していた。


　最近は気が付くと、江森の優しい顔を思い浮かべている。がっしりした体格に明るい色調の真ん中分けの癖毛、甘いマスクは、とても製薬会社の営業マンという地味な職業には見えない。茶色がかった大きなきらきらと輝く眼で見詰められると、いつもドキドキしてしまう。


　始まりは相沢を失った空洞を埋めるためだったかもしれないが、今は彼以外の恋人は考えられなかった。相沢から電話があっても、ときめくわけではないので何もやましいところはない。ただ、江森の不快感は十分理解できた。


（俺だって……）


　もし江森が前の恋人に会うといったら、たとえ「もう全然気にしていない」と江森が確約したとて、いてもたってもいられないだろう。


　柴田にはまだ、江森に過去の恋を問いただす勇気はない。事実に耐えられるだけの強さが自分にはないと思う。


  江森五月は四才年下だが、スポーツマンタイプの二枚目で背も高く、まるで俳優のようだ。知り合ったきっかけは柴田の所属する大学病院を担当することになったことだった。それがもう七カ月程前のことである。


　江森は明るく素直な性格と真面目な勤務態度で、医者からも看護婦からも受けは良かった。特に若い看護婦には絶大な人気で、江森が飲み会など接待の席で女達に囲まれているのを見るだけで、柴田は胸が苦しくなるほど不安を覚えるのだ。「過去の恋人」など、知りたくもない。


　バージン同然だった柴田と反対に、江森は高校・大学時代はモテモテのテニスボーイで、数多くの女たちと付き合っていた。ねっからの遊び人だったわけではなく、ルックスに惹かれて女の方から群がって来たのではあるが。


（それでもいっぱい恋人がいたことには違いないんだから……）


　自分は男にしか欲情しないが、もしも江森が「やっぱり女がいい」と言い出したら……。


（俺は男だから胸もないし、子供も生めないし……）


　江森に捨てられたらどうしようと、いつも柴田は思っていた。


（はっきりいって、俺は性格は暗いし、背は高くないし、顔は女みたいでいつも女々しいといじめられてたし……医者じゃなかったら誰からも話しかけられないんだ）


　柴田は自分が全く解っていないのであるが、それがかえって江森には不安の種であった。


　黙りこんでしまった柴田をちらちらと横目で見ながら、江森はちょっと大人げなかったな、と反省していた。


（だってこの人って……今ひとつ鈍いんだもんな）


　心の中で溜息をつく。


　実際、焼き餅の相手は相沢だけではない。江森のライバルは五十音でも一番の相沢を筆頭に、ずらりと列を作って順番待ちをしているようなものなのだ。


（相沢センセの次は朝比奈あさひなだよ……）


　トレンディドラマ常連の二枚目俳優の顔を思い出し、江森はうんざりする。


　ついこの間、江森が急性虫垂炎で入院した時には、柴田の同期で放射線科医の芝元しばもとが「お前の次は俺だ」と言っていた……。


　芝元一郎医師は大学時代、名簿の関係でずっと柴田と一緒だった。実は惹かれていたのだが、江森に柴田を盗られて初めておのれの恋心に気づいたという鈍ちんなのだ。


　それでもいったん自覚してからは虎視眈々と柴田を狙っている。


（柴田先生は僕のものです、って大声でみんなに言って歩きたいんだよッ、もーこの人はッ、全然分かってないんだからッ）


　時々柴田が「自分は誰からも好かれない」と大真面目に言うのを聞くと、まったく何を考えているのかと言いたくなる。


　柴田は細い眉にくっきりとした二重で切れ長の理知的な眼、鼻筋は高く通っていて、顎は小さく、絵に描いたような美男だ。身長はそれ程高くないが、手足は長く、痩せていて、スタイルは抜群だ。しかも医者というエリートなのだから、もてないわけがない。


　ただ柴田はひどくシャイで世間知らずなため、アプローチされていると気づかないだけなのだ。そんな柴田を自分が独占出来ているのは奇跡に近いと江森は思っている。いつまで独り占めしていられるか、常に不安でいっぱいなのだ。


（身も心も虜にしたいッ）


　性体験が未熟である柴田を虜にするには、自分の身体を忘れられなくさせるのが一番、と江森は考えているのだった。








　病院から歩いて十五分ほどのところに柴田のマンションはあった。銀杏並木が続く大通りに面し、商店街もすぐ傍の郊外型のファミリータイプだ。


　マンションの駐車場にミラージュを入れると、江森は黙ったまま外へ出た。そのまま隣のビルにある小料理屋へと入っていく。


「五月ってば！」


　慌てて柴田もあとを追う。


　椅子席に案内され、お絞りで手を拭くとやっと江森は険しい表情を緩めた。


（なんか、あんまり怒ってると、ゴハン、美味しくないもんね……）


　それに嫉妬ばかりしていると自分がせこい男のような気がしてくる。テーブルに置いてあるお品書きを取り上げ、柴田ににっこりと笑みを見せた。


「浩司さん、なに、食べる？　僕、トンカツ定食にするけど？」


　柴田もほっとして肩の力を抜いた。


　だが小康状態も長くは続かなかった。


　夕食を済ませて部屋に帰ってくると、リビングの電話の留守電ランプが点滅している。柴田はアタッシェケースを持ったまま急いで近づいた。この時間、連絡があるとしたら、


「病院からかな？」


　しかし柴田が再生ボタンを押すと、柔らかな男の声が流れ出る。コートをクローゼットにかけていた江森は良く知った声に固まった。


「……相沢です。医局に電話したら、帰ったと聞いたので、休んでいるところを悪いかなと思ったのだけれど、電話しました。まだ帰っていないようなので、あとでかけなおします」


　二人だけの大事な場所に侵入されたような複雑な気持ちがこみあげる。無理やり平静な顔を装って柴田を窺うと、柴田は、「俺、電話する」とボソリと言う。電話に取り付いて、すぐさま番号を打ち込んだ。


（電話帳、見ないでもいいんだ……）


　中学からの同級生だし、大学入学して以来、ずっと一緒だったのだから電話番号ぐらい暗記しているのも当たり前だ。それでも江森はちくりと胸が痛んだ。


　傍でやりとりを聞くのもなんだか惨めだ。


「僕、お風呂、入ってくるね」


　わざとのんびりした口調で大声を張り上げる。返事を待たずにバスルームへ直行し、シャワーを浴びた。


　相沢とは数回、顔を会わせている。


　少し面長の優しい顔で、柴田をずっと見守っていただけあり、愛情溢れる眼差しで柴田のことを気遣っていた……それが、恋ではなかっただけで、やはり二人の間には長年培われた強い絆があり、いくら江森でもそれには太刀打ち出来ないのだ。


　今はもう柴田が江森に夢中で恋しているのは解ってはいるが……。


　江森は溜め息をつきながら、のろのろとパジャマを着た。


　リビングに戻ると、既に柴田は電話を済ませ、いつものようにソファで医学書を読んでいた。江森を見上げて、「……患者のことで、相談があるんだと」と言葉少なに言う。


「んで、明日、会うことにしたから……」


　江森が黙っているので柴田は、「あ、でも病院でだから」と付け加える。


「よ、夜はお前とまた、メシ、食おうな」


　言い訳めいているような気がして、またしても江森はちくちく胸を嫉妬に焦がしてしまう。


「俺、風呂に入ってくる」


　立ち上がり、江森の脇を擦り抜けようとするので、思わず手首を掴み、後ろから抱きすくめた。うなじに顔を埋めるとしっとりと湿った肌を感じる。爽やかな石鹸の香りがした。


「浩司さん、オペルームでシャワー、使ったんでしょ？」


「そりゃそうだけど……」


「じゃあ、すぐしようよ」


「ば、馬鹿ッ」


　柴田は赤くなって腕の中で暴れ始める。


「ね？」


　首筋を舐め、耳朶を柔らかく噛んだ。


「ね、いいでしょ？」


　片手を柴田の股間に伸ばし、服の上から摩る。


「ンッ……ア……」


　もう力が抜けてしまうのを、軽々と抱き上げた。


「……タクモー……お前ってヤツは……」


　恥ずかしそうに、江森のパジャマの襟を握って顔を隠すので、江森はいとおしさで胸が一杯になった。


　ベッドに柴田を横たえると、江森はゆっくり服を脱がせていく。今日は月曜だから、本当はする気はなかった。柴田を消耗させないように、なるべく週の始めは我慢しているのだが……先程の相沢の電話は、江森の嫉妬心をかき立てていた。


　一時期、相沢に激しく嫉妬して、江森は柴田を連日苛んだことがあった。その時柴田は体調を崩してしまい、江森はひどく後悔した。でも、今夜はやらずにはいられない。


　ワイシャツを脱がせると、下はすぐ素肌だ。オペルームで着替えるのに便利だと、柴田はランニングも着ない。暫く江森は柴田の胸の上に顔をのせたまま、動かずにいる。暖かい、滑らかな肌を、思う存分、頬に感じた。


「どうしたんだ？」


　焦れて、柴田が声をかける。


「なーんだ、浩司さんも早くしたいんじゃない」


　わざと言ってやると、また柴田は顔を赤らめた。


　急にいとおしさと同時に、言い知れない不安が、腹の底から込み上げてくる。ベルトに手をかけ、カチャリと外す。ファスナーを降ろすと、柴田は高ぶってきて、「……ウ……ンッ」と、呻いた。が、高く盛り上がって主張し始めている器官には手を触れないようにして、そっとズボンを脱がせた。セミビキニの下着だけにすると、江森はじっと柴田の身体を見詰めた。きめの細かい日焼けした肌は、しみ一つない。誰にも汚されたことのない処女地といっても通りそうだ。


「僕のだよ」


「え？」


　江森はそっと唇を肌に寄せる。


「僕んだからね」


　自分も急いで全裸になると、柴田の上に覆いかぶさった。


「なに、言ってんだ？」


　柴田は不思議そうな顔をする。やれやれ、と江森は柴田を見つめた。


　どうも柴田は恋愛の機微に疎いのだ。自分が熱烈に江森を愛しているので、何も問題はないと思っている。それは事実だが、理性で割り切れないのが感情という奴だ。江森も随分嫉妬心を抑えられるようになってはいるが、今夜はちょっと違う。やはり相沢和彦は、永遠のライバルなのだ。


（もーッ、絶対、僕んだからッ）


　この身体にもたっぷり思い知らせてやろう、と江森は決心する。下着を取り去ると、薄い叢くさむらの中に指を忍ばせる。中心のモノにはわざと触れず、ゆっくり漉くように柔らかい草の感触を楽しむ。


「え……」


　柴田は暫く江森のなすままになっていたが、焦れてきて、「……も……触って」と、下腹部を江森の手に押し付けた。だが江森は顔を寄せると、中心部には舌を這わさず、腹と胸を何度も強く吸う。更に後ろへと舌を潜り込ませた。蕾に到達し、舌先でつつくと、柴田は「ンンッ……ア、アアッ」と甘い声をあげ、身体を反り返らせる。


　舌の愛撫にはもともとひどく弱いが、後ろを責めると激しく乱れるのが常で、江森はちょっと濃厚な行為の時だけにしていた。


（でも、今日はいいよな……）


　舌を使いながら思った。堅く閉じた蕾を丁寧に押し広げ、舌を差し込む。


「ア……ッ、ダメッ……ク……」


　予想通り、身体をくねらせ、苦しそうに声を出す。かまわず、指と舌を交互に使っていると、


「アア……ッ……イイ……ッ」


　息を乱し、シーツに爪を立てた。少しいじめ過ぎかなと、ちらりと思ったが、


（これくらい、しなきゃ）


　相沢への嫉妬心を抑えることは出来ない。もー、絶対、江森じゃなきゃ駄目ッて思わせなきゃ……今までにないほど、奥まで舌を差し込んだ。中で動かしていると、


「ク……ウ、ウウッ」


　自分から腰を大きく揺らす。


「浩司さん、欲しい？」


「ほ、欲しい……五月ッ」


　太いモノを後ろに押し当ててやると、期待に全身を震わせ、


「い、いれて……お前のッ」


と大声を上げた。我慢出来ずに自分で慰めようとするので、両手首を掴んでシーツに縫い付け、「だめ、まだ」と言うと、喘いでヒクヒクと高ぶるモノを振り立てた。もう先端からは液が溢れ、棹を伝って流れ落ちている。


「五月……苦し……もッ……頼むッ……し、してッ」


　涙を滲ませ、腰を捩って江森を欲しがる柴田の姿はいつになく淫らで、江森も激しい高ぶりを覚えた。


　侵入すると同時に柴田は果てたが、江森は長時間にわたって行為を続けた。


「ア、ア……ッ」


　肌を強く吸うと柴田は喘いでのけぞり、腹筋が痙攣して江森の根元を締め付ける。江森は快楽に導かれさらに強く吸い、多くのしるしを残した。相沢との中を疑ぐるほど猜疑心は強くなかったが、自分のものであるというしるしをつけずにいられないという気持ちも少しはあった。


（ノンケで結婚して子供もいる相沢センセが、まさか手を出すとは思わないけどさ……）


　江森の影響で少し性格が明るくなったせいもあるのだが、最近柴田先生が色っぽくなったというのは評判である。今までは近寄りがたい冷たさがあったから、ライバルもおらず安心していられたが、江森は気が気ではない。


（これは僕のだッ）


　自分が目立つことすら気づかない柴田は、周りの男たちに下心があるなどと露ほども思わず、まるで無防備なのだ。二十四時間見張っているわけにもいかないのだから、いつ誰が隙をついて狙うか、わかったものではない。


（アソコに僕の名前、書いときたいくらいなんだからッ）


　激しい行為が終わり眠りにつく前、明日の夜も入念に柴田の身体を調べ、間違いがなかったかどうかチェックしようと江森は思った。
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「お早うございます！」


「ご苦労様でーす！」


　大きなバッグを肩からかけ、トレーナーにジーンズといったラフな服装の学生達が、次々と挨拶をしながら、体育館に入って行く。


　ガードマンは挨拶を返しながら、大学構内の巡視をゆっくり続けた。


（医者の卵と言っても、普通の大学生と変わらないな）


　校舎の隣に並んで建つ体育館の前まで来たとき、細身の男が俯き加減に、速足でこちらへ向かってくることに気づいた。背はそれ程高くないが、均整のとれた身体つきで、トラッドスタイルのサンドベージュの麻のスーツをぴしりと着こなしている。Ｖゾーンはブルーのシャツに黄色のタイと派手で、足元はローファーではなく、磨き上げられたブラウンのモンクストラップだ。体育会系の朝練の学生達の中で、一際目立つ洒落たなりだが、外見だけでなく、その美貎も群を抜いていた。


　きりりと引き締まった表情は凛とした美しさで、一度見たら誰もが忘れられないだろう。無論、ガードマンも良く知っていた。一度どころか、ちょくちょく男は、体育館を訪れるのである。


「柴田先生！」


　背中に組んでいた手を解き、片手を挙げて挨拶する。


「水泳部も朝練ですか？」


　柴田は俯いたまま、小さく頷くと、体育館に入っていく。が、通りすがりに、はにかんだような笑みをこちらに見せた。


「相変わらず綺麗だなー」


　男とは解っていたが、心の中で感嘆の声を上げ、しばし足を止めて後ろ姿を見送った。









　柴田は足早に地下のロッカーへ向かう。


　水泳部の後輩のコーチをしているが、この所、わけあってご無沙汰していた。が、今日は久しぶりでゆっくり泳ぐつもりだ。


「誰もいないよな……」


　水泳パンツに着替えると、プールの入り口から、頭を突っ込んで確かめる。情事のあとは、なるべく人前では泳がないようにしているのだ。軽くシャワーを浴び、体操すると、そっとプールの中に身を沈める。ゆっくり抜き手を切って泳ぎ始めた。


　温水とはいえ、ひんやりした水の中で筋肉を動かしていると、火照った身体からしだいに熱がひいていくようだ。


　昨夜の行為はかなり激しいものだった……身体の火照りはそのせいなのだ。ふと、思い出して、柴田は顔が赤くなってしまう。急いで水に潜った。


（たくもう……五月の奴……）








（だるい……熱が上がってきたのかな……ぞくぞくする）


　人気の無い大学の構内を横切りながら、加瀬かせ嵩たかしは思った。


　秋というには暑い日がまだ続いているが、霧のような早朝のもやの中で、半袖シャツ一枚ではさすがに肌寒い。


　嵩は彫りの深いがっしりとした作りの顔を歪めて腕を組むと、二の腕を手の平で擦った。


　この前、面倒くさくて病院のなかの床屋で襟足を刈り上げてしまったため、首筋もなんだか寒い。１９０㎝近い大柄な身体をすぼめ、太い眉をひそめると、舌打ちしながらギョロリとした眼であたりを見回す。


（自販機、ねえかな）


　古い石作りのいかにも学び舎といった校舎の隣には、対照的な鉄筋の真新しい体育館が建っている。六時を過ぎたばかりなのにもう明かりが付いていて、扉が開いている。運動部の朝練の学生達がもう来ているらしかった。


　短い前髪を掻き上げ、ジーパンの尻ポケットに手をつっこみ、硬貨を取り出す。


（ヒーコーでも飲んで帰るか。どーせ遅くなったんだ）


　嵩は体育館に足を踏み入れた。一階はオールコートで、バスケット部の朝練の最中だった。キョロキョロと案内板の表示を見ると、地下にプールとロッカールームがあり、自販機もそこにあるらしい。磨き上げられたリノリウムの廊下を矢印に従って進み、階段を降りた。


　地下は広いロッカールームとラウンジになっている。嵩がいつも行く銭湯より数倍広く、しかも豪華だ。さすが、金持ちのボンボンが通う私立医大だと、嵩は思った。


　缶コーヒーを買って両手を暖めながら飲んでいると、プールの方から水音がする。


（こんな早くから練習してんのかな？）


　もしかして女だったら超ラッキーかもと、スタンドの方へ回ってみた。


　25Ｍの本格的なプールで、飛び込み台もついている。周囲はドライエリアになっていて、壁面には自然光の入る大きな窓が開けられている。差し込む朝の柔らかい光の中、水面からはもやが昇っている。温水プールなのだった。


　嵩はコーヒーを飲みながら、人影を探す。


　練習をしていたのは残念ながら若い男であった。２Ｍ位の飛び込み板の先端から軽く弾みをつけ、綺麗なフォームで飛び込む。抜き手で縁まで泳ぎつくと、手擦りをつかんでプールサイドに上がってきた。


　身長は嵩よりだいぶ低いが、均整のとれた身体つきだ。上半身はしっかりしているが腰は細く、水泳選手らしい逆三角形の体型である。小さな黒い競泳用の水着が、申し訳程度に股間を隠している。体毛の殆どない手足はすらりと長くしなやかで、ため息が出るほど格好がいい。顔は遠くてあまりはっきりとしなかったが、なかなかいい男だ。


　嵩はまじまじと見入った。


（ここの学生かな？　俺より若そうだもんな）


　嵩が食い入るように見つめているとも知らず、男は全裸に近い肉体を無防備にさらけ出しながら、再び飛び込み台に昇った。今度は一番高い３Ｍだ。息を深く吸い、目をつぶって両手を高く上げ、集中している。空中の飛び込み板の上で微動だにしないその姿は、嵩高な感じさえした。「ハッ」という息を吐く音とともに、空中へ飛び出す。綺麗に一回転し、小さな水しぶきを上げ、水面から消えた。


「え？」


　頭が上がって来ない。一分……三分……四分……


「まさか……」


　嵩は缶コーヒーを投げ捨てると、スタンド上部からプールサイドへと駆け下りた。手擦りを飛び越え走り寄る。微かな水音がして、遠くに頭が上がった。


「もーっ、びっくりさせるなよッ」


　思わず声が出た。男は驚いたようにこちらを見た。切れ長の眼が鋭く光り、に細い眉がひそめられる。なんだかデバガメが見付かったような気恥ずかしさが嵩を襲った。


「わ、わりー、コーヒーでも飲もーと思ってさ」


「………」


　男は無言で水から上がると、ひたひたと嵩に近付く。直前で立ち止まり、じろりとこちらを見上げる。近くで見る顔が驚くほど美しいので、嵩は息を呑んだ。だが次の瞬間、男の言った言葉に固まった。


「顔が赤いが熱があるのか？」


「え？」


　尋ねられたのだと気が付く前に男はすっと腕を伸ばし、いきなり嵩の首すじを両手で触れた。


「！」


　ひんやりとした意外に柔らかい指の感触に、驚いて声も出せない。


「……やっぱり熱発してる。リンパ節も腫大してるな」


　独り言のように呟いた声は女顔のわりに低いバリトンだった。今度は身体全体を眺め回した。


「病院の患者だな。この時間にこんなとこにいるってのは無断外泊したんだろうな。熱、出てるし早く病室へ戻ったほうがいい」


　言い捨てると、くるりと踵を返しロッカールームへと消えた。


（なんなんだーッ、あいつ！　すっげー感じわりーぜ！）


　嵩はむっとふくれ顔で見送る。


　新宿から私鉄で三十分程にあるこのＪ医科大学は、私立の中では老舗で、隣接して建つ付属病院はかなり大きく、結核病棟なども併設されている。


　男に見透かされた通り、加瀬嵩はこの病院の内科の入院患者であった。


　病名は『ＦＵＯ』。









「ユーフォー？　じゃなくてフォー？　はあ？　冗談かよ？」


　最初にその言葉を聞いた時、嵩はすっとんきょうな声を上げたものだった。


　ベッド脇に立った主治医の相沢和彦は、額に落ちた真ん中分けの髪の間から、太い眉をひそめて見下ろす。少し面長でいつもにこにこ優しく微笑んでいる顔は、今は真剣に嵩に向けられている。


「冗談ではなく、Fever of Unknown Originという意味です。日本語でいうと不明熱」


「それってつまり……」


　相沢の、眼鏡の奥の優しい目が、さらにすまなそうに伏せられた。


「そう、病名じゃない、病態です。あなたの熱の原因は今の所わからないんです」


　そう言われたのが入院して二週間ほど経ってからで、それからも同じくらいの日数が経過している。その間、病状はほとんど変わらないのだった。


　嵩は原因不明の熱に悩まされているのである。午前中は何でもないのに、午後になると、身体がぞくぞくしてきて熱が上がって来る。頭痛がするわけでなく、咳がでるわけでもない。今年も厳しい暑さになった盛夏からその熱は出るようになっていた。


　嵩が駅前の繁華街から一本入った、裏通りの小さな寿司屋に住み込みで働くようになってもう何年もたつ。


　年のいった夫婦だけで切盛している寿司屋で、ヤクザのパシリなどをして荒れていた嵩を、気の良い夫婦が拾いあげてくれたのだ。


　午後になると高熱がでるようになった嵩を、二人とも気遣って色々世話をやいた。


「ごめんな、ばっちゃん、手伝えなくて」


「いいんだよ、ほら、寝てな、九度もあるじゃないか」


　急な階段を上り、ばっちゃんはいつも曲がりかけた腰に手を当てながら、氷を入れた水枕を取り替えに来てくれる。しばらくはそうやって店の二階の小さな自分の部屋で、熱が出ると解熱剤を飲んで横になって様子を見ていたが、そんなことが十日も続くとさすがにじっちゃんが心配し、いやがる嵩を無理に近くの医院に連れて行った。


　血液検査をした医者は大学病院に嵩を紹介し、すぐさま入院となったのである。


　ところがありとあらゆる検査でも熱の原因は分からない。不思議なことに熱が上がるだけで他の随伴症状はなく、食欲も旺盛で、一カ月もの長期入院で嵩はすっかり退屈してしまった。


　次第に医師に対する不信感もつのる。


「なんでわかんねーんだよッ」


　主治医の相沢和彦に声をあらげて絡むこともあった。頭ではそんなことをしても何にもならないということは解っているのだが。


　重ねて悪いことに大学病院なので、まだ在学中の医学生たちが、臨床実習と称して病棟に勉強にやってくる。学生は五、六人一組で、数人の患者を担当し、診察のやり方を実践で学ぶ。嵩の『ＦＵＯ』は教材として絶好らしく、毎週毎週新顔の学生たちをあてがわれてしまった。


　月曜日になると、ドヤドヤと嵩の周りに人垣が出来、次から次へと質問が飛ぶ。


「えーと……初めて熱が出始めたのはいつですか？」


「今まで大きな病気にかかったこと、ありますか？」


　実習ではカルテの書き方から勉強し始めるので、同じ質問が繰り返されるのに嵩はすっかりうんざりした。


「十六ん時に家出して歌舞伎町に行ったんだよ」


「はァ？」


「そん時入れた刺青、見る？」


　もちろん金のなかった嵩は五円玉くらいの小さなハートマークしか入れられなかったが、それでも刺青には違いない。


　時々は「ハッパとかシャブとか売ったりしてたんだぜ？」などとからかうこともあった。感心するか驚くかと反応を期待していると、


「は……はァ……そうですか。それから？」と、どうもからかいがいがなく、皆、くそ真面目に職業欄に『しゃぶとはっぱを売っていた』など書いたりするのである。学生をからかうのはすぐ飽きてしまった。


（くそ……退屈だ……）


　身体もアレも元気なので、ナースの尻を触ったりする嵩はすっかり要注意人物である。しかし二十一才の健康（？）男性に禁欲生活は酷というものである。特定の相手はいなく、いつも新宿のピンサロで欲望を処理していた嵩は、ついに我慢出来ず昨夜無断外泊を決行したのだ。


　ただ、外泊の原因は他にもあった。


　それは昨日の午後に起こった。


　いつものように、昼過ぎからまた熱が上がってきて、昼食後、嵩はベッドに横になっていた。ふと、食後の一服がやりたくなる。しばらく我慢していたが、どうしても吸いたくて、病棟の端の喫煙室まで足を運んだ。病院内は全面禁煙なのだが、一カ所、喫煙室が設けられていて、皆がそこに集うことになっている。誰しもが一服したくなる時間で、ソファは混み合っており、嵩は少し離れたところでヤンキー座りをして吸い始めた。


　すると隣接した製氷機のある小部屋からナースたちのおしゃべりが聞こえる。ドクターの値踏みから仕事の愚痴、そのうち一人が「加瀬さん、また熱出してるのよォー、氷枕、持ってかなきゃー」と言う。


「あー、７号室の壁際の人でしょ？」


　自分の名前が出たので、思わず聞き耳を立てると続けて最初の声が、


「なんかさー、気持ち悪くない？　原因不明の熱って」


「そーねェ、なんか悪い病気って感じ」


　別の声が後を引き取る。


「でしょー？　だってあの人って、前、ヤクザだったのよォ？」


　ざくざくと氷を氷枕に詰め込んでいる音がする。


「えーっ、そうなのォ？」


「そーいえば、ちょっとハンサムだけど、目付き、すごいしさ、怖い感じよね。あんまり喋らないし」


「刺青だって、してんのよォ、それにさー、もっとすごいのッ。あたし、学生サンたちに教授が診察の仕方を教えてる時、傍に付いてたんだけどさ」


　ここで少し声をひそめて、


「アレに真珠、入れてんのヨ！」


「ウッソーッ！」


　それは事実だった。嵩は身体の自由が効くので、ナースの手による清拭を受けたことがなく、彼女たちが知らないのも無理はなかった。もっとも値段の張る真珠ではなかったが。十七、八の頃、ヤクザのアニィに世話になっている時にアニィに薦められて自分で入れたのだ。


「ヤッダーッ、なんかすっごく悪い病気かもよー？　あっちの方のッ」


（………っ、このアマどもッ！）


　嵩は思わず小部屋の扉を開いて、「おうよ、ブチ込んでアヘアヘ言わせたろーか！」と、叫んだ。


　病室へ帰っても怒りは収まらなかった。


（ヤブ医者にアホな学生に性悪のナース、もう我慢出来ないッ）


　ウサを晴らそうと思いつき、


（イッパツ、やってやる！）


　じっちゃんが小遣いにと置いていった一万円札をジーンズのポケットに捩りこむ。消灯を待ち、非常階段から抜け出した。そして新宿へ出て娑婆の空気を吸い、呼び込みをしていたピンサロに飛び込んだ。


　ところが一ヶ月以上の発熱の為にやはり体力が落ちているらしく、久し振りに飲んだアルコールのせいもあって、やる気も出ずにすっかり眠り込んでしまい、終電に間に合わなかったのだ……。


　要するに無断外泊の朝帰りである。


　そしてさっきのプールサイドでの一件につながる。


「くっそーッ、あいつッ、なにもんだよッ」


　初対面の男に無断外泊を見抜かれ、ばつが悪かった。怒りをぶつける相手もおらず、ロッカーに思い切り蹴りを入れる。グワングワンという音があたりに響き、ガードマンらしい制服を着た男が「誰だァ？」と、走ってきた。


「いっけね」


　階段を駆け上がると、体育館から飛び出した。大学と病院の境の塀を乗り越え、こっそり内科病棟に忍び込む。なにくわぬ顔で廊下を歩き、自分の病室を目指した。


　壁際の自分のベッドに入り、間仕切りのカーテンを閉め切って頭まで毛布を被ってふて寝していると、菅沼という病棟ナース長がやってきて脇に立った。


「加瀬さん、若い子たちが失礼なことを言ったそうで、叱っておきましたから」


　嵩は毛布の中で聞き流す。だが続けてナース長の言った、「無断外泊は不問にしておきますから、あなたも少し協力的になって下さいね」という言葉にブチ切れた。


「俺のどこが協力的じゃないんだよッ」


　いきなり毛布をはねのけて、すが眼でナース長を睨む。


　小柄でショートヘアの菅沼ナース長は驚く風もなく、嵩を落ち着いて見返した。三十台後半の百戦錬磨のナース長にとっては、嵩はまだ二十二才のつっぱったガキに過ぎない。やんちゃな子供を窘めるように、眼鏡を持ち上げ、優しく話し掛ける。


「だって最近、主治医に逆らってばかりじゃないの。駄目よ、そんなことでは」


「ヤブ医者だからだよッ。病気がなんなのかまだわかんないなんてよォ、こんな病院、おん出てやるッ」


「加瀬さん、とにかく今日は外科の先生にも診ていただくって言ってましたから、おとなしくしてね」


（ケッ、誰が診たって分かんねーんだろッ）


　毛布を頭まで被ると心の中でうそぶいた。








　ロッカールームで柴田浩司はリラックスして服を整えていた。


　一週間ぶりに泳いだので、身体が軽くなった感じがする。


（やっぱ、時々は泳がなくちゃな）


　シャツのボタンを留めようとして、前胸部のうす赤い斑点に気付く。


（あっ……五月の奴……こんなところにっ……）


　もしかしたらともう一度上を脱いで調べると、脇腹にも左右四ヶ所あった。この調子では、目の届かない所にもありそうだ。


（……たくもう）


　いつもは強く吸われると「駄目だ」と拒絶の声をあげるのだが、昨夜はいつになく行為に没頭し、キスマークを付けるのを許してしまった。


（さっきの男に気付かれなかったろうな）


　頬に血が昇る。


　外科医はオペルームなどで着替えることも多く、キスマークなど残してもらっては困ると言うのに、どうも江森は付けるのがひどく好きなのだ。セックスの相性は抜群だが、これだけが困る。それなのにどんなに注意しても改めない。恋人の身体にキスマークを残すことは男にとってはマーキングのようなものなのだが、ことセックスにおいてオクテの柴田には恥ずかしいだけだ。それに行為の最中には余裕がないため、翌日「どーしてつけたんだよッ」などと怒っても後の祭りである。


　このせいで最近は水泳部の後輩のコーチもおちおち出来なくなり、今日も念のため誰もいない時間を狙って泳ぎにきたのだが……。思いもよらない見物人に動揺して、なんだか尊大な態度をとってしまった。


（ま、いーか……今日は手術日じゃないし）


　後期レジデント二年目の仕事は多いが、今日は比較的予定が詰まっていない。午前中は術前検査、午後は入院患者の注腸造影が二件だけだ。


　そうだ、相沢から内科の患者のことで相談を受けていたんだっけ、と柴田は思いだした。


（午前中は検査だけだから……）


　なるべく午前中に内科病棟へ顔を出そう。


（そうすれば昼メシをついでに一緒に食えるかも知れない。久し振りだもんな……）


　江森の心配そうな顔が眼に浮かぶ。


（でも夜は五月とゴハンを食べようっと）


「夜」から連想が広がって、昨夜の濃厚な行為を思い出し、またしても気恥ずかしくなる。昨日の愛し方が少しハードだったのは、江森が相沢に嫉妬したせい、と柴田にも解っている。


「僕、異常に嫉妬深いんだよ」


　悲しそうに江森が打ち明けてくれたことがあった。


　その時はひどく驚いたのだが、世間知らずの自分よりずっと大人でなんでも解っている頼りがいのある恋人だった江森が、弱点を見せてくれたことは嬉しかった。


（あいつだって、人間だもん、スーパーマンじゃないんだもんな。欠点だらけの俺のこと、好きになってくれたんだもの）


　江森の欠点なんて自分の欠点から見ればまるでたいしたことはない。それどころか、嫉妬してくれるなんて、


（ちょ、ちょっと嬉しいかも）


　相変わらずトロいことを考えながら柴田は着替えを続ける。


（そうだ、今夜は俺から……）


　江森に嫉妬させてしまったお詫びに、自分から求めようと決心した。
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　今日は午前中から高熱が出ている。むろん昨夜の無断外泊のせいだろう。


　嵩は「クソッ」と罵りながらのろのろと病院の昼食をつついた。まずいという程ではないが、さすがに一ヶ月も入院しているとメニューが繰り返しになって飽きが来る。しかも職場上、たらふく鮨が食える環境にいたのだから、これはつらい。週に一、二回、ばっちゃんが弁当を持って来てくれるのが唯一の楽しみだった。


（食欲がないのはこのメシのせいだっ）


　ナースが摂取量を確認に来て、「まぁー、三分の一ですかぁ？」と、責めるような口調で言うのを、思いっきり睨みつけてやった。食後の一服をと思って廊下に出、ナースステーションの脇を通りかかると、主治医の相沢が誰かと話している。


「……は、やったのか？」


「ああ、ネガティブだ。骨髄穿刺マルクも正常」


　相沢が答える。


「リンパ節生検は？」


「カルテの後ろに病理報告がある。腋下リンパ節を二個とったが、クラスⅡの炎症性細胞のみだ。ラングハンス巨細胞もマイナス」


「ふーん、内科医に判らないものが外科医に判るわけないぜ？」


　バリトンの良く通る綺麗な声だ。なんだか聞き覚えがあるが、カルテ棚の陰になって顔は見えなかった。


「いや、ちょっと発想を変えるのも必要だろ？　外科医の目の付け方は違うからね」


「まーな」


　嵩はそのまま通り過ぎて喫煙室へ行くと、ソファに座り煙草に火を点ける。


　昨夜は久し振りにシャバに出て、まるで浦島太郎のように感じた。たった一ヶ月入院していただけで、すっかり世間に疎くなってしまった。持っていた金はすぐ無くなった。このままではいけない。あの夫婦にも迷惑をかけるばかりだ。


　そういえばここの払いは、どうなっているのだろう。ばっちゃんは面会に来るたびになにがしかの小遣いを置いていってくれる、「なにかと物入りだろ？」と言って。四年間住み込みで働いていたから、多少の蓄えはあったが、そこから払っているのだろうか……。


　ぼんやりとそんなことを思いながら嵩はフィルターぎりぎりまで煙草をふかした。


　ふと気付くと、目の前に靴が二足、並んでいる。むろん履いている人間の足の入った奴だ。目を上げると、主治医の相沢と、その隣には相沢より頭一つ分位低い細身の男が立っている。ブルーの光沢のあるシャツに黄色のネクタイ、シングルの白衣に身を包んでいるが、その顔には見覚えがあった。


「あんた！　さっきの……」


　男は細い眉をひそめた。手に持っている体温などが記録してある温度盤におもむろに目をやると、「フーン……今日は朝から熱発してるな。ま、ご乱行の報いってところか」と、皮肉たっぷりに言う。


「え？」


　相沢が二人を見比べた。


「あ、いいんだ、こっちのことさ、で」


　嵩を一瞥すると、


「ベッドに戻ってくれ、診察するから」


　嵩はその命令口調にムッときた。朝のプールでほんの少しでも見とれた自分が腹立たしい。


「なんだよ！　診察はもうさっき終わったよ！」


　相沢が中に入って「加瀬君、こちら、第２外科の柴田浩司先生、僕と同期なんだ。外科的に何か熱の原因が発見出来ないかと思って相談したんだが、ちょっと診てもらってくれないか？」と、とりなす。


「やだよ！　俺は実験材料じゃないんだ！　さっきだって、学生どもがやって来て、さんざん俺のこと触ってったんだぜ？　もうたくさんだッ」


　吐き捨てるように言って、座ったまま上目使いに柴田の反応を見た。柴田は怒ったふうもなく、嵩をじっと見詰めている。今までの皮肉な光は影をひそめていた。


「悪かった。君の嫌がることは絶対しないから、診察させてくれないか？　頼む」


　嵩の目から視線をそらさずに低い落ち着いた声で言った。嵩は柴田の綺麗な顔にじっと見詰められ、つい「う……まぁ、頼まれりゃーな……減るもんじゃないし」と答えてしまった。


　ベッドへ戻り、間仕切のカーテンを閉め横たわると、両サイドに医師が立つ。柴田は上体をかがめると嵩のパジャマのボタンを外し、大きく前をくつろげた。そして両方の手で首筋に触れ、そのまま指を下に滑らせる。


　細く柔らかな指で、しかも柴田の顔が至近距離にあるので、嵩はどういう訳か動悸が早くなってきた。


「腫大しているが、それ程でもないな」


「そうなんだ、圧痛もないし」


　手の平を胸にあて、さらにもう一方の手の中指と人差し指であてている方の手の指の上をコツコツと叩く。いつも主治医がやっている型通りの診察なのだが、初めて触れる手の平の感触は相沢のものとは全く違い、ひんやりとしてすべすべだった。腋の下にも手を這わす。


「く、くすぐってェよッ」


「悪かった、すぐ終わるから」


　あまり悪いと思っていなさそうな口調で、さらに手の平は両脇腹を移動して行く。


「肝脾腫も無いしな……これで一ヶ月以上の発熱があるとは思えないな」


「だろう？　な？」


　ほとんど友人同士の会話になっている。のけ者にされたようで、嵩がふてくされて目をつぶっていると、いきなりパジャマの下がめくられ、下履きが降ろされた。


「なっ、なにすんだよーッ」


　いつもはそこまでされないのだ。


「診るんだよ。減るもんじゃないって自分で言ったろ」


　返す言葉がなかったが、ベッドの上で大の字になったまま、首だけ持ち上げて心配そうに柴田の一挙手一投足をを見守った。細い指が両足の付け根をまさぐる。タマが縮み上がるのが分かって、嵩は赤くなった。


「鼠径リンパ節も腫れてるじゃないか」


　軽やかに指が下腹部へと滑っていく。


（ゲッ……まずい……）


　男の部分が反応し始めた。


（う、嘘だろーッ、昨日は全然役に立たなかったのによォ）


　慌てて肘をつき、上体を半分起こして自分の腹の方を見ると、柴田はアレに顔を近付けている。


（ヒェーッ、なんか、やらしいぜッ）


　指が形を変えつつあるものをつかんだ。


「これだな」


「え？」


「え？」


　相沢と嵩は同時に声を出した。


「こいつだと俺は思う」


　柴田は嵩の性器に埋め込まれたものを、指でツンツンつついた。


「ヒッ、やめろッ」


　柴田は少し呆れ声で続ける。


「だいたい、普通、こんなに入れるか？　十個ぐらい入ってそうだぞ？」


　嵩はムッとして「悪いのかよ」と大声を上げた。


　それを無視して柴田は相沢を振り返る。相沢はうーむと唸って、嵩の足のほうへと移動した。柴田の指差す部分に目を凝らす。言われてみれば性器の棹の部分には、幾つもの丸いものが埋め込まれており、ゴツゴツしているので表面からも分かる。


「確かに……二、三個というのは僕も見たことがあるが、こんなに沢山は初めてだ」　


　相沢は言いながらも首を捻った。


「しかし、特に発赤もないし……僕も何度かは診てみたが、圧痛もないと言っていたぞ」


　相沢の疑問に、柴田はさらに嵩の下腹部に顔を近づける。


「いや、この根元を見てみろ。少し紫色に変色している」


「どれどれ」


　男二人が殆ど顔をくっつけんばかりにして、あの部分を覗き込んでいる。もう限界だ。


「やめろーッ」


　二人は同時にこちらを振り向き、どうしたのかという顔をした。


「やめろッ、恥ずかしいだろッ」


「そういう問題か」


　柴田の口調は冷たかった。嵩を無視し、相沢を見上げて続ける。


「バイト先の病院で、ヤクザが似たような目にあってたのを見たことがある。異物反応だ」


　相沢は真剣な眼で、嵩のモノを見詰める。顔を上げ、腕組みをすると、柴田に同意の表情を見せた。


「そうだな……熱の出方にしては、全身状態がいいからな。局所の問題という可能性はあるな」


「取り敢えず、切ってみたらどうだ。これなら簡単に外来の処置室で出来る」


「そうだな」


　二人のやり取りに、蚊帳の外の嵩は仰天して叫ぶ。


「冗談じゃないッ、勝手に切られてたまるかッ」


　嵩は柴田の手を振り払うと、下着を元通りにして思いっきり睨みつけた。


「なにも根元から切ろうってんじゃない。埋め込まれた物を取り出すだけだ。すぐ済む」


「すぐ済むとか、そーゆー問題じゃねーってのッ！　ぜったい、やだ！　やだったら、やだ！」


　逞しい身体をベッドの上に起こし、あぐらをかくと、二人に怒りの顔を向ける。太い眉にギョロリとした眼、顎は角張ってがっちりとしているので、えらい迫力だ。ナースたちが元ヤクザと噂するのも無理はない。が、口調はただの我が儘な子供が、「注射はイヤだ！」とごねているようで、柴田は呆れた顔をした。


「ここ切った時もッ」


　嵩は腋の下を指さす。


「痛くないとか、すぐ済むとか言いやがってよォッ、ざけんじゃねーよッ、すげー痛かったんだぞッ、もー何日もよォッ！　ちょっとだけとか言ったくせに、こォんな切りやがってっ、跡が残ってるぞ！」


「もう毛が伸びて、隠れてるよ」


「バカヤローッ」


　手元の枕を掴むと嵩は思いきり投げ付けた。


「とにかくッ、死んでもやだ！　もーこれ以上、痛い思いすんのはごめんだッ」


「入れる時痛くなかったのか？」


　呆れ声で柴田は尋ねる。


「痛かったよッ、死ぬほどッ、男の根性で我慢したんだッ」


　柴田は床に落ちた枕を拾うと、ベッドの上に放りだした。冷たい視線を嵩に投げかける。


「じゃあ今度も、男の根性で我慢すればいいだろう」


「まあまあ」


　また相沢が中に入った。


「加瀬さん、今まで内科的に検索した結果、熱の原因は分かっていない。異物による局所の反応という考えは正しいかもしれないんだ。このまま検査を続けて行くより、柴田先生の案に従ってみたいと僕は思う」


（この裏切り者ッ）


　嵩は今度は相沢を睨んだ。


「だが君が拒否するのを無理やりするわけにはいかないんだ。今すぐどうこうというわけじゃない、少し考えてみてくれ」


「……そーだな、いきなりは決めらんないよな」


　柴田は相沢の顔を見上げた。


「俺、また明日も説得に来るぜ」


「二度と来るなッ、バカヤローッ」


　罵声を背中に、二人は廊下へ出た。


「やれやれ……」


　柴田が溜息をつく。


「悪かったな、せっかく相談にのってくれたのに」


　相沢は柴田の肩に手をかけた。


「そうじゃない……やれやれってのは自分に対して言ったのさ。どーも外科医は短気だよな。相沢みたく、優しく説明してやりゃ良かった。かえってこじらしちまった」


「そんなことないよ、あの子も短気なとこ、あるしね。僕は一カ月もあの子と付き合ってるから、大丈夫、ゆっくり説得しよう」


　相沢はとりなすように、柴田に微笑みかける。


（優しいんだよな、相沢は……）


　でもそれは、本当に誰に対してもだったから……。この優しい友人を失わなくてすんだ。やはり、自分の想いを告げないでいたのは正しかったのだと柴田は思った。


「俺、メシまだだけど、一緒に食わない？」


「いいね」


　ナースステーションに顔を出し、昼食に出ると相沢がナース長に告げている間、柴田は思いついて嵩のカルテを開いてみた。


「保証人の名字、違うけど……」


　近くのナースにきいてみる。


「勤め先だそうですよ」


　住所は駅の近くである。


（米山……「米よね寿司」……０４２×ー××ー××××）


　電話番号と住所を控えると、外へ出た。





　二人は病院のそばのファミリーレストランに足を運んだ。昼の一番混む時間は過ぎているので、落ち着いて話が出来そうだ。奥まった席を確保し、ウェイトレスに「ハンバーグセット」と注文を頼む。


「なんだか高校の時みたいだね」


　相沢が優しい口調で話し出した。


「よく部活の帰りに待ち合わせて、ハンバーガーを食べたなあ」


「ん、ファーストフードの店だったけどね」


　柴田も相槌を打つ。


「なんだか、お前とこうやっていると、ついこないだのことみたいだな」


　相沢の眼鏡の奥の瞳は以前のように優しくて、柴田は胸が詰まった。相沢の妻である、共通の友人だった薫との仲を疑われて、避けられていた時もあったのだ。今は誤解も解けて、わだかまりもなくなった。


「薫ちゃん、順調か？」


「ああ、そろそろ産休だ、つわりも少なかったしとても元気だよ」


「良かったな」


　心から柴田は言う。相沢には幸福な家庭を築いて欲しい。相手が妹のようにかわいい薫であればなおのことだ。そう……薫は自分にとって妹だった……母親が家を出た時、おなかの中にいたという妹の代わりなのだ。


　明るい表情の柴田に、相沢も心和むのを覚えた。幼なじみの柴田の複雑な家庭状況は知っていた。まさか自分に片恋しているとまでは気づかなかったが、両親の愛に飢えて育ったこの親友が心から愛情を注いでくれる人を求めているのは、傍でずっと見ていたから知っている。


　柴田にゲイであるとカミングアウトされた時は驚いたが、恋人の江森という男は優しくて柴田を熱烈に愛していた。彼なら柴田の寂しい心を埋められると、今は安心しているのだった。笑みを浮かべ、言ってみる。


「お前の方もうまくいってんだろ？　ここんとこ、明るいもんな」


「バカ」


「今度江森君を連れて、家に遊びに来てくれよ」


「そのうちな」


　柴田は頬を染める。


「さっきの奴だけどさ、元ヤクザのくせにずいぶんと痛がりなんだな」


　照れ隠しに嵩に話題を振った。


「ヤクザ、ねえ……単なる強がりじゃないのかな？　あの子は見た目は怖い感じだけれど、そんなワルには見えないよ」


　相沢は微笑む。


「そっか……相沢が言うならそうなんだろうな」


　中学のときから相沢の人を見る目は確かだった、と柴田は思った。


（ぜったい、噂とかは信じなくて……）


　でなければ「インラン女の息子」などと陰口されていた自分と、決して友人にはなってくれなかったろう……。


　グラスから一口水を飲むと、しかし相沢はぷっと噴き出した。　


「いや、ひょっとしたらそうかもしれないなあ？　ヤクザは特に痛がりだというからね」


「そーか、外科医が一番痛がるというが、外科医とヤクザには共通点がある訳だ」


「それ以外にも、あの子、お前に似た所、あるよ」


　相沢は柴田を優しく見詰めている。


「つっぱってるくせに人一倍、ナイーブなんだ。お前も強がっているときが一番、やばいときだったろ？　中学の頃からそうだったじゃないか」


　柴田も水を飲んだが、むせてしまった。


「ったく……過去を知ってる人間には頭があがらんな」


　自然に口をついて出た自分の言葉を聞いて、柴田は完全に振っきれたのを知った。














　　　　　　４






　携帯電話で江森が呼び出されたのは、八時頃だった。今日は手術日ではなかったので、順当な所だ。


　いつものように病院の駐車場で待ち合わせ、江森が車を出すと、柴田は「マンションに車、置いていこう。久し振りに飲もうぜ」と言う。


「いつもお前、運転手役だから飲めないだろ？」


「飲むって、浩司さん、どっかあてがあるんですか？」


「うん、この寿司屋に行きたいんだ」


　メモには『米寿司』とあり、電話番号と住所が書き添えてある。デートの段取りを決めるのはいつも江森なので、珍しく柴田が自分から行きたいと言ったことに江森は少し驚いた。


　柴田が困ったようにこちらを窺っているのに気づき、頷いてみせる。


「いいですよ、ここへ行きましょう。僕、お寿司食べたかったんですよ、ちょうど良かった」


　住所を頼りに探し当てた先は、駅前の繁華街からちょっと外れた、『再開発指定区域』といった所だった。築後三十年というような間口の狭い小さな飲屋や、マージャン屋、なにやら得たいの知れない店が軒先を連ねている。


　しかし、行き交う人々は温和な表情で、


「どこ、行くんだね」


「なに、ちょっと先までな」


などと声を掛け合い、猫や犬も一緒にのんびりとゴミ箱を漁っている。古い東京の雰囲気を残していた。


　同じような造りの二階屋の並びに、『米寿司』と小さな看板が道路に出ており、中の蛍光灯は切れかかってチカチカしていたが、引き戸は小綺麗に磨かれ、店先には涼しげに水が撒かれている。戸口にはきちっと塩が盛ってあった。


「初めてだね、浩司さん、この店。誰かに教えてもらったの？」


　江森が尋ねると、柴田は「ん……ちょっと」と口篭もりながら引き戸を開ける。


　中へ入るとカウンター席が八つに、十人ばかり上がれる座敷が一つといった小さな寿司屋で、年老いた夫婦二人で切盛しているようだ。先客はカウンターにサラリーマン風の男が三人、ＴＶのナイター中継を見ながら酒を飲んでいた。カウンターに席をとり、酒を注文すると、柴田は「適当に刺身で」と頼む。


「今日はいいヒラメが入ってますよ」


　豆絞りを禿げた額に捲いた老人はにっこりする。


「じゃ、それを」


　それから江森を振り仰ぎ、「お前はどんどん握ってもらえよ」と勧める。


「じゃあ、僕はマグロとタコと、カンパチ。それから卵とイカ、四カンずつね」


「お前……」


　お酒を運んできた老女が、「お若い方の元気な食べっぷりは気持ちがいいですよ」と微笑んだ。


　江森は徳利を片手に辺りを見回す。


（どうも浩司さんは、この店にただ飲みにきたんじゃなさそうだな）


　それでも柴田の口から出るまで敢えて尋ねないこと決め、江森は久し振りに差しつ差されつを楽しんだ。


　なんだか今日の柴田はとてもリラックスしている。いつもは何か構えたところのあるようなきつい目も険がとれ、大きな悩みが解決したかのようだと江森は、お猪口を口に運びながら思った。


（どうしたんだろ……なんか仕事でいいことがあったのかな？　患者さんの経過がいいとか……）


　しばらくの間、今度計画している釣りや、新しくダウンロードしたソフトのことなど話しながら、杯を重ねた。やがて先客も帰り、週の初めのせいか新しく来る客もいないので、柴田達二人だけになった。


　上がりを飲み干すと、「お会計をお願いします」と柴田は声をかけた。それでも釣りをもらってもまだカウンターから立とうとしない。


　江森は内心首を傾げたが、そのまま自分も留まった。


　柴田は急に真剣な表情になり、カウンターの中の小柄な老人に「おじさん、俺、嵩くんの担当医なんです」と、声を掛けた。


「え？　嵩のヤツの？」


「ああ、俺は外科なんだけど、内科の先生から引き継ぐことになると思うんです」


　老人は豆絞りを外すと身を乗り出した。


「外科って、嵩の病気は内臓じゃなかったのかい？」


「というか……多分、悪いとこ切ったら治ると思うんですよ」


「切るって、そんなに悪いんですか？」


　老妻の方が驚いたような声を上げる。


「いいえ、違います。ほんの少し、悪いところを切るだけで……でも嵩くんはどうも痛いのがいやらしくて。絶対、嫌って言われちゃったんです」


「そうなんですヨッ」


　我が意を得たりと気の善さそうな老女は相槌を打った。


「あの子はホントにもう、出前で自転車ごとスッ転んで、足を５針、縫ったときも大騒ぎで……そうそう、風呂場で滑ってアソコを打った時も気絶しましてねえ」


「こらこら、バーサン、言わんでもいいことまで言うんじゃない」


　主人はあわててたしなめて、柴田の方を向く。


「年ばっかりいっても、まだまだガキなんもんで……なんとか見捨てないでやって下さい」と、深く頭を下げた。


「いや、そういうつもりじゃなくて……ただ、あの短気な性格だと、病院脱走しちゃうかもしれない。一度、俺、無断外泊したところ、会ってますから」


「そうなんですよ、あの子はホント、短気でねェ、いつだったか、隣の犬が……」


「バーサン、ちょっと黙っとれ！」


　一喝して、柴田に先を続けるよう促す。


「だから、もし、ここに帰ってきたら……」


　言いかけた柴田の言を引き取って、


「すぐ病院帰るよう、うーんと叱ってやります！」


　異口同音に二人が言う。


「じゃなくて」


　柴田は苦笑した。


「何も言わずに受け入れてやって下さい。そのかわり、内緒でここに連絡下さい。俺、説得にきますから」


　名刺を渡された老人は高く差し上げて何度もお辞儀をしている。老女の方も深く腰を折った。二人はのれんをかきわけて、外へ出た。


「感じの良いご夫婦だね」


「ん……」


　柴田はジャケットを片手に持ち、ネクタイを緩めながら歩く。日中はまだ夏の暑さだが、さすがに朝晩は秋の風が立つようになっている。それでも都会の夜はジャケットを脱いでいてもアルコールの入った身体に涼しいという気候ではない。


　しかし江森は口実にして「寒くない？」と、柴田を抱き寄せた。


　珍しく柴田は抵抗しない。いつも人前でべたべたするのは嫌がる方なのだがと、江森は不思議に思った。


「患者さんを説得するのも大変なんですねェ。だから今夜はわざわざここへ来たんだ」


「どーせメシも食わなきゃなんなかったしな」


　先程の老夫婦とのやり取りを思い出し、「浩司さん、ちゃんと人前で喋れるんだねー、僕、感心しちゃった」と驚いて見せる。


「な、なんだよ、それ」


　柴田はぷっと頬を膨らませる。


「なんか、馬鹿にされたみてー」


「違いますよォ」


　江森はクスリと笑い、柴田の顔を覗き込んだ。


「ほんとに感心してるんですよー」


　柴田は真剣な眼差しで江森を見詰めた。


「仕事の話だからだよ……俺、他のことは駄目だ、お前がいてくんなくちゃ」


「浩司さん……」


　柴田は甘えて江森の肩に頭をもたせかける。


（ずーっとこのまま歩いて行きたい……）


　江森は柴田の肩を抱く腕に力を込めた。








　部屋に帰ると、江森は「風呂、お先にどうぞ」と声をかけた。


　すると柴田は「あ、俺、出る前にオペルームでシャワー浴びてきたからいい」と言う。


「え？　今日、緊急オペでもあったの？」


「じゃなくてさァ……午後、バリウム注腸やってたらな、バリウム、頭から掛けられちゃったのサ」


「ええっ、そりゃあ災難だったね」


　バスタブに浸かりながら、ふと、さっき話していた患者が相沢先生に頼まれた患者だったのだと思い当たった。


（患者のことは、秘密だもんな。医者同士ならともかく、僕に話してくれないのは当たり前だ）


　そうは思っても、ちょっと寂しい。相沢とだけの共通の話題を柴田が持ってるなんて。少しだけ、胸が痛んだ。


　風呂から上がると、柴田はリビングでポカリを飲みながら手術書を下調べしていた。オペ日の前に必ずやる作業だ。邪魔をしないようにコンピューター専用にしてある部屋へいって、自分の書類を少し片付け、先にベッドに入った。昨夜たくさんやったから、今日は拒否されるかもしれない。それに相沢に会ったあと、自分を求めるだろうかと、江森はまだ不安があった。


　七転八倒していると、そのうち柴田が部屋に入って来た。


「お前、何、悶えてんだよー、悪酔いでもしたか？」


　呆れた顔でいうと、照明を落とし、脇に滑り込んできた。そして、「あのな、さっき寿司屋で話した患者、相沢に頼まれた患者なんだ」と言う。


「え……」


「だけど、相沢に頼まれたから特別に親切にしてるって訳じゃないんだ」


　柴田は向こうを向いている江森の背中にピタリと頬を寄せ、両腕を首に絡めてきた。


「その、嵩とかゆー奴って、俺と似てるって相沢が言うのさ。そう言われるとなんか、ほっとけなくって」


「似てるって、顔が？」


　思わず振り返って尋ねる。


「じゃなくて、性格がって。つっぱってるけど、ナイーブで、短気で、痛がりなんだと」


　柴田はくすくすと笑う。


「まったく、自分のガキの頃を知ってる奴には負けるよなー」


　オヤ、と江森は思った。こんな平穏な表情で相沢のことを話す柴田は初めて見る。今までは何かこちらに気を使いながら、話していた。時々苦しそうな顔をすることもあった。が、今は江森に何の気負いもなく、病院であったことの話題として話をしている。


　柴田がもはや相沢を、友人の一人として見られるようになったのだと江森は確信した。


（やっとここまで来られたんだ）


　江森の胸に暖かいものが込み上げてくる。相沢は柴田の大切な友人……もう江森を苦しめることはないだろう。今までのように柴田と江森の間に、越えられない壁のように立ち塞がることはないに違いない。


　江森は柴田を広い胸の中に包み込んだ。


「浩司さん……」


　頭に手をやり、ぎゅっと引き寄せる。


「な、なんだよ？」


　柴田は怪訝な声を出す。


「ううん、なんでもないよ、浩司さん」


　江森はちょっと照れ臭くなって、話題をすり替えた。


「その患者さんの手術って、大変なの？　拒否してるって言ってたけど」


「患者のことは個人情報だからさ、あまり詳しくは言えないけど……」


　柴田は手短に話した。熱がずっと続いていて、それがどうも何年も前にアレに埋め込んだ物体が原因らしいこと。それを取れば、治ると思われること。


「ったくもう、ちょっと切れば済むことなんだぜ？」


　江森はあっけにとられて声も出ない。本には良く書いてあるが、自分のアレを切ってものを入れるなんて……しかも……それを取り出すためにメスで……。


「浩司さん、そりゃ、普通、誰だっていやって言いますよ！」


　非難するように柴田に言う。


「え？　だって何も根元から切り落とそうってんじゃないぜ？」


「そりゃ、浩司さんや相沢先生は、医者だからそう思えるけど、素人はそんなこと言われたってわかんないよォ。僕だったら、そんなことされるくらいなら、舌噛んで死ぬって言うと思うなァ」


　うーむと柴田は考え込んだ。


「だってさァ、いくら根元から切り落とすんじゃなくたって、メスで切られるんだよ？　そー考えるだけで、普通の男は気絶しちゃうよッ」


「そーか……どう言ったら解ってもらえるんだろう？」


　柴田は江森に助言を求める。


「まず、麻酔するから絶対、痛くないって言わなきゃ、だめだ」


「うん」


「それから、あともちゃんと使える、これが肝心」


「そーか」


　柴田は真面目な顔で相槌を打つ。


「切ってもエッチのときに問題はない。短くなったりしない」


　続いた江森の発言に呆れて口を挟んだ。


「お前なー、もともとンなわけねーんだから」


　チッチッと江森は人差し指を立てる。


「だめだねー、浩司さん、男心が解ってないよ？　馬鹿らしくてもそー言わなきゃ安心しない」


「フムフム」


「それから、まー、嘘でも良いから、前より感度が良くなるって言えば、ＯＫするかも」


「それは嘘だ」


　しごくまともな柴田の反応に、江森は噴き出しかけたが堪えて続ける。


「だから嘘も方便だって。前と比べるなんて、現実には不可能なんだから」


「なるほどー」


　柴田は感心して江森を仰いだ。


「医者だけで話してると、やっぱ、駄目だよな……視野が狭くなる。お前ってすごいなー」


「でもねー」


　江森はほっと溜息をついた。


「痛がりなのに、よく入れられたね」


「ああ、男の根性とかホザいてた」


　ぷっと江森は吹き出す。


「本では読んだこと、あるけど、そんなに女の人、喜ぶのかなァ？」


「俺に訊くな、俺に。んなこと、判るかッ」


　江森は柴田を抱き寄せて囁いた。


「僕、試しに入れてみよーかな？　浩司さんもっと喜ばせたい」


「馬鹿ッ、俺は今のお前ので十分満足してるッ」


　いつのまにか江森の手が器用にパジャマを脱がせている。気が付くと柴田は下着一枚になっていた。その下着ももう膝まで下ろされている。江森は露わになった下腹を探りながら、わざと疑いの声を出した。


「本当に満足してるの？　浩司さん、すぐ『もっともっと』って言うじゃないか。僕のじゃ足りないんじゃない？」


「そ、それは……違う、言葉のアヤで、アアッ……ンッ」


　柴田は、江森の大きな手で下腹部のモノを握り込まれ、声を漏らした。


「じゃあ……今日は『もうたくさん』って言うまで……」


「馬鹿ッ……ア……」


　江森は指で先端部に刺激を加えながら、舌を胸に這わせた。柴田はすぐ反応を見せ、目をぎゅっとつぶり、喘ぎながら江森の背に腕を回して引き寄せようとする。


「まだだよ、浩司さん」


　わざと途中で止め、柴田の顔を両手で挟んでじっと見詰めた。うっすらと額には汗が滲み、頬は上気して、切れ長の目は潤んでいる。僅かに開けた口から舌が覗き、ゾクリとする色気だ。こうなるともう何をされようと江森の言いなりだが、柴田はかろうじて、


「そ、そーだ、今日は絶対キスマークつけんなよッ」と言った。


「ハイハイ」


　柴田の口を自分の唇で塞ぐと、指で激しく責めたて始めた。


「ンンッ……アッ」


　巧みな指の動きに、柴田はすっかり翻弄されてしまう。江森は同時に後ろへも指を這わせる。前と後ろの指は、協力して柴田を追い上げる。


「ウッ……お前ッ……ヤ、メ……」


　江森の指が侵入すると、締め付けながらも深く飲み込もうと、腰を突き上げる。


「ハ……ア……ッ」


　江森が深く指を入れると、自分から身体を揺らす。反り返るモノもはちきれそうだ。


「さ、五月……もッ」


「もっとなの？　それとも、もうたくさん？」


「アアッ、もっと……」


「ほらっ、やっぱり言ったー」


　根元をグッと握り、親指と人差し指で解放口を強く擦ると、もう限界だ。


「五月ッ……アアッ、モウッ……イ……ク」


　柴田は大きく喘ぐと、弓なりに背を反らせ、自らを解き放つ。１回では満足せず、江森は腰を抱え込むと、今度は舌で追い上げた。放ったばかりのソレは、しばらく縮こまり震えていたが、ねっとりとした舌に包まれ、元気を取り戻す。


「や……だッ」


　言いながら、柴田は下腹を波打たせた。


「浩司さんたら、なにがイヤなのさ、好きなくせに」


　江森はつい、意地悪く言ってしまう。柴田が言葉での責めに弱いのは解っているのだが……。


「アアッ……アンンンッ」


　案の定、恥じらって身悶える。すると、立ち上がったモノも淫らに右へ左へと、鎌首を振った。


「浩司さん、ここ、喜んでる」


「バ……カッ」


　江森が股間から顔を上げると、柴田は真っ赤な顔をして潤んだ眼でこちらを見詰めている。この表情がたまらなくかわいいのだ。


「もう、いい？」


「……ん」


　江森は柴田の中に自分を埋め込むと、大きく動き始めた。


「アアッ……ン……ッ、ア……」


　喘ぎとベッドの軋みだけが部屋に響く。お互いを求め、ぶつかり合う、若い肉体の敬虔な愛の儀式だった。


　叩きつけられる情熱を、柴田は必死で受け止める。太く硬い江森の欲望を受け入れると、溢れる愛が繋がれた部分から体内に注ぎ込まれるように感じ、歓喜に震えた。


「……ンッ、アアッ……五月ッ……アアッ……もっと愛してッ」


　より深くまで江森を到達させようと、足を高く上げる。内部に存在するモノは愛する男の一部なのだ……自分の総てを相手に与えたい……固く太いモノで、自分をいっぱいに満たして欲しい……。


「もっとッ、五月ッ」


　自分から腹を絞り、締め付ける。柴田の望みどおり、体内のモノはどんどんかさを増していく。


「アア……ッ、もうッ」


　これ以上太くなったら、身体が二つに裂かれてしまいそうだ……。


「いいッ、五月ッ」


　気が遠くなる程の一体感に、柴田は更に締め付け、江森を飲み込んだ。


「五月ッ、五月ッ、愛してるッ、もっと、お前のッ」


　江森の動きが激しくなり、二人は一塊となって頂上を目指す。


「浩司さんッ、一緒に！」


「アア……ッ、五月ッ、イクッ」


　同時に達し、二人は満足して身体を繋げたまま、汗ばんだ顔をお互いに手で挟み、見つめ合った。


「浩司さん、愛してる……」


「五月……俺も……」


　江森はクスリと笑って柴田を抱き締めた。


「さっき『もうたくさん』って言わなかったね、浩司さん。やっぱ、足りないのかな？」


「バ、バカッ、ほんとに満足してるってば」


　つい先程まで部屋を支配していた肉の鬩ぎあう音も今は絶え、恋人たちの甘い囁きだけがしばらく続いていた。
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　嵩はベッド脇のサイドキャビネットの上の目覚まし時計を眺めた。


　もう朝から何回目だろう。


　キャビネットの下の戸棚には、ほんの僅かの身の回りのものが入っている。目覚まし時計は今まで奥へ突っ込んであったのだが、今朝引っ張り出して、合わせたのだ。さっき見た時は三時半だった。


（三時四十五分！　まだ十五分しかたってないのかよォ！）


　舌打ちして寝返った。


（来るってったくせに……なんでこねーんだよオ）


　コツ、コツ、とノックの音が聞こえ、引き戸が軽やかに開いた。


「よぉ」


　その声に嵩は反射的に跳ね起きた。


　戸口に緑色の手術着を着た柴田が立っていた。喉元の広く開いた半袖の手術着からはすんなりとした腕が出ていて、頭には同じ緑色の小さな手術帽がのっている。髪は汗で額に張り付いていた。


「遅かったじゃーねかよォッ」


「なんだ、待ってたのか？　二度と来るなって言ったくせに」


　柴田はくすりと笑った。しまったという顔をして嵩は横を向く。


「いっつもおんなじ顔ばっかで、飽きたからだよ」


（ホント、図体はでかいくせに、まだガキなんだな……こいつ）


　柴田は嵩のベッドに近寄った。自分よりずっと子供なのだと認識してからは、親しみが湧いている。


「今日は今までオペだったんだ。これでも終わってすぐ駆け付けたんだぜ？」


　友達言葉で話しかけ、帽子を取る。腕で額の汗を拭った。その拍子に大きく開いた袖口から、腕のつけねの薄い叢まで見えて、嵩はドキリとした。


「あー、昨日の話だが……」


「またそれかよッ」


「何のために来たと思ってんだ？　見舞いに来たわけじゃない」


　柴田は眉をぴくりと吊り上げた。


「えっとだな……ちゃんと麻酔をかけてだな、絶対痛くしないし、あのだな、後もちゃんと使えるから、心配しないでもらいたい」


　昨夜、寝物語で江森に教えられた通りに話す。


「あんだってェ」


「だからその……痛くしないし、それに男性機能が損なわれることはないと……」


「何言ってんだよッ、俺は取りたくないのッ！　このまんまにしときたいんだよッ、痛いからヤだっていってんじゃねーよッ！　ガキ扱いしやがって、バカヤローッ！」


　嵩は突然怒りだす。


（バカヤローッ、俺のこと、ガキだと思ってやがんだな。俺は一人前の男だ、お前こそ、お前のほうこそッ）


「なんだよッ、女みてぇな顔しやがってッ、おめえ、付いてねーんじゃねーの？」


　柴田の眉がぴくりと動く。小さい頃から、女のようだと言われている柴田の、最大のコンプレックスがこれなのである。他の者に言われたら烈火のごとく怒ったかもしれないが、柴田は患者に対して決して怒ることはなかった。怒りを飲み込んで、平静を装った。


「おカマ野郎ーッ、テメーに俺の気持ちが分かってたまるかッ、アレはなーッ、もう五年も俺と一緒にいんの！　俺の一部なの！　それに今までずーっと何もなかったんだぜ？　何で今頃、熱が出んだよッ」


　柴田はやれやれと言うように首を振った。


「……あの部分はな、身体の他の部分から隔離されてるから、反応が出るまで時間がかかるんだよ」


「とにかく！　ぜぇったいやだ！　これ以上言うともう自己退院するぞ！」


　嵩は毛布を頭から被った。


「退院して、どうする気だ」


　柴田の低い声に凄みが増す。


「こんなヤブ医者どものいる病院はごめんだッ、別んとこいって診てもらうッ」


　柴田はぐいと毛布を引きはがした。


「いいかげんにしろッ、このガキはッ」


　ついに堪忍袋の緒が切れて、柴田は怒鳴ってしまった。


「どこへ行っても同じだッ、また初めから一ヶ月もかけて検査をするつもりか。お前、入院費は誰が払ってると思ってるんだ！　幾ら保険に入ってたって、自己負担てもんがあるんだぞ！」


　嵩はぎくりとして柴田を見上げた。


「そんなことも知らないのか、え？」


（そういやそうだ……ばっちゃんが毎週、面会に来たとき払ってんだろーか……）


　柴田の顔はいままでになく厳しい。嵩は返す言葉がなかった。


「早く治りたいとは思わないのか！」


「うるせーッ、ほっといてくれッ」


　柴田の手から毛布を引ったくると、また頭から被る。


「あっち行けーッ」


　柴田は溜息をついた。


（しまった、また怒らせちまった……）


　今日こそは相沢のように優しくしようと思ったのに。そして江森に言われた通り、解りやすく説得しようと思ったのに。


（俺って駄目だな……）


　しかし、病室を出る前に「明日またくるからな」と言い置いた。








　嵩はしばらく暗い毛布の中で考えていた。


（……俺……これ以上、入院してたら、あの二人に迷惑かける……）


　元ヤクザと言っても、嵩は別にヤクザの杯を分けてもらっていた訳ではない。ナントカ組というような大それた代物ではなく、東京は下町の場外馬券場のある歓楽街のケチな下っぱの、さらにその下のそのまたパシリであった。アニィと呼んで慕っていた男に食わしてもらっていたが、ある日そいつの女に手を出してしまった。十八だったので、女の誘惑に負けたと言った方がいい。


　初めての女で、嵩は夢中になった。女の方はと言うと、ちょっと若い男の味見をしたという程度だったので、しだいに面倒臭くなり男に言い付けた。


「今まで食わせてやった恩を忘れて、大層なことをしてくれたものだな」


　三、四人に死ぬほど殴られておっぽりだされた。町から離れようと電車にのったが、切符を買う金も無く、終点の高雄で降ろされた。ベンチに寝っ転がってうめいていたところ、「どうした」と声をかけたのが、米寿司の主人だった。


「死ぬまでに一度でいーから、寿司が腹一杯食いてーよォ」


「なんだ、ケチなお願いだね」


「俺よー、あの皿に乗って回る寿司しか食ったことねーんだよォ」


　老人はくすくす笑った。


「わしンとこ、来るか？」


　まるで捨て猫を拾うような気軽さで、老人は嵩を家へ連れていった……。向かえてくれた老妻は「あらまあ」とにっこりし「お風呂が沸いてますよ」と綺麗な下着を出してくれた……。


　ガバと嵩は跳ね起きると、キャビネットの中の物をボストンバッグに突っ込んだ。ベッド下に置いてある箱型のミニロッカーを引きずり出して、半袖シャツにジーンズ、スニーカーを身につける。最後に今まで着ていたパジャマをバッグに詰め込むと、病室を出た。


　堂々と廊下の真ん中を歩き、エレベーターへ向かう。


「加瀬さんッ、どこ行くんですかッ」


　呼び止めたナースを物凄い目付きで睨むと、エレベーターの中へ消えた。


「大変ですっ」


　ナースは慌ててナースステーションに飛び込む。しかし菅沼ナース長は落ち着いた表情で病棟日誌から顔を上げた


「騒がないの、すぐ柴田先生に連絡して」


「え？　柴田先生？　相沢先生じゃないんですか？」


「柴田先生のがいいの、ああいうタイプは」


　言われたナースは怪訝な顔をする。


「あのね、強がってても人見知りなタイプは、内向的な人には安心して懐くものなのよ」


　さすが、長く生きているだけのことはあった。









　引き戸を開け、ボストンバッグを持って入って来た嵩を見ても、二人は驚かなかった。


「とにかくまあ、二階でお休みよ。今、お茶を持ってくから」


　何も聞かず自分を受け入れてくれた二人を見て、嵩は涙が出そうになった。


　ばっちゃんの入れてくれたお茶を飲みながら、二階の自分にあてがわれた四帖半の部屋でしばらくボーッとしている。


　ギシギシとはしご段の軋む音がしたので、嵩は「ばっちゃんか？」と振り向く。


　ふすまの開いた先に柴田が立っていた。


「テメーかよ！」


　柴田は部屋に黙って入り、後ろ手にふすまを閉めた。ちらりとあたりを見回す。


　擦り切れた畳の、窓際に小さな茶部台がおいてあり、ラジカセが乗っている。嵩はそこに肘をついてあぐらをかいていた。前には湯飲み茶碗がひとつ、おいてある。


　ラジカセの脇に積み上げてある数枚のＣＤを見て、「ミスチル、好きなのか？」と訊いた。


「なっなに言ってんの？　そんな話、しにきたんじゃねーだろッ」


「……その通りだ」


　柴田は嵩の目の前に腰を下ろし、あぐらをかく。水色のシャツにレンガ色のレジュメンタルタイを絞め、金ボタンのついたネービーブルーのブレザーを着ていた。パンツも涼しげな濃い水色で、ピシッと折り目がついている。


（こいつも金持ちのボンボンなんだ）


（俺の気持ちが、分かってたまるかッ）


　ふいに涙がこぼれそうになって、目をぎゅっと瞑り、脇を向いて俯いた。


「逃げ出したって、なんにもならないぞ」


　嵩はぐいと手の甲で眼をこすると、柴田の顔を見た。


「熱が下がらなきゃ、また入院だ。最初から検査をやり直せばまた金がかかる。それくらい解るだろう」


「このまんま、もう入院しない！」


　嵩は叫んだ。


「どんどん悪くなったらどうする。それにここで寝ているだけならおんなじだぞ、迷惑かけるのは」


　柴田の言っていることは正しい。それくらい解っている。出前も出来ずにタダメシを食うわけにはいかない。何故、こいつの言うことを素直に聞けないんだろう……。


　嵩は唇を噛んだ。


（こいつの顔のせいだッ、まるで女みてーに綺麗で、俺より若く見えるのに、それで俺に命令するから……それでムカつくんだッ）


　黙って俯く嵩に、柴田はやはり怖がっているのだと誤解した。


「とにかく、その……切ったあとの機能は保証する。怖がらないでくれ」


「あんたに保証してもらったって、しょーがねーよッ」


「そういや、そうだな」


　柴田は嵩をみつめ、にっこり笑う。とたんに嵩の動悸が早くなった。


　柴田はふっと目をそらすと、部屋の中を見回した。押し入れのふすまには、ジェームス・ディーンと小泉今日子の大きなポスターが貼ってある。


「ジェームス・ディーンは不良少年の神様だもんな……」


　ぽつりと柴田が言う。『エデンの東』は柴田もビデオで何度も見た。あの弟に自分を重ね合わせて。


　柴田には母親の違う兄がいた……父親は柴田を疎んじ、兄だけをかわいがっていた……。


　医大に合格し、家を出ると告げた時、父親はせいせいしたという口調で、「金は出してやる。ありがたく思え」と言ったのだ。


　その時あらためて感じた心の痛みを柴田は思い出す。


（俺は親父が嫌いだったんだろうか……）


　もしかしたら、愛して欲しかったのではないか。


　本当に憎んでいたならば、そう言われても傷つかなかったはずだ……。


　小泉今日子のポスターに急いで眼をやる。普段からＴＶを見ない柴田であるが、朝比奈にもらってからは江森が見るのにつきあっていて、さすがに小泉今日子は知っていた。プッと吹き出して、


「小泉今日子じゃ、オバサン過ぎるだろう？　お前には。あまちゃんのほうじゃないのか？」


「初めての女がよォ、結構な年上でサ……」


　嵩は湯飲みをわし掴みにして、一口飲んだ。


「めちゃキョンキョンに似てた……兄ィの女でな……ケッ」


「好きだったのか？」


「ああもう、夢中よ。すんげぇ優しくてよう」


　ぐいと茶を飲み干す。


「俺よ……十六ン時、家をサ、おん出たんだ……」


「え……」


　柴田は嵩の言葉にびくりと肩を震わせ、じっと顔を見詰めた。嵩は湯飲みを組んだ足の上で玩びながら、ポツリポツリと言葉を繋ぐ。


「親父は酒を飲むと、しょっちゅう俺を殴った……外に女もいてサ……よくその女が、俺ンちに金を貰いに来たよ」


　苦しそうな嵩の声に、柴田の胸も苦しくなる。


　柴田の父親も女出入りが多かった。直接、愛人が家にやってくることはなかったが、母親は苦しんでいた。


　暗い雰囲気を振り払うように、明るく「お前、そんなでかいのに、殴られてたのか？」と、声をかける。


　すると嵩は、ふっと顔を上げ、微かに笑った。


「ああ、俺、もー中学ン時から親父よりでかかったけどヨ……俺がはむかうと、親父はすげー怒って、暴れたんだ……そうすっと、お袋と妹が怖がって泣くからサ、俺、黙って殴られてた」


「……加瀬君」


　もう柴田はそれ以上言葉が出なかった。見た目は強面のこの男は、優しい心を大きな身体の奥に隠しているのだった。


「そのうち、素面ン時も殴るようになってサ……俺が親父の顔を見ただけで……反抗的な顔してるッて、ゆーんだ……だから、俺……」


（同じだ、俺と……）


　柴田は膝の上で拳を握り締める。


　母親が耐えられなくなって家を出たあと、父親の顔を見るたびに「目付きが気に入らない」と、柴田は言われた。それは柴田が母親に生き写しだったせいなのだが、幼かった柴田に解るはずもなかった。


　さすがに殴られることはなかったが、


「暗い奴だ」


「そんなことではまともな男になれないぞ」


　そういった冷たい言葉の暴力にやがて柴田はおどおどと眼を伏せ、人の顔をまっすぐに見られないようになっていった……。


「初めて優しくしてくれたんだ、兄ィと、そっから、アネゴがサ」


　嵩は湯飲みをちゃぶ台に置くと、視線を遠くに彷徨わせる。


（相沢もそうだった……）


　柴田が五年生の時、母親は幼なじみだった柴田の担任の教師と駆け落ちした。学校ではそのことでいじめに会い、家では自分の子供ではないと父親に言われた。相沢だけが柴田に優しかった……。


「それじゃあ、好きになるのも当然だな」


「ったりめーよ！」


　嵩は柴田を睨む。


「年増とか、かんけーねーよ！　アレ、入れたのもな、そいつ喜ばせよーと思ったから……」


「嵩君、変なもの入れてなくても、女の人は喜ばせられるぞ？」


「るせーなッ！　またその話かよッ」


　嵩はキッと睨んだ。


「お前はまだ子供なんだし、もうまっとうな仕事に就いているんだから、却ってそんなもんがあると、後ろ指を指されるぞ？　ナースたちも噂してたろ？　堅気の恋人が出来たとき困るぞ？」


　柴田は躙り寄って、項垂れている嵩の肩に両手をかけた。


「俺と一緒に病院に帰ろう、な？」


　柴田の息遣いが耳元で聞こえる。切れ長の目も細い眉も、形のいい唇もすぐ手の届くところにあった。カァッと血が頭に上った。両手首を掴むと、横に捩る。湯飲みに肘があたって、茶部台から転げ落ちた。


「アウッ」


　さらに足で腰を払い、膝で蹴りを入れると畳に押し倒し、両手首を掴んだまま伸しかかった。


「な、何をするッ」


「一回、入れさせてくれよ……そしたらいいぜ……手術しても」


　情欲で声が掠れている。


「使い納めって奴さ……先生……いいだろ、あんた、なまじの女より綺麗だぜ」


　柴田の両腕を頭のほうへ挙げ、片手でまとめると、空いた手をシャツの前立てにかけ、ぐいと広げる。ボタンが数個、ちぎれて飛んだ。ワイシャツの奥に手を差し入れ、下腹をぴったりと柴田の腰に重ねた。


「ア……ウッ」


　柴田は嵩の熱い股間を密着され、動くことが出来ない。ジーンズの堅い布ごしに、男の欲望が脈打つのが分かった。江森とはまるで違う体臭に強烈なオスを感じて、背筋がぞっとした。


（落ち着け、馬鹿ッ）


　殴り返しても良かったが、患者には絶対手を出さない主義である。柴田は嵩の瞳から視線をそらさず、落ち着いた低い声で言った。


「やりたきゃ、やれ。そのかわり手術はちゃんと受けろよ」


　まるで歯向かわない柴田に、嵩は少し拍子抜けしたようだった。


「なんで抵抗しないんだよ？　いーのかよッ、俺に犯られちゃってもッ」


「いいわけ、ないだろ！　けど、お前が手術を拒否するよりましだ。このままお前がどんどん悪くなるのは見たくない」


　嵩の目が細くなった。


「俺のこと、そんなに心配してんのか」


「当たり前だろ、お前は俺の患者だからな」


　嵩の手から力が抜けた。


「俺、あんたの患者か……」


　そおれでもまだ上からどかず、剥き出しになった柴田の胸を撫でる。暫く名残り惜しそうに撫でていたが、ぴったり付けられていた股間から欲望の波が引いていくのが感じられた。


「やめた」


　ぽつりと言うと、嵩は起き上がって壁のほうを向き、あぐらをかいた。


　柴田は内心ホッとしながらも冷静な態度を崩さず、上半身を起こした。ネクタイを絞め直すと、ボタンが飛んだシャツを隠すため、ブレザーの前を留める。そして立ち上がると、「行こう」と嵩を促した。








　タクシーで病院に戻ると、正面玄関の車寄せで降りた。


　嵩は気後れして、ボストンバッグを持ったまま、足が止まっている。


「師長さん、お、怒んねーかな……」


　嵩が下を向いて、震える声で言うので、柴田はプッと吹き出した。


「俺がとりなしてやるヨ」


（たくもう、しょうがないな、このガキは）


　柴田は嵩の腕を取って、促す。


「ほら、早く！」


　玄関から待合室に入った途端、柴田の足がぴたりと止まった。


「センセ？」


　柴田の視線を辿ると、大柄な紺色のダブルのスーツを着た男が、ロビーの片隅から怪訝そうにこちらを見ている。明るい色の髪に、くりっとした少年のような瞳、俳優のような甘い顔立ちだ。


「……早く！」


　柴田はプイと顔を背けると、嵩の手を引いてエレベーターへ向かう。


（誰だろ？　知ってる人かな？）


　嵩が振り返ると、男はこちらを怖い顔をして睨んでいる。


（嫌いな人なのかな……）


　柴田のそっけない態度と顔を背けた様子から、そう思った。











　　　　　　６






　金曜の朝、嵩は不眠のために赤くなった眼を瞬かせながら、ベッドに腰をかけ、呼び出しを待っていた。全身麻酔ではないので朝食は出たが、ほとんど手をつけられなかった。


　ふと気付くと、拳を握り締めている。開いてみるとじっとりと掌が汗ばんでいた。


「加瀬さーん、時間ですよオ」


　ひどくお気楽な声でナースが呼びにきた。


「あれ？　歩いて行くの？」


　ストレッチャーか車椅子を期待していた嵩は拍子抜けした。


「帰りは、ちゃんと運んであげます！」


　一階に降り、第２外科の外来へ向かう。外来の診察室の隣に、いくつも処置室がが並んでいる。小さな傷の縫合などの小手術はここでやるのだ。嵩が前まで来ると、閉められたカーテンの陰から、野太い「イテーヨォ」という声がする。続いて、医師のものらしい声。


「少し、我慢しろ！　男だろ！」


「ヒィーッ」


　情けない男の悲鳴が響き渡り、嵩は足が竦んだ。今にも泣き出しそうな嵩の顔に、付き添いのナースは必死で笑いを堪える。


「大丈夫ですよ、加瀬さん、柴田センセはやさしーから」


　閉まっているカーテンの一つを押し広げて、二人は中へ入った。十帖程の小部屋になっていて、隣との仕切りはアコーディオンカーテンである。部屋の奥は両隣とつながっていて、手術機器や薬品の入った戸棚が並んでいる。一ヶ所に手洗い場があり、そこで柴田がブラシで手をこすっていた。オペ着は着ていたが、半袖のもので、マスクもディスポーザブルの紙製だ。


「来たか」と二人を振り向く。


「ここでやんのか？」


　嵩はキョロキョロとあたりを見回す。


「ああ」


「ふーん……俺さー、なんかよー、こー、ほら、車のついたベットに乗せられてさ」


「ストレッチャーのことか？」


「何人もナースが脇についてよ、ガーッとか廊下走ってよォ、んで、手術室とか行くとさ、マスクつけて、目ェしか出してない柴田センセがさァ、こー手ェ高く挙げて入ってくんのかと思った」


　柴田はプッと吹き出す。


（やっぱ、あれだな……なんか、誤解されてるな）


　ついせんだって、朝比奈繁樹が「医者もの」のＤＶＤを大量に送りつけてきた。それを見ていると、俳優扮する外科医が手術室に入るさい、なぜ必ず手を高く挙げるのか疑問に思ったものだ。


　江森に言わせると「リアリズムを追求するとかっこ悪い」からだそうだ。


　それでも一応誤解を解くことにする。


「あのなー、外科医は手なんか挙げて入ったりしないぞ。どっかに触って不潔にならないように、胸んとこにつけてんだよ」


「へーえ」


　普段は寡黙な嵩が柴田相手だとよく喋るので、付き添ってきたナースはおやおやと驚いていた。無愛想な柴田の方も結構相手をしているではないか。


（なんだかまあ、犬コロみたいに懐いちゃって……結構かわいいとこあるじゃないの。柴田センセも小学生が子犬をかまってるみたいねぇ。この二人、気が合うのね）


　そう言えば菅沼ナース長もそんなことを言っていたっけ。


（さすが、ナース長さんだわ！）






　用意が整い、嵩は処置ベッドに乗せられた。横たわって上を向くと、無影灯が頭上にあり、いかにも手術という雰囲気はする。


「点滴にソセゴン入れてやってくれないか」


　柴田はナースに指示した。


「すごい痛がりだそうだから」


「イテテテ」


　点滴の注射針を刺された時も、嵩が大声を出したので、外来のナース長が呆れたという顔をした。まもなく身体がフワーッとして来る。


「どうだ、なまじのシャブより効くだろう」


「う……うん」


　柴田は手袋をはめながら、嵩の顔を覗きこんでにっこりと笑った。


「センセ、手ェ握ってくれよーォ」


　なんだか気持ちが良くなって、ハイになってきた。


「馬鹿、せっかく洗って清潔にしたんだ、ンなこと出来るか！　ナースにでも握ってもらえ！」


「やだ、センセがいいよーォ、俺、センセのことが好きなんだよーォ」


「ほんと、たちの悪いガキだな」


　ナースたちは必死で笑いをこらえている。


　嵩は人ごとのようにヘラヘラしながら、夢うつつで話を聞いていた。そのうち手術が始まったらしい。局所麻酔のおかげで痛みは感じないが、触られているのは分かる。カチャカチャと機械の触れ合う音、しばらくしてチャリンチャリンと膿盆に何かを落とす音がした。


「……なんだ、コリャ」


「さあ何でしょうねェ、私も長年、勤めてますけど、こんなの初めてですわ」


　介助についている外来ナース長の声。


「お前、何、入れたんだよ？」


　鎮痛剤の影響でトロンとした眼を瞬かせ、気持ち良さそうにニコニコしている嵩に、柴田は尋ねる。


「……歯ブラシの柄」


　全員、絶句した。


「兄ィがムショに入ってっとき、歯ブラシの柄ェ削って、玉にして入れたんだよォー、俺もそれ、真似したんだ」


「度しがたいアホだな……」


　結局全部で十五個ほど、直径５ミリぐらいの玉を摘出した。


「だいたいこんなに入れてて、よく重くなかったな」


　縫合しながら柴田が呆れて言った。


「真珠なら重いでしょうけど、歯ブラシじゃーねェ」


　ナース長も首を振り振り言う。


「まったく若い子の考えることは……」








　その晩はかなり痛かったが、痛み止めを処方されたので何とか眠れた。


　次の朝には、だいぶ痛みも和らぎ、嵩はすっかり食欲を取り戻す。朝飯をたいらげ、足りないと文句を言うと、ナースがお菓子を分けてくれた。柴田への懐きようはナースステーションで話題になっており、嵩の評判は急上昇で、オリコン初登場第一位といったところなのである。


　昼近くなって、柴田がナースを連れてやってきた。


「包交だ」


「え？」


「傷ンとこ、消毒して包帯交換するから」


　まっ昼間から恥ずかしかったが、パンツを下げた。


　柴田が「手袋」と言うと、介助のナースは押して来たキャスター付きの消毒薬やピンセットなどが乗っている台車の引き出しを開けて、「あ、センセ、７じゃ大きいんでしたっけ」と尋ねる。


「ああ、６半」


「やーん、そんな小さいの、入れてなーい、今取ってきまーす」


「これからしばらく来るから、用意しといてくれよ」


「ハーイ」


　バタバタとナースステーションへ、手袋を取りに走っていった。


「センセ、手エ小さいのか」


　嵩は柴田の手を見ようと首を伸ばす。


「ああ、お前は大きいな、見してみろよ」


　ふいに柴田が手を伸ばして嵩の手に重ね合わせた。嵩は柔らかい柴田の手の感触にドギマギして、「ホント、小せえの」と乱暴に言って手を引っ込めた。


「でも、小さい方が、細かく縫うとかしやすいんだろ？」


　柴田はプッと吹き出す。


「針と糸で雑巾、縫うんじゃないんだ。あのなー、縫う時はな、釣り針みたいな針でな、ヤットコみたいな機械で針を持つから、あんまし手の大きさは関係ないんだよ」


「ふーん……」


「お前こそ、こんなでかい手でよく、寿司なんか握れるな」


　今度は嵩が笑い出す。


「バーカ、握り飯、握んじゃねーんだ。寿司は指で握んだよ。なんも知んねーんだな、医者って」


　得意そうな顔で言う嵩は、ギョロリとした大きな眼にあどけなさがただよい、元ヤクザといった雰囲気は微塵もなく、素直で真面目な青年に見えた。


（優しくていい子なんだよな……ホントは……）


　男のイチモツに変なモノを入れたのは、一時の気の迷いだったのだ。熱の原因と関係なく、入れたモノを取ってやって良かったと、柴田は思った。


「そうだな……お前の言う通りだ。医者は何も知らないな」


　柴田は切れ長の目をさらに細めて、嬉しそうににっこりする。


（アレ……）


　嵩は柴田の笑顔を見ていると、胸が苦しくなってくるのに気付いた。


（なんでだよ、俺）


　慌てて嵩は鮨を握る真似をしてみせる。


「な、こーやって指二本でな。ちょーど鮨の幅だろ？　ま、俺の指は太くって、ちょっと幅からはみ出ちまうんだけどな」


　アレと同じで太い、とは付け加えなかった。


　すると柴田が「ふーん」と顔を寄せたので、嵩はどきりとした。


「そうだな、２ＱＦＢだ、なるほど」


「は？　なんだ？」


「あのな、二横指おうしって意味だ」


「におうし？　なんの匂いだよ？」


　きょとんとする嵩に柴田は説明にかかる。自分も指を二本出して、嵩の指に並べた。


「指を横に並べて二本分の大きさ、って意味だ。例えば肝臓が腫れて大きくなると、脇腹に触れるようになる。そんなときに、『２ＱＦＢ触知』ってカルテに書くんだ。ほら、初めて君を診察したときも肝臓が腫れていない、とか言っただろう？」


　そう言われれば、と嵩は思い出す。どちらかというと、あのときは柴田の指の感触しか印象にないのだが。


　目の前にあるその指は細く、嵩は首を傾げた。


「けどよ、俺の指とセンセのは全然太さが違うぜ？」


「ああ、だから最近は何センチ、って書くことが多いんだよ」


　嵩はじっと柴田の指を見詰める。自分の指に触れている柴田の指は本当に細くてすんなりと美しい。ずっと見詰めていたかったが、残念なことに「手袋」が届いてしまい、嵩はしぶしぶと枕に頭を付ける。その瞬間、パンツを下げっぱなしだったことに気づいた。


　消毒液が傷口を洗ったときには少し痛かったが、自分のモノを支えている指が柴田のものだと思うと我慢ができる、と嵩は思った。


「まだ腫れているけど、もう出血もなくて大丈夫だ。順調だよ」


　柴田の声に嵩は瞼を開ける。


「明日も来るから」


「日曜だぜ」


「お前が心配だからな」


　でもそれは、患者として心配しているからで、嵩だから特別だというのではきっと、無いのだ。


（お前は俺の患者だ）


　嵩の部屋で、そう言っていたではないか。


　去っていく柴田の背中を見ていると、急激に胸が痛くなってくる。覚えた胸の痛みに嵩は動揺した。柴田が特別に心配する人はいるのだろうか。もう結構な年なのだから、恋人がいないわけがない。あんなに綺麗だし、それに加えてエリートだ。嵩と違って女にもて放題に決まっている。


（あれ……）


　また胸が苦しくなって、嵩は俯せになり、枕に顔を埋めた。


（なんでだよ……）








　翌日曜は朝から爽やかな快晴だった。日差しは強いものの、さすがにもう盛夏のような蒸し暑さはない。


　昼近くになって、柴田は病院へ行くため、クローゼットから服を選び始めた。


（ちょっと秋っぽいのにしようかな）


　そう考えてタイを選んでいると、リビングで新聞を読んでいた江森が、「病院、行くの？」と声をかけた。


「ん……ちょっと、術後の患者の様子を見に行く」


　江森は新聞を置くと、「じゃーそのあと、買い物でも行こうか？」と誘う。


「秋ものの服とか、見に行かない？」


「……そうだな」


　柴田はグレーギンガムのシャツに合わせて、ちょっと渋めのギブス＆ホークスのモスグリーンにオレンジのストライプタイを、鏡の前で付けてみた。江森は近寄って、結ぶのを手伝ってやる。


「すぐ、済むと思うから……」


「じゃーさ、一時間後に、病院に迎えに行くよ」


「……ん」


　結び終わると、江森は柴田の腰に腕を廻し、引き寄せる。


「でさ、夕ご飯、早目に食べてさ、帰ってからうんとしたいな」


「バ……バカッ」


　柴田は顔を赤くした。


「きっ、昨日もしたじゃねーかッ」


「一回じゃないの！」


　江森は不満そうな声を出す。


　月曜・火曜と連日、柴田を責めてしまったので、そのあと暫く江森は我慢した。昨夜は久しぶりに身体を重ねたが、柴田はこのところ忙しかったためか、一回達ったあと、疲れ果てて眠り込んでしまったのだ。


「今日は三回、したいよ！」


　顎をそっと持ち上げて、唇を重ねた。


「……俺、死んじゃうよ」


　深い口づけを交わすと、柴田はちょっと困ったという顔で言った。


「だいじょぶ、浩司さんは一回で許したげる！　僕が三回、ね？」


「……たくもう」








　柴田が嵩の病室にナースを伴って訪れると、嵩は昼飯を全部平らげ、元気にしていた。


「オハヨ、センセ！」


　柴田の顔を見た途端、嬉しさが込み上げ、大声を出す。


　傷口からはもう出血も無く、順調な回復ぶりに柴田はにっこりした。


「もしまた痛くなったら、当直の先生に痛み止めを処方してもらえよ」


　柴田は包帯を巻終わると、手袋を脱ぎながら嵩を見つめて言う。


「俺はこれで帰るから」


「帰っちゃうのか……」


　嵩は下を向いて小さく言った。


「明日、また来るからな」


　病室を出て行く柴田の背中にまた嵩は胸の痛みを覚え、ガバッとベッドから跳ね起きた。


「俺、下まで送ってく！」


　急いでスリッパに足を突っ込むと、追いついて柴田の腕をとった。


「な？　いいだろ？」


「……そりゃかまわないけど」


　一階のロビーまで来ると、柴田は立ち止まって、嵩を見上げた。


「お前……家に連絡、してんのか？」


「え？」


「……お袋さんにだ」


「ああ」


　嵩は掴んでいた手を離し、微かに笑って、横を向いた。


「ん、去年、一回、したよ。お袋は再婚しててさ、妹のヤローも高校行ってたぜ。生意気にケータイも持ってやんのよ」


　妹は嵩に携帯の番号を教えてくれた。「困ったときにはかけてきていいよ」と言って。


「まだかけてねーけどよ」


「そうか」


　嵩は照れ臭そうにスリッパで床を蹴る。


「じっちゃんとばっちゃんにも、言われたしな。ちゃんとやってるって、言ってある」


　柴田は安堵の溜め息を漏らす。


「なら、いいんだ」


　嵩を見つめながらも、ふと、どこか遠くを見ているような目になった。


「お前のこと、言えないんだ、俺……俺もずっと家に帰ってないからな」


「え？」


　嵩は驚いてまた柴田の顔を見る。


「お袋と妹は……安心させてやれよ……」


　小さな声で続けた。


「俺は……したくても出来ないよ……」


　寂しそうな声に嵩は胸が一杯になる。


「センセ……」


　肩に手をかけ、ぐいと引き寄せた。何か、寂しい辛いことがこの人にもあるのだということが、嵩にも解った。金持ちのボンボンで、苦労を知らない人だと思っていたのに……頭が良くて、頼りになる偉い医者だと思っていた。それが今、胸の中にいる柴田は、なんだか自分が守ってやらねばならないような小さな存在だった。


「センセ、だいじょぶか？」


　嵩は柴田の顔を覗き込む。


「……あ、ああ」


　柴田は我に返った様子で、微笑んだ。


「じゃあな、また明日な」


「うん、センセ、さよなら」


　エレベーターへ歩きだした嵩に背を向け、玄関の方へ目をやった柴田は、すぐそばに江森が怒りをあらわにして立っているのに気づいた。


「……五月？」


　たった今の抱擁を見られていたのだ。


　江森は足音も荒く近づくと、ぐいと柴田の手首を掴む。


「バ……バカッ、離れろッ」


　柴田は真っ赤になって手を振りほどこうとした。


　日曜日なのでロビーに人影は少ないが、人前でいちゃいちゃできないたちなのだ。江森はそれを邪険な素振りと受け取って、ますます怒りの色を顔に浮かべる。


「なんだよ、浩司さん！　あの男となら抱き合うってわけ？」


「え？」


　トロい柴田は嵩に抱かれたという自覚もない。


「なに、言ってんだよ、お前、とにかく外へ出よう、人に見られる！」


　冷たい言葉に江森はカッとなると、乱暴に柴田を引きずり、玄関へと歩みを進めた。


　エレベーターに乗り込んだ嵩は、扉に向き直った瞬間、柴田が大柄な男に引きずられて行くのを目にした。相手はオレンジ色のポロシャツにブラウンのチノパンといった、ラフな服装のチンピラだが、見覚えのある顔だ。


（あいつ……）


　タクシーで病院に戻って来たとき、出会って柴田が顔を背けた男だった。あの時はお堅いスーツ姿だったが、間違いなく同じ奴だ。


　嫌いな男にいやがらせを受けているに違いない！


「センセッ」


　閉まる寸前の扉を手で押し開くと、二人の後を追って飛び出した。





　江森は玄関から出ると、駐車場の方へと歩みを進める。柴田を建物の陰に引きずって行くと、壁に背中を押し付け、睨んだ。


「あの男、誰なの？」


「誰って……患者さんに決まってるじゃないか。俺の受け持ち患者だよ」


　柴田は江森の剣幕に押され気味だ。


（？　？　なんで怒ってるんだ？）


「わざわざ日曜日に会いにくなんて、よっぽど心配なんだ！」


　怒りを含んだ声に、やっと柴田はまた江森が嫉妬しているのだと悟る。


「患者だから、心配してただけだ」


　柴田は呆れ声を出した。


「金曜日に手術したばっかりだから、傷口の様子を見ただけだよ」


「フーン、で、どうだったの？」


「大丈夫だったよ」


　江森は人目もかまわず、柴田の顎を捕らえ、自分の顔を近づけた。さっき柴田を抱いた大柄な男は、目付きは鋭いがなかなかの男前だった。見たことがあると思ったら、先週の水曜日、江森がロビーにいた時、タクシーで柴田と病院に乗り付けた男と同一人物だった。単なる担当患者なら、なぜ昼間タクシーなんかに二人で乗っていたのだろう……言い知れぬ不安が込み上げる。


　タクシーから降りる二人を目撃した夜、本当は柴田に事の次第を問いただしたかった。それではあまりにも嫉妬深いと嫌われそうな気がして、必死で耐えたのだ。


（まさか、二人でラブホテルにでも、行ってたんじゃないだろうか）


　勤務中にそんなことがある筈もないのだ。


　だが江森自身がもし機会があれば、勤務中でもラブホテルに行きたいと思っているので、嫉妬妄想が広がるのである。


（だいたい、朝比奈のときだって、浩司さんはわざわざ日曜日にあいつにつきあったんだ）


そのあげくに朝比奈は柴田が自分を好いていると勘違いして、狼藉に及んだのだ。たとえ柴田が心配から日曜日に診察しただけだとしても、また患者のほうで勘違いするかも知れない……。

（この人ってほんとに……）

　急に柴田が自分のものであるという確証が欲しくなる。


「浩司さん、キスしよう」


「ええッ」


　顎にかかった手に力がこもる。


「やめろッ、こんなとこでッ」


「いいでしょ、愛し合ってんだからッ」


「だめだッ、馬鹿ッ」


　必死で胸を手で突っ張るが、大柄な江森には太刀打ちが出来ない。胸の中でジタバタと暴れていると、


「柴田先生になにをする！」


　大声が聞こえ、江森の身体がふいに離れた。急に開けた視野に、嵩がこぶしを握り締めてこちらを睨んでいる。


「加瀬くん！」


「こいつッ、先生から離れろ！」


「何ィ？」


　振り向いた途端、江森の顎に嵩の拳が炸裂した。


「ワァッ、やめろッ、加瀬くんッ」


　江森はタタラを踏んで堪えると、「よくもやったなッ」と叫び、嵩に飛びかかった。


「いけない、加瀬くんッ」


　嵩の腕に柴田がかじりついて、江森から引きはがした瞬間、膝蹴りが嵩の股間に決まった。


「いってーッ」


　嵩は身体を二つに折り曲げ、地面に崩折れる。


「加瀬くんッ、大丈夫かッ」


　柴田は顔色を変え、嵩を抱き起こした。二日前縫合したばかりなのだ、もしまた傷が開いたら……江森を力いっぱい、睨みつけた。


「やめろッ、五月ッ」


　嵩の上に覆いかぶさり、全身で嵩を庇う柴田の姿に、江森は動揺した。先に手出しをしたのは向こうなのだ、それを……。


「浩司さん！」


　声をかけるが、柴田は「加瀬くん、しっかりしろ！」と、聞く耳も持たず、嵩を気遣う。そして江森を厳しい眼で見上げた。


「家に帰っててくれ！　俺、傷を調べてくる、再縫合の必要があるかもしれないから！」


　言い放つと、嵩に肩を貸してやり、かかえ起こした。呆然とする江森に目もくれず、病院の玄関へ向かう。


（ウソ……だろ）


　江森は拳を握り締めたまま立ち尽くした。


　確かに相手は入院患者なのだ、どんな理由にせよ、手を出したのはまずかったかもしれない。が……。


「イテテテ……」


　今頃になって、顎が痛みはじめ、江森は顔をしかめ、手で摩る。なまじの力ではなかった。自分は頑丈だから良かったが、とてもあれが入院患者とは思えない。


「どこが悪いんだよ、あいつ……すっごく元気じゃないか！」


　それより何よりも、あの男の柴田を見る目付きは……。


（あいつ……）


　なにやら嵐の予感がした。








　病棟に上がると、柴田はウンウン呻く嵩をナースステーションに連れ込んだ。


「まあ、どうされたんです！」


　菅沼ナース長が驚いて、つぶれかけながらも必死ででかい嵩を支えている柴田に手を貸す。ナース長も小柄なので、華奢な柴田と二人で大男を抱えている様はなんとも言えぬ可笑しみがあったが、当事者は真剣である。なんとか奥の処置室に担ぎ込んだ。


　柴田は急いで嵩を処置ベッドに寝かせる。患部のガーゼを開くと、少量の出血は見られたが、傷口はそれ程開いていない。


「良かった……」


　柴田はホッとした。自分の受け持ち患者の心配をするのは無論だが、相手が江森というのも責任を感じていたのである。軟膏を患部にたっぷり塗り付けると、またガーゼでくるみ直し、「大丈夫だぞ」と嵩に声をかける。


「うん、ありがと、センセ」


「こっちこそ、とんだ迷惑をかけたな」


　嵩が手を伸ばしてくるので、柴田は応えて握り返す。


「センセ、変な奴にからまれたら、言ってよ！　俺、守ってやるぜ！」


「あ……」


　柴田は顔を赤くする。


「誰さ、あいつ。嫌いな奴なの？」


　嵩は心配そうに柴田を見詰める。あの大柄な男は柴田に暴力を振るおうとしていたように、嵩には思えた。


「ち、違うんだ……知ってる人さ、嫌いなわけじゃない」


　柴田はボソボソと口の中で言い訳をする。


「なんか、絡まれたんじゃねーのか？」


「そ、そういうわけでもない」


　菅沼ナース長が耳をダンボにしているのも分かったし、まさか痴話喧嘩ですとは言えなかった。困ったように目を伏せる柴田を、ベッドに寝たまま嵩は見上げる。胸の奥が疼いて、身体が痺れてきた。


　この人の為なら、どんなことでもしたい！　ぎゅっと握った手に、力を込める。


「センセ、俺、センセの為なら、なんでもするぜ、な？」


「うん、ありがとう」


　やりとりを背中で聞きながら、ナース長は呆れていた。


（柴田センセはね……ここだけが、妙に疎いのよね……普段はホントに、人に同情的で、よく解るのにね……）


　嵩の言葉は熱烈な愛の告白だと、聞いている誰もが思うのに……かわいそうに、柴田にだけは通じないのだった。


　嵩がどうも熱烈に柴田を好きになったらしいと知って、ナースたちはラブバトルを予感して浮き浮きした。


　恋のさや当てほど、女心をくすぐるものはない。柴田が男の恋人と同棲しているというのは、本人は内緒のつもりでも、柴田が勤務している三病棟の若いナースはほとんどが知っている。もちろん内科病棟にもちらほらとその情報は流れてきていた。職場でオコゲの気分が味わえるなんて、趣味と実益を兼ね備えていると言えよう。


「やっぱねー、柴田センセって、あの手の顔だもん、一目でわかるのよねー」


「そーそー、フェロモン垂れ流しだもんね」


「個室の患者だったら押し倒してると思わない？」


　皆、口々に勝手なことを言い合う。


　ＴＶドラマなどでは医者はやたらと女にもて、かつ手が早い、という設定が多い。現実にはさほどでもないのだが、柴田の場合はもてるというより「襲いたい医者」であると皆が結論する。


　休憩時間の茶飲み話に格好の材料で、しばらくは柴田と嵩の話題で盛り上がった。


　三病棟に柴田ファンクラブがあることを知ったナースが何人か、早速入会に走ったというオチもついたのだった。
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　柴田がマンションに戻ると、江森はリビングのソファにふて腐れたように腰を掛けていた。窓の方を向いていて、柴田が部屋に入ってもこちらを見ようともしない。広い背中で怒りを表していた。


「五月………」


　柴田が沈黙に耐え兼ねて、声を掛けると、


「浩司さん、あれ、誰なの」


　変にくぐもった声が返ってきた。


「こないだの水曜日、タクシーに一緒に乗ってた男じゃない。なんで、真昼間に患者さんとタクシーに乗ってたの？」


「あ……」


　言われるまで、思い出しもしなかった。


「ほら、相沢から頼まれた患者さんだよ……やっぱ、あの後、病院を脱走しちまって、お前に教えられた通りに言ったんだけど。でさ、あの寿司屋まで、迎えにいったんだ」


「そっか」


　江森はホッと溜め息を漏らす。柴田は頭は良いが、言い訳をする悪知恵は全くないから、それは本当に違いない。


「早くそう言ってよ」


　江森はゆっくりと振り返る。顎が赤く腫れ上がってアイスノンを押し当てている。


「ア！」


　柴田は仰天して、そばへ行った。


「だ、大丈夫か？」


「冷やせば、へーきさ」


　ブスッと言うと、江森はアイスノンをロウテーブルに置き、空いた手で柴田の手首を掴む。


「浩司さん、なんで、あいつに優しくするの？」と睨んだ。


「べ……別に」


　柴田は口ごもった。嵩の生い立ちに自分を重ね合わせ、放ってはおけないと思ったのは事実だ。だが、特別に優しくしているつもりはなかった。


「浩司さん！」


　江森はぐいと引き寄せ、柴田を自分の膝に抱き取る。そして髪に手を入れ、肩に頭を乗せた。


「僕、心配なんだよ。浩司さん、他の人に盜られちゃうんじゃないかって」


　小さな声で言う。


「バ、バカなこと、言うなよッ、なんでッ」


　大声を出す柴田を、ぎゅっと抱き締めた。


「だって、病院で僕に会うと、すぐ眼を逸らすじゃないか。あいつにはあんなに優しい顔をするのに」


「もうッ、お前ッ、言ってることが全然、理屈になってねーよッ」


　柴田は呆れながらも、ちょっと江森にいつも冷たくしていることを反省した。


「……俺……人前で、イチャイチャできねーもん」


　江森の頬を両手で挟み、まっすぐ眼を見詰めて言う。


「ごめんな……でも、もしおまえがいやな思い、してたなら、悪かった……」


「そーじゃなくてッ」


　江森は迷いながらも、言葉を継いだ。


「みんなにも冷たいなら、僕、我慢する！　でも、あいつにはずいぶんと優しいんだもの」


　柴田は溜め息をつくと、自分から江森の胸に顔を埋める。暫くそうしていたが、やがてポツポツと話し始めた。


「あいつ……さ……俺に似てるんだもの……」


「相沢センセが言ってた？　性格がってこと？」


「ううん」


　江森のポロシャツの襟をいじりながら、柴田は続けた。


「あの子、さ……親父にずっと殴られてたって……それで、家出したって」


「えーっ、そんな！」


　嵩がそんな子供時代だったのも驚きだったが、江森はじっと柴田の顔を覗き込んだ。


　柴田が父親に厭われていたことは知っていた。全てを話してくれた訳ではなかったし、あまり自分からその話題に触れることはなかった。江森は無理に聞き出すことはせず、何かの折りにポロポロとこぼれてくる事実を繋ぎ合わせ、おおよそのことを推定していたのだ。


　そしてこの夏、二人で柴田の祖母の墓参りに故郷を訪れた際、江森の想像を遥かに越えた寂しい少年時代だったことが判明した……。


「俺は殴られなかったけど……さ……でも……」


　耳をそばだてないと聞き取れない程の小さな声に、江森は胸が苦しくなって、ぎゅっと抱き締める。


　柴田は江森の胸に頬をつけ、暫く暖かい体温を味わっていた。それから言葉を繋ぐ。


「でも、思ったんだ……俺、すっごくラッキーだったって」


「え？」


　辛かったという言葉が出るのかと予想していた江森はまるで正反対の言葉に驚いた。そっと柴田の顔を自分に向ける。


「それ、なんで？」


　すると柴田は恥ずかしそうに頬を染め、


「だって……俺には相沢がいたし、相沢がいなくなってからは、お前が……いっつも一緒にいてくれたもの。それがあの子にはいなかったんだろうって思ったら……」


　胸の中から、うっとりと江森を見上げる。


「だから優しくしてあげようと思ったんだ……けど、良く考えてみたらさ、あいつは偉いよな」


　また少し、柴田は暗い声になった。


「あいつは一人で頑張ってる」


　ぎゅっと胸に、顔を押し付ける。


「浩司さんだって、頑張ってるじゃないの」


「ううん！」


　柴田は強く首を横に振る。そしてまた、江森を見上げた。


「俺、一人だったら、きっと……どーなってたか、わかんないよ……お前がいてくれるから、俺……」


「浩司さん……」


　思いがけない愛情の吐露に、ちょっと江森はドギマギしてしまう。嫉妬して柴田を責める自分が、なんとなくせこい男のように感じられ、恥ずかしくなってきた。ふと、気づいて、急に悪いことをしたという気になる。


「あいつのアソコ、大丈夫だった？」


　狙ったわけではなかった……が、縫合したばかりの所を蹴ってしまたのだと、今、思い当たった。


「うん、だいじょぶだった、ちょっと、出血してたけど」


「良かったー！」


　柴田は、にこにこ笑う江森の顎を指でそっと触れる。


「お前も……ごめんな……俺のせいで」


「僕、頑丈だから、ぜんぜん、ヘーキだよ！」


　明るい声で答える江森を見詰めていると、暖かいものが全身に流れ込んでくるようだった。


（これが……いつも俺を……救ってくれる）


　相沢を失って絶望している時、江森はそばで優しく自分を見守っていた。セックスに気後れして身体を重ねることを拒んでいた時期も、江森は決して無理強いせず、我慢して、柴田の気持ちがはっきりするまで待っていてくれたのだ。


　初めて身体を許した男だから愛しているのではない……かたくなだった自分の心を、大きな愛で開いてくれた男だから愛しているのだ。柴田は自分から江森にぎゅっとしがみつく。そして、


「……抱いてくれ……今すぐ」


　小さな声で言った。


「浩司さん？」


　内気な柴田が自分から要求することはあまりない。大胆な誘いに江森は驚いたが、すぐさま抱き上げるとベッドへ運ぶ。気が変わらないうちにと、急いで衣服を取り去り全裸になると、後ろから愛撫し始めた。


　柴田が江森を熱烈に愛しているのは解っている。が、まだ、嵩の一件は安心した訳ではない。あの男の柴田を見る目付きには、どうしても納得のいかないものがあった。肩から背中へ舌を這わせ、片手で下腹を探ってみると、柴田のモノは固くなり、脈打っている。もう片方の手で胸の突起を摩ると、すぐにプクリと膨らんできた。


「……ンッ」


　つまんで捻ると、柴田の身体がぴくりと踊る。


　水泳で鍛えた柴田の背中はまるで彫像のように美しい。可愛らしい突起に飾られた平たい胸も好きだが、筋肉の躍動する背も江森は好きなのだ。肩甲骨の縁から盛り上がった肩先へと軽く歯を立てながら、忙しく両手を動かした。


　胸の突起をいじりながら、耳元で「もうあんまりあいつには、優しくしないでよ」と言ってやる。


「ンッ……ま、またッ、その……話かァ？」


　柴田は快感をかみ殺しながら、呆れ顔で振り返る。


「だってあいつ、絶対浩司さんのこと、好きだよッ、あの眼で分かんない？」


「お前なー、あいつはノンケだよ？」


　既にレイプされかかったことは忘れている。ここがトロい所で、単なる我がままなガキの反抗と認識していた。


「主治医だから、俺のこと、頼ってるだけだってば」


　息を乱しながら言う。下腹の張ったモノをていねいに指で扱きながら、またこれだ、と江森は思う。柴田は本当にこちら方面には疎いのだ。


「僕だって浩司さんに出会う前は、ノンケだったじゃないか。ノンケだからって安心出来ないよ」


　江森は自分のモノを後ろに押し当てると、耳元で囁いた。


「絶対、駄目だよ、僕以外のは」


「ウ……まだッ」


　圧倒的に太いモノが、門をこじ開けようとするので、柴田は苦しそうに腰を捩る。


「だいじょぶだよ……力、抜いて？」


　前をいじってやると、筋の緊張が抜けるのがわかる。一気に押し込んだ。


「ウ……ンンッ、ア……」


　根元まで入れると、江森は柴田の片方の太ももの下に腕を差し込んで、抱え上げる。


「ア……アッ」


　ついで自分の胸の中に横抱きにした。


「ウ……ウウッ」


　初めての体位に馴染めず、柴田はしばらく呻いていたが、次第に落ち着いてくる。


「痛い？」


「……んっ……へ、へーき」


　小さく頷くので、江森は肩をしっかり抱き、もう片方の手を太ももの下から伸ばすと前のモノを握る。そして、あやすように柴田を揺すり始めた。


「どう？　いいでしょ？」


　横抱きにされた状態で侵入して来たモノは、いつになく複雑に抉るような動きを見せる。


「アアンン……ッ」


　片足を胸に付くほどまで抱え上げると、江森は先端で入り口のあたりをこね回す。


「ウウッ……アア……」


　今まで感じたことのないような、強烈な刺激があの部分に与えられ、柴田は身を捩った。が、窮屈な姿勢で抱えられているので逃げられない。


「アアンンンンッ、ンンンッ」


　身体の中身が蕩けてアソコから流れ出してしまいそうだ……快感のやり場がなく、見悶えて涙を流す。


「アアアアッ、いいッ、さ……五月ッ」


　柴田の眼はもうトロンとしていて、快楽を味わうのに精一杯だ。オクテの柴田にはかなりやり過ぎなのだが、今日は徹底的に責めるつもりでいる。


（僕以外の男に、あんな優しい眼をするなんてッ）　


　ぐいと腰を回して、柔らかい粘膜を抉ってやる。


「ンンンッ」


　深く侵入して、下腹に力を込めると、内部で自分のモノがビクビクと踊る。


「アアアアアッ」


　悲鳴が胸の中で上がる。


「いいでしょ、僕の」


　またぐいと腰を回す。


「アアッ、もう……ッ」


　のけ反って柴田が喘ぐ。


「もう、僕のじゃないと感じないでしょ？」


「バ、バカッ」


　柴田は真っ赤になって江森を見上げた。


「言ってよ！」


　わざと腰を引いてやる。


「ア……やだッ、もっとッ」


　柴田は必死で首にしがみつき、江森のモノをねだる。


「言って、僕のじゃないと、駄目って！」


「アアアッ、お前のッ……お前のじゃないとッ、駄目だッ」


　腰を打ち付け、同時に前のモノを強く握る。


「アアアアアッ」


　背を反り返らせて、柴田が痙攣する……熱い液が、江森の手に迸った。


「浩司さん、愛してる、僕んだよッ」


　江森はぐったりした柴田の耳に口を付けて言うと、更に激しく腰を動かした。


　江森のモノ以外では駄目だという言葉を引き出しはしたが、他の男を知らない柴田の言葉など、当てにはならないと江森は思っている。江森のモノでヨガリ声をあげるが、だいたい感じ易い身体なのだから誰のでもヨガるのではないかと、江森は抱いていても、ふと、不安がよぎる。


　ことの始めもかなり強引に迫ってやっと落としたのだ。江森が初めての男だったわけで、


（もし僕が迫る前に誰かが迫ってたら……）


　初めて見た動くものを母親と認識するカルガモのヒナのように、そっちへついて行ってしまったのではないかと思う。長い間、「最初にヤったから好きになった」のではと、江森は悩んでいた。つい先頃、「ヤる前からお前が好きだった」と言われて安堵はしたが、今度はまた別の心配が湧き上がっている。


　嵩に対する気持ちが同情と判ったのはいいが、


（もしあのでかい男が強引に迫ったら、抵抗出来なくて、僕がヤった時のように犯られちゃうかもしれないッ）


　初めてのとき、柴田は初体験も同然で、口での愛撫にあっという間に達してしまった。フェラチオに驚いてボーッとしているところを江森は組み敷き、想いを遂げてしまったのである。ほとんど抵抗らしい抵抗もなかったので、江森はだいぶ経ってからやっと、（あれは限りなくレイプに近かったんだ）と自覚したくらいだ。


　今は多少経験を積んでいるものの、柴田はトロいから、


（びっくりしているうちに、レイプされてしまう可能性は大だ！）


　一回迸らせたあと、抜きもせずに下へ組み敷く。下腹を丁寧に愛撫し、再び柴田が反応するのを待つ。暫くすると、内部がヒクつき始めるのが判った。


「ア……ンンッ」


　甘い声がまた漏れる。柴田は瞼を僅かに開け、華奢な顎を突き出し、小さな口で江森の名を呼び続ける。


「五月……五月ッ」


　迷子の子供が親を捜しているように感じられ、いとおしさと切なさが江森の胸に込み上げる。どんなことがあってもこの人を手放したくない！


　幾ら柴田が自分だけと言ってくれても、他の男と話しているのを見るだけで、江森は近づいていって柴田を奪い去りたくなってしまうのだ。自分でもどうにもコントロールできない嫉妬を抱えていた。


　柴田の願いなら、どんなことでもかなえるつもりでいる。が、柴田を手放すことだけは、死んでもできない。


（こればっかりは、絶対、イヤだ……）


　時々、不安からヤリ過ぎてしまうのを反省しながらも、やはり江森はこれだけは譲れなかった。


「愛してる！　愛してるよ、浩司さん！」


　柴田と二人、誰もいない所で暮らせたら……でも、そんなことは現実には不可能なのだ……。


　腰を抱え上げると、深く侵入する。優しく下腹部の育ちつつあるモノを扱いた。もう柴田のモノはどう扱ったら良いか、江森は自分のモノのように熟知している。丁寧に棹を扱き、先端部は指の腹でそっと撫でる。柴田のココはとても傷つきやすいのだ……濡れる前に刺激しすぎると、痛がって行為を続けられなくなることもあった。


　やがてまた窪みから液が溢れ始めた。江森はたっぷり指を濡らし、先端部を擦り出す。これだけ濡らせば大丈夫だ。先端の敏感な部分を円を描くように撫でる。


「ア……ッ、アッ」


　快感が強まり、柴田はシーツを握り締めた。


「いい？　浩司さん」


　手の動きに合わせ、腰を回す。


「ア……ウウッ」


　液はもう、伝わって流れ落ちる程だ。


「スゴ……もう、ビショビショ」


　わざと音を立てて扱いてやる。


「ア……ンンッ、バカッ」 


　恥じらいながらも、柴田は江森の首に腕を巻き付ける。


「五月……愛してる」


　肩に顔を埋めて囁くので、江森は幸福で目が眩みそうだ。


「浩司さん！」


　手の動きをいっそう速める。やがていつものように、柴田の身体が小刻みに震え始める。


「ダメ……ッ、俺ッ……またッ」


「も、一回、いッてよ」


「も……ッ、お前ッ、一回って言ったくせにッ」


　柴田は必死で江森の手を引きはがそうとするが、大きな手で握られているので、なすがママだ。


「浩司さんのいくとこ、見たいんだよ。ね、見せて」


　汗ばんだ額にソッと口づけすると、指で先端を強く扱く。腰も同じリズムで突いた。


「ああッ、ああ……ンンッ」


　いつのまにか、拒んでいた手は江森の大きな手を握り締めている。


「ああッ、イクッ、いっちゃうよッ」


　柴田は焦点の合わない眼を、江森に向ける。この顔……この顔が……好きなのだ……切れ長の眼は潤み、漆黒の濡れた瞳は星を宿したようにきらきらと輝いている。小さな口は僅かに開けられ、ピンク色の舌と真珠のような歯が覗く……病院でのキリリとした表情も好きだが、この江森しか知らない、官能に満ちた顔が一番好きだった。二度目の到達は時間がかかるので、江森はいつもたっぷりこの表情を楽しんだ。


「愛してる、浩司さん！」


　江森は柴田の顔を見つめたまま、強く根元を握る。同時に腰を突き上げた。


「ア……ッ、アッ、もッ……イク……ッ」


　ぐいと頭が反り返る。内部が急激に収縮し、手の中のモノがビクリと震えた。


「ア……ッ」


　白濁した液が二人の身体にかかる。


「イイッ、浩司さん！」


　到達した時、柴田の内部は激しく攣縮するので、江森はまるで自分のモノが吸い込まれるように感じる。


「イイよ、もっと深く飲んで！」


　締め付けてくる肉壁をかきわけ、更に奥へと突き入れる。


　ココは自分一人のモノだ。誰にも渡さない………。


　胸に抱き込むと、欲望のままに情熱を叩きつけた。








　終わったあと、江森の胸に抱かれ、ウトウトしている柴田の顔を両手で挟むと「浩司さん、あいつに僕と恋人同士だって言ってよ」と宣言した。


「え……？」


　柴田は眠そうに眼を擦る。


「ね！　ちゃんとあいつには僕との仲、言ってよ！　浩司さんには恋人がいるって！」


「ん……ん、わかった……」


　柴田は重い瞼をようよう開けて、答える。


（良かった、これで安心だー）


　またムラムラと欲情してくる。


「浩司さんは寝てていいよ」


　耳元で囁くと、再び侵入した。












　　　　　　８





　股間への襲撃事件後も、傷の回復は順調で、柴田は「もうじき抜糸だ」と嵩に告げた。


　術後三日目ぐらいからは高熱もでなくなり、柴田の『犯人＝異物説』は立証されたのだった。


「そしたら、退院出来るぞ」


　その言葉で嵩はずきりと胸に痛みを覚える。


　患者と主治医という関係だからこそ、柴田は毎日自分に会いに来てくれる。もし、自分が治ってしまったら、二人を繋ぐものは何もないのだ。


（センセと離れたくない……）


　胸の奥から湧き上がった気持ちに嵩は戸惑う。


（それって……俺、センセが好きなんだ！）


　瞬間、思い当たった事実に嵩は愕然とした。自分の部屋で組み強いた時も、ただの肉欲からだと思っていた。女みたいな顔だから、女の代わりにしてやろうと思っただけだと。


　昔、新宿の盛り場で、その手の男たちを良く見掛けた。


（女より男がいいなんて）


　その時は理解不能だったが、まさか自分が男を好きになる日がくるとは……。


（違う、男とか女じゃねーんだ、俺、センセが好きなんだッ）


　そう、初めてプールで泳いでいる所を見た時から……多分……いや、きっと。


　ぶすっとして黙り込んでしまった嵩に、柴田は不安になって顔を覗き込む。


「どうしたんだ？　このあいだのこと、まだ怒ってるのか？」


「ちげーよ！」


　嵩は柴田の顔が近づいたので動揺し、毛布を頭から被る。


「なんでもねーって！」


　柴田は首を傾げながらナースステーションに戻った。


　カルテに記入しようと探すと、がっしりとした体躯の白衣の男が嵩のカルテを捲っていた。短い髪をきちんと撫で付け、太い眉に堀の深い造作の顔で、ややいかつい印象だが、奥二重の優しい眼をしている。


「あ……小早川先生」


　精神科講師の小早川哲雄である。以前、頼まれて消化性潰瘍の患者を一緒に受け持ったことがあった。


（なぜ加瀬君の？）


　疑問が顔に出ていたと見え、小早川は「ああ、これね」とカルテを手で指し示す。


「この子、俺の行きつけの店で働いてるんだよ。ここんとこ見ないなと思って、親父さんに尋ねたら、うちの病院に入院してるっていうじゃないか。驚いたよ」


　人懐こい笑みをたたえると、柴田に近づいて馴れ馴れしく肩を抱いた。


「で、見舞いにきたって訳さ」


「お知り合いだったんですか……」


　この自信に溢れた男臭い雰囲気はやや苦手である。柴田はちょっと気後れしながらも目上の医師なので、礼儀正しく答えた。ふいに小早川は屈むと柴田の耳元に口を寄せる。柴田はびくっとして飛びのきそうになってしまった。


「おいおい、ハムスターみたいだな、君は」


　小早川は大声でと笑い出した。笑いながらも声を落とし、「今、カルテを読んだけどさ、この子の病気ってなかなかすごいな」と囁く。


「しかし見てみたかったなー。十五個も入れてたんだって？　いや、俺も二、三個入れてるってのは、ヤクザもんの診察をした時、見たことあるけどね。十五個ってのは見たことないなー。どんなだった？」


　柴田はひどく真面目な顔になり、小早川を睨んだ。


「えっと、たとえ相手が医者でも、患者さんのことは守秘義務がありますから答えられません」


「冗談、冗談、君って真面目でいいねー」


　またゲラゲラと笑い、「じゃ、見舞いに行ってくる」とナースステーションを出るので、柴田はやっと肩の力を抜いた。








　小早川が病室に訪ねると、嵩は呆けたような顔をしてベッドに身を起こし、毛布カバーの模様を凝視していた。


「やあ、嵩君、もうじき退院だってね、おめでとう」


　嵩はぼんやりと小早川を振り仰ぐ。


「……あ、ども」


　小早川のネームプレートを読み、嵩は「あんた、精神科の先生だったのか」と声を上げた。よく米寿司に男二人連れでやってきて、会話内容から医者とは推測していたのだが、何科とまでは知らなかった。


　小早川のほうは退院間際の嵩の元気のなさに驚いていた。


「どうしたんだい、嵩君、もう病気は治ったんだろう？」


　嵩は唇を噛み締める。


「……カラダは治ったけどさ……俺、心の病気かも」


「え？　心の病気？　どういうことだね」


　親切に話し掛けてくれる小早川に、嵩は相談しようと思いつく。


「先生は精神科で、心の病気を治すんだろう？　俺の病気も治してくれるか？」


　小早川は太い眉を上げ、「話してごらん」と促した。


　嵩はポツリポツリと言葉を吐き出す。


「俺……男が好きなんだ。それって病気だろ？　普通じゃないだろ？」


「うッ」


　自らも男の恋人と同棲している小早川である。いきなりの告白に驚いたが、取り敢えずクライアントの訴えに耳を傾ける。


「俺、ある人のことが好きになった……でもそいつは男なんだよ……俺、女が嫌いってわけじゃないけど、どうしてもそいつが好きなんだ」


　いつも寿司屋のカウンターで鮨を握っている寡黙な青年という印象だったが、ベッドでしょげ返っている様は子供子供していた。小早川はあらためて「まだ子供なんだ」と気づいた。まるで付き合っている恋人の十六歳になる甥っ子のようだ……この年の男では、肉欲はしっかり発達しているが、恋愛の機微には疎いものである。


「あのな、嵩君、問題点は二つある」


　小早川は初心者向けに話を始めた。


「一つは男が好きということだが、同性愛は今は病気とはみなされていないんだ」


「えっ、そうなのか？」


　嵩は小早川を見詰める。


「ああ。昔はいけないことだったが、今は決して稀ではない愛の形だ。同性同士で愛し合うことは、もうタブーでもなんでもないんだよ」


「ふーん」


　ちょっと嵩は安心するが、次の小早川の言葉にまた固まった。


「それから残りの一つは、そもそも恋愛が成就するためには片道通行ではいけないということだ。相手の男性も男に恋するタイプなら、可能性はあるがね」


（そっか……そうだよな）


　問題は相手が（この場合は柴田であるが）自分を好きになってくれるかどうかなのだ。


「昔から『恋の病』というように、相手への恋心で悩むのは確かに心の病かもしれないね」


　小早川は励ますように嵩の肩を叩いた。


「しかし、一人の相手を想い、相手に何かしてあげたい、相手を幸せにしたいと考えるのはとてもいいことだよ。その相手が男であろうと女であろうと、関係ないんだ」


「でもさ」


　嵩は沈んだ声を出す。


「そりゃ、俺の好きなのが女なら、一所懸命優しくしたら好きになってくれるかも知れないけどさ……ふつーに女が好きな男だったら、ぜってー無理じゃねーのか？」


「ううむ……」


　これは難しい。小早川は唸った。自分は元々ヘテロであった。最初に愛した同性は、自分の一番の親友だっけ……。嵩にはこう助言することにした。


「それは色々なケースがあるだろう。だがまず初めに友情が芽生え、そして相手と親密な心の繋がりを作り上げるのは、恋人関係だけじゃなく人間関係の基本だ。基本を大切にしてみたらどうかな？　相手が自分に恋するかどうかはその次の段階だよ」


　小早川が帰ったあとも嵩は考えつづけた。男同士が病気でないことは納得できたが、やっぱり柴田との距離が遠いことは変わりないのだ。二人の関係は医者と患者、友人同士ですらないのだから……。


（柴田センセは言ってたじゃないか、お前は俺の患者だって……）


　そして退院すれば患者ですらなくなってしまう……。








　嵩がまったく喋らなくなり、ベッドから殆ど起きて来なくなったので、ナースたちは心配になった。


「へんねー」


「熱、出なくなったのにね」


「熱が出てた時のが元気だったなんて」


「アレ、とっちゃったのがショックだったのかもよ」


「そーねェ」


　ナースの尻を触るなどの行為も一切しなくなり、それはそれでいいのだが、今や出来の悪い弟もしくは息子のように感じているナースたちはかえって気を揉み始める。


　ある日、包交についたナースが柴田にそっと、「このところ、加瀬さん、食欲も落ちてるし元気、ないんですぅ」と報告した。それをきいて柴田は細い眉をひそめた。


「おかしいな……熱も殆ど出なくなったのに」


　病室に入ると、柴田は嵩のベッド脇に行って、顔を近づける。


「なんか心配事でもあるのか？」と、訊いた。そして眉根を寄せて嵩を見詰める。切れ長の眼に暗い影が射し、長い睫が微かに震える。少しへの字に曲げた唇は薄く、キュッと閉められて、嵩が首を伸ばせばすぐにでも重ねられる距離にあった。


　胸が高鳴って、身体がカアッと熱くなってくる。真っ赤になっている嵩の額に柴田は手を当てた。


「？　また熱が出てきたのかな？」


（あんたのせいだっ、あんたを見ると身体が熱くなるんだッ）


　心の中で叫んだが、とても口には出せず、ぷいと横を向く。


（ガキは気が変わりやすいからな……この前までは上機嫌で迎えてくれたのに）


　柴田は溜息をつくと包交を始めた。ガーゼを外し、手袋をはめた手で根元持つと、もう片方の手でピンセットを操る。処置カートを振り返って、「ヒビテン」と、呼び掛ける。


（ん？）


　ふと指に異変を感じ、柴田は掴んでいるモノを見た。ナースも唖然として、ヒビテン消毒液に浸した綿球をピンセットに挟んだまま、手の動きが止まっている。


　嵩は『イカン』と思ったが、本当にいかんともしがたかった。


　柴田は平静を装って消毒を済ませ、ガーゼで患部をくるみ、絆創膏で留める。先にナースを帰し、再び嵩のそばに行った。


「そういうことか」


　すっかり柴田は誤解している。


「もう少し、我慢しろよ？　抜糸が済んでからだ、そういうことは」


（違うッ、そーじゃないッ！　そんなんで元気がないんじゃねェッ）


「まー、若い男だ、気持ちは解るけどな。そう無差別に欲情するようじゃ、タマッてるんだろうが……」


（違うッ、あんただから、あんたが触ったからだッ！）


　無論、心の中だけで叫ぶことしか出来なかった。


　嵩はぷいと顔を背けると、毛布を頭から被る。自分を拒否するその態度に戸惑って、柴田は暫く枕元に立ち尽くしていたが、そのうち溜め息をつくと部屋から出ていった。


（待ってくれ！）


　また心の中で叫び、ガバと跳ね起きたが、もう遅い。


（俺、あんたが好きなんだ！）


　でもどんなに嵩が想っても、相手は男だ……嵩の想いは決して受け入れられないだろう……。


　もう一度毛布を被ると、嵩は唇を噛みしめた。








　抜糸も無事済み、血液検査の結果も順調で、嵩に退院の許可がおりた。


「退院……」


　嬉しい筈なのに。


（これでもう、あいつに会うこともないんだ）


　退院の前日、米寿司の夫婦が二人揃って、入院費用の支払いとナースたちへのお礼ついでに面会にきた。嵩の元気そうな顔に、ばっちゃんはハンケチを握り締めて泣き始めた。


「悪いできものだったなんて……」


　柴田は主人の方にしか、熱の本当の原因を説明していなかったのだ。嵩は自分の病気の原因を知っているだけに照れくさい。


「やめてくれよォ、たいした病気じゃなかったんだからさァ」


「なにを言うんだい、なにもかも、あの、柴田って先生のおかげだよ」


　しゃくり上げながらばっちゃんはたしなめる。


「フン、あんな奴！」


　嵩はことさら無関心を装った。主人の方が咎めるような口ぶりで、「あのな、お前が病院から逃げ出して来た日、なんですぐ柴田先生が迎えに来たかわかるか？」と言う。


　そう言えば不思議だ。今まで考えたこともなかったが……。


「あの前の日、うちに来てな、逃げて来たとしても決して怒っちゃいけないと言ったんだよ。そして連絡してくれれば、すぐ迎えに行くからって」


　あの時二人に拒絶されていたら、そのままどこか遠くへ行ってしまったかもしれなかった。


「そーだったのか……」


　ふと、思い付いて尋ねてみた。


「柴田先生、一人でうちへ来たの？　相沢先生とかと一緒だった？」


「いや、誰かねェ、あれは見たことない人だったねェ」


　ズキリと胸が痛んだ。


「……女の人だった？」


「いや、男の人で、そうだねェ、お前と同じくらいの背恰好で、年も同じくらいかねェ、ばーさんや」


「そうだったねェ、優しい感じの男の人だったね」


　ぷっと吹き出して付け加える。


「嵩みたいにものすごい大食いの人だったよ」


「ふーん……友達かな」


　女だったら恋人かも知れないと思ったが、男と聞いてもそれほどホッとすることもなかった。自分はそんな風に友人として扱ってもらえることもないのだから。








　その夜、病院での最後の夜だと思うと、嵩は落ち着かなかった。柴田ともこれでお別れなのだった。


　面会時間が終了し、人影がなくなると、嵩は缶コーヒーを買いに１階のロビーへ降りた。ベンチに座ってコーヒーを飲んでいると、エレベーターが開いてドヤドヤと人が出てくる。白衣姿の男たちに混じって、ダークスーツの者も数人いる。


「教授、本日はありがとうございました」


　恰幅の良い年配の白衣の男に、数人が群がって頭を下げている。


（製薬会社の人か……）


　一ヵ月入院していたので、そういった事情は嵩にも判った。ふと、スーツ姿の男の中に見覚えのある大柄な身体を認めた。


（あいつ！）


　嵩ビジョンで柴田に嫌がらせをしていた男だった。


（クスリ屋だったのか！）


　嵩は煙草をもみ消す。


（そーゆー訳だったのか）


　クスリでも使ってもらおうと、しつこく付きまとっているに違いない！　嵩は一人決めする。男の姿を目で追い、思いっきり睨みつける。


　男たちはやがて三々五々、思い思いの方角へ散って行く。


（ようし……）


　もう柴田とはお別れだ。だったら最後になにかいいことでもしてやろうと心に決めた。


　嵩はベンチから立上がると江森の後を追う。


「おい！」


　刺を含んだ声に驚いて、江森は振り返った。


「君は……」


　立ち止まる江森に嵩は近付き、ぐいと顔を寄せた。自分の方がいくらか上背があるので、わざと見下ろすように顎を突き上げ、眼をむいてみせる。


「あんた、柴田センセにしつこくするんじゃねーよォ、どーせクスリ買ってもらおーってんだろーけどよォ」


「はァ？」


　江森はいきなりの言い掛かりに、眼を白黒させた。


「だからよォ」


　昔取ったきねづかというように、ギョロ眼ですごむ。


「柴田センセは迷惑してんだよォ、お前につきまとわれてよォ！」


（こっ、こいつッ）


　何も解っていないのだ……柴田も柴田だ……江森は怒りが込み上げる。こんな奴に甘い顔をするから、知ったような口をきくんだ！


（ちゃんと僕が恋人だって言うって、約束したはずなのに）


　怒りのあまり押し黙った江森に、嵩は勝ち誇って更に言葉を続ける。


「センセは俺に守って欲しーッて、言ったんだヨ！　だからもし今度、変なことをしたら俺が相手だぜ？」


　小馬鹿にしたように鼻をヒクつかせる嵩の顎に、もう少しでパンチをたたき込むところだったが、江森は必死で堪えた。


（こっ、こんなクソガキに馬鹿にされるなんてッ）


　キッと眼を上げる。そして、


「僕と柴田先生は、特別な関係ですから！　君の口を出すことじゃない！」


　きっぱり宣言すると、踵を返す。


「え？　え？」


（特別な関係？　なんだ、そりゃ？）


　呆然と立ち尽くす嵩をその場へ残し、江森は病院の玄関から外へ出ると、隣接して建つ医局や研究室のある研究棟へと向かった。玄関の手前で携帯電話を取り出し、柴田の所属する第２外科の医局に電話をいれた。


　今夜は新薬の説明会があるので遅くなると、柴田には告げてある。一緒に帰ろうと約束したので、柴田は医局で連絡を待っているはずだった。


「柴田先生ですか？　僕です、江森です」


　怒りのため、冷たい声で言った。


「え？」


　柴田は電話の向こうで、他人行儀な応答に怪訝な声をあげたが、すぐ、「誰かそばにいるのか？」と、聞いてきた。


「ハイ、それでですね、少しご相談したいことがありまして、一階へいらしていただけませんか？」


「え？」


　納得の行かない風であるが、江森は「どうかお願い致します」と言うと、電話を切った。今すぐ、柴田にことの次第を説明させるつもりでいる。足音も荒々しく、研究棟に入った。








　一方、取り残された嵩はしばらくボーッと立っていたが、


「おい！」


　特別な関係とは何か、問いただそうと江森のあとを追う。


（どこ行ったのかな）


　玄関から飛び出してキョロキョロあたりを見回すと、背の高い後ろ姿が、隣の建物へ入って行くのが見えた。


（あそこか！）


　嵩が追いかけて、玄関のガラス扉から中を伺った途端、ホールのエレベーターが開いて、白衣を着た柴田が姿を現した。


「なんだよ、呼び出して！」


　江森は近づくと、柴田の両肩を鷲掴みにする。


「浩司さん、僕との仲、あいつに言ってなかったね！」


「え？」


　柴田はまるで江森の言っていることが解らない。


　ちょうど乗ってきたエレベーターの扉が閉まり、機械の動く音がし始めた。


（まずい、誰か降りてくるのかも）


　慌てて辺りを見回し、逆に江森の腕を取った。


「ちょっと、こっちで話そう！」


　研究棟の一階は各科のカルテ倉庫になっている。第２外科のカルテ庫の鍵を開け、中へ入った。


　見ていた嵩は急いで扉に走り寄る。扉に耳をつけた。


　中からは、くぐもった言い争いのような声が聞こえる。


（またあいつ、柴田センセにからんでやんのか？）


　そっとノブを回すと、鍵はかかっていない。少しだけ開けてみた。


　背丈より高いスチール製の棚が林立しており、袋に入ったカルテの山が視野を遮っている。奥の方から、柴田の声がする。嵩は急いで頭を中へ突っ込む。会話の内容が聞き取れるようになった。


「なんのことだよ、約束、破ったって！」


「こないだ、言ったじゃない、ちゃんと僕との仲をあいつに言うってッ」


「いつ、そんなこと約束した？」


　困ったような柴田の声に嵩は『やっぱし！』と舌打ちした。


（あの野郎、センセを困らせてんだ！）


　すると衝撃的な発言が耳に到達した。


「ほらッ、日曜、僕とセックスしたあとでだよ！」


（ええッ？）


　セックスという言葉には耳が敏感に反応する嵩であった。


（どーゆーことだ？　あいつとセックス？）


　音をたてないように身体を中へ滑り込ませ、屈んで棚の影に隠れながら、声のする方へ進む。


　壁際のカルテ棚に柴田は寄りかかって立っていた。


「言ったじゃないか、ちゃんと約束もしたよ」


　江森の非難に柴田は困り顔で見上げる。


「……ンなこと、言ったか？」


　眉を寄せて記憶を辿った。


　あのときのセックスはとにかくハードだったので、終わるとすぐ眠ってしまい、朝まで起きなかったっけ。イッたあと、意識が朦朧としている時、江森が何か話し掛けていたようだったが……。何しろそのあとも自分が半分眠っている間、江森はずっと愛しつづけていて、しまいには腰から下が痺れてしまったくらいだったのだ。


「えっと……寝てていいとか、言ってたような……」


「もうッ、そうじゃなくてその前だよ、忘れちゃったの？」


　江森はムッとして柴田を睨む。


「え、えっと……」


「僕の言ったこと、ちゃんと聞いてなかったね？」


「ち、違うよ」


　プリプリ怒る江森に、柴田は呆れた。


「お前なー、だいたい、なんであいつに恋人同士って言う必要がある。言ったろ、あいつはそもそもノンケで、俺のことなんて好きじゃねーんだから」


「浩司さん！」


　江森はぐいと柴田の手首を掴んで、引き寄せた。


「僕、浩司さんをあいつに盗られたくないんだ！」


「もうッ」


　困ったように、眉をひそめ、江森を見上げる。嫉妬深いのは自分を愛してくれる証拠だと、柴田は思う。江森の嫉妬は決して嫌ではなかった。が、時には手に負えないと感じることもある。


「言ったろッ、俺はお前だけなんだって」


「浩司さん！」


「どうしたら、信じてくれる……」


　訴えるようにこちらを見詰める柴田に江森は苦しくなった。柴田を困らせるつもりはないのだ。


「証拠が欲しいな」


　軽く言う。


「証拠……」


　どちらかともなく唇を寄せ合い、仲直りの口づけを交わす。軽いキスのつもりでいたが、柴田は自分から舌を差し込んで来た。病院内というのに大胆な行動に、江森はちょっと驚いたが、柴田は誰にも見られない所と安心しているらしい。


「ンンッ」


　何度も何度も舌を絡める。下腹部も押し付け合った。お互いに欲望が育ったのが分かり、更に熱い口づけとなった。


「愛してる……」


「愛してるよ、浩司さん」


　江森は唇を離し、胸に顔を埋め息を乱している柴田の背中を摩る。何げなく眼を扉の方へやると、スチール棚の影に黒いものが見えた。


（えッ）


　一瞬、身体が竦んだ。


（やばい、人に見られた……）


　だが凝らした目に映った人影は……。


（あいつだッ）


　まずい所を見られたとチラリと思ったが、


（……待てよ）


　ふと、思いつく。


　ここで柴田との関係をたっぷり、見せつけてやれば……あいつも諦めるに違いない。シメシメとほくそ笑みながら、柴田をぎゅっと抱き締めると耳元で囁いた。


「したくなっちゃった」


「ええッ」


　柴田は驚いて胸を手で突っ張る。


「バ、バカッ」


　困惑した声を出す柴田を胸の中に抱き込むと、江森は電灯のスイッチをオフにする。非常灯と窓から漏れる廊下の明かりで、真っ暗ではないが、表情が分かる程度の暗さになった。


「なんか、そそられちゃうな、白衣姿の浩司さんて。ほら、こないだのオペ着も良かったけどさあ」


「バ……バカッ、やめろッ」


　いつも病院ではひどく冷たい柴田が今は自分の腕の中で、子猫のように暴れている……江森はくすくす笑いながら、嫌がる柴田をギュウギュウ締め付けた。


　そして片手で押さえると、白衣の裾を割ってもう片方の手を忍び込ませる。すぐにファスナーを降ろし、中に指を入れた。ソコはまだ縮こまっていたが、指で外に掬い出すとフルフルと震え、芯を持ち始める。


「ア……アアンッ」


　柴田はもう甘い声をあげる。


　もっとこの声をあいつに聞かせなくては……このヨガリ声はたまらないのだ……イく時の顔も好きだが、柴田のいつも低い声はあの時は信じられない程、甘く切ない喘ぎになる……この声を聞くだけでイってしまいそうだ……。


　既に当初の目的を半分忘れ、江森は興奮してきた。柴田の背後へ身体を移動させると、うなじから耳へと舌を這わせながら忙しく手を動かす。ベルトを引き抜いた。


「ア……やめ……ろッ、さつき……あんッ」


　これでは誰が聞いても本気で怒っているようには聞こえない。江森は無視してズボンを足元に落とすと、ブリーフも引きずり下ろし、中のモノを激しく扱いた。


「ア……アアアッ」


「いい？　浩司さん？」


「バ……カッ……アア……」


　もうたっぷり濡れたのを確認すると、後ろへと指を這わせた。


「だ……だめ、もう」


「なんで？」


「ひ……人がくる」


「だいじょぶだよ、もう遅いもん、ね？」


　後ろはまだ堅く閉じていたが、そっと蕾を引っ掻くと、ヒクヒクと蠢くのが分かる。


「……アア……ッ、やめ……」


　抗議の声にかまわず、前を扱きながら指を少しずつ、中へ進める。縁をゆっくりと擦っていると次第に熱が上昇し、緊張が抜けて行く。頃合いと見て、グッと深くまで入れる。


「アアアアッ」


「だいじょぶ、入ったヨ」


　耳元で囁くと、グリグリとかき回した。


「ウンン……五月ッ……もっとッ」


　柴田は自分から腰を揺らしている。嵩にもこの嬌態は見えているに違いない。が、それよりも白衣姿の柴田を犯すのがこんなに快感とは思わなかった。


　もっともつい最近、虫垂炎で入院した時、病室のベッドでやったけど。


（でも白衣で、立ったままでってのは初めてだもんな）


　江森は自分の胸の中で乱れる柴田を見詰める。下半身は衣服もつけず剥き出しで、白衣一枚のみが秘部を辛うじて覆っている。権威の象徴の白衣のすぐ下には、液を滴らしている柴田自身と江森の指を飲み込んで放さない貪欲なアソコが、隠されているのだ……淫らな下半身と清潔な白衣とのギャップが、堪らなく欲情をかき立てる。


　イメクラにハマるやつの気持ちが解ると江森は納得した。


「サイコーにやらしいよ、浩司さん」


「アンンッ、馬鹿ッ、やめ、ろ……」


　言葉とは裏腹に、柴田は前のモノを扱く江森の手を白衣の上から促しながら、腰を揺らし続ける。


　手を添えて足を大きく開かせようとしたが、足元にズボンが絡まっているのに気づく。


「足、上げて」


　片足を上げさせ、下着と一緒にズボンを引き抜く。自分の足を股の間に割り込ませ、見下ろすと、スラリとした裸の太ももが前立ての合わせ目から露わになっている。自分の足を押し付けると、ズボンの上からも肌の熱が感じられた。


「色っぽいよ」


　耳元で囁き、いったん指を引き抜くと、江森は白衣の裾を腰のあたりまでまくり上げる。自分のモノを取り出し、目前に現れた双丘の割れ目に押し当てた。


　柴田はびくりと身体を竦める。


「浩司さん、入れて欲しい？」


「ア……アアアッ」


　柴田は恥じらっていたが、そのうち「入れて」と、小さく言う。


「もっと、大きな声で！」


「え……」


「太いの、入れてくださいって、言って！」


　もう一度、指を出来るだけ深くまで入れると、奥で蠢かす。


「ア……やだッ、指じゃッ」


「じゃあ、あげない」


　わざと引き抜いて、縁をなぞる。


「アア……ッ、駄目ッ、もっと深くッ」


　柴田は切なげな声を出すと、淫らに腰を突き出した。


「欲しいの、どっち？　指？　それとも太い方？」


「ウ……ウウンンッ」


　恥ずかしさに身を捩るが、江森は容赦しない。


「言ってよ、早くッ、太いの入れてくださいって！」


　柴田は身体を震わせ、降参した。


「あ、ああっ、い、入れて下さいッ、ふ、太いのッ」


　カルテ棚に柴田をつかまらせ、ズブリと体内へ侵入した。


「アアアアッ」


「感じる？　浩司さん？」


　腰を両手でがっちり押さえると、江森は激しく打ち付ける。ギシギシと棚の軋む音と、柴田の喘ぎ声だけが、薄暗い部屋に響く。


　柴田も実はかなり興奮していた。病院内で、しかも人がくるかもしれないと脅えながらの行為はスリリングで、いつになく高ぶっている。


「アンンンッ……いいッ」


　自分からぐいぐい江森のモノを飲み込み、締め上げる。


　強烈な締め付けに江森も全身が快感におののいた。


「アアッ、サイコー」


　腰を大きく回しながら突く。


「スッゴイ……よく締まってる」


「バカ……ッ、アアアッ」


「お医者さんのくせに、浩司さんッて、スキモノだね」


　江森は嵩に聞こえるように言ってやる。


「いっつも、僕の欲しがって……もー僕のじゃないと、感じないでしょ？」


「アアッ、五月ッ」


「ねーってば……答えないと、抜いちゃうよ」


「ヤ、ヤダッ」


　これは終わった後、怒られるに違いないと江森は思ったが、とにかく自分のものということを嵩に思い知らせねばならないのだ。


「僕の太いの、好きって言って！」


　江森はわざと腰の動きを止める。


「アアンンッ、五月ッ、もっとッ」


　動きの止まった体内の太いモノに、柴田は自分から打ち付けた。早く達かせて欲しい……人が来る前に……。


「してッ、もッ、早くッ」


　下腹部の熱い欲望のカタマリは、出口を求めて膨れ上がる。もう、今にも弾けそうなのに……。中心を貫いている太い杭に腰を捻って自ら深く入り込む。しかし杭は動きを止めたままで、体内の疼きは更に増し、貫かれたまま身悶えた。


「五月ッ、もういかせてッ」


　切ない叫びに、江森は動きを再開し、ぐりぐり腰を回す。


「僕の太いの好きって、言ってよ、浩司さん」


　もう、眼の前は羞恥で真っ赤になり、なにも考えられない……恥ずかしさに身を捩りながら、柴田は声を絞り出した。


「ウ……ンンッ、お前のッ、太いのッ、好きだッ」


「あいつのとどっちが太い？」


　江森は意地悪く尋ねた。


「え……？」


「あの加瀬ってガキだよ！　手術したとき、見たんでしょ？」


　嵩は自分の名が出たので、戸棚の陰でびくりとした。


「ねーってばッ」


「お、お前ッ、お前のッ」


「僕の方が太いでしょ」


　柴田は必死で首を縦に振る。それでも江森は「言って！」と耳元で叫ぶ。


「お、お前のが太いッ」


「僕の以外、いらないよね？　そー言ってよ！」


「お前のッ、お前のだけだッ、俺ッ」


　江森は柴田の肩を両手で押さえ、下から力を込めて捩り込む。更に腰を前に突き上げたので、柴田は自分のつま先が床から離れるのを感じた。


「ア……アウウッ」


　全体重が一本の杭にかかった。肩を押さえ込まれ、打ち込まれた楔がなおも奥深くへともぐりこむ。太いモノで体をいっぱいに押し広げられ、奥底から堰を切ったように熱い液があふれ出る。が、熱流は杭で穿たれている部分ではなく、あの狭い一点を目指し、急速に流れ込んだ。


「アアッ、イクッ」


　自分のモノが痛いほど反り返った。最後の門が開かれ、激しい抵抗を打ち破って体液が放出される。目眩く快感が全身を突き抜けた。


「アアアアアアッ」


　瞬間、全身を痙攣させ、柴田はがっくりと倒れる。江森は抱き取ると膝の上に抱えた。


「ウッ……ウッ……」


　柴田は恥ずかしさとオルガスムスの余韻で、身体を震わせながらしゃくり上げている。


「ごめん、浩司さん、やりすぎた？」


　江森はまたちょっと後悔しながら、汗ばんだ柴田の額に落ちた髪をかきあげた。


「ひどい……五月」


「だって、白衣姿の浩司さんって、スッゴイ色っぽいんだもの」


　調べてみると、放ったモノは白衣を汚しただけであたりには飛び散っていなかった。


「ヤラシー感じだね。こんなとこにつけちゃって」


　ハンカチを取り出し、江森は柴田の下半身を拭ってやる。


「スッゴク、出たよ」


　嬉しそうな口調に柴田は頬を染めた。


「もッ……馬鹿ッ」


「怒んないでよ、ね？」


　江森は柴田の顔中に口づけの雨を降らせながら、衣服を整える。そして、「さあ、マンション、帰ったら、もう一ラウンドだよ」と言う。


「え……ええっ」


　柴田が怯え声を出した。


「ま、まだやる気かッ」


「だって、僕、まだ、いッてないもん」


　江森は柴田を首に掴まらせて抱き上げた。


「このまま、みつかんないようにして、車まで運んであげるよ。もー腰が抜けちゃって、歩けないでしょ、浩司さん」


「……うん」


　柴田が甘えて江森の胸に顔を擦り付けると、江森は大きな手で柴田の髪を撫で続ける。


「も、だいじょぶ？　浩司さん？」


　繰り返し囁く甘い声に、柴田は身体がトロけそうになってしまう。こと、セックスにおいてはいささか過剰とも思える情熱なのだが、江森はこうやって大きなエネルギーで自分を包み、守ってくれているのだと思った。ハードな行為のあと、優しくいたわられると、柴田は幸福で胸がいつも一杯になる……。


「愛してる……五月……」


　自分からソッと口づけする。甘えて江森の唇に舌を這わせた。


「浩司さん、可愛いことしてくれるね」


　江森も柴田の目尻を舐め、愉悦の涙を掬い取る。


「浩司さん、愛してるよ」


　見ていた嵩は途中から股間が疼き出し、今やしゃがんでいた。


　江森は軽々と柴田を抱いて扉へ向かう。


　一瞬、チラリと勝ち誇った笑みを浮かべた顔が、こちらへ向けられたように嵩は感じた。


（え……？）


　扉が閉まり、嵩は一人、暗がりに残された。


（あいつ……）


　知っていたのだ……自分が見ていることを……いや、わざとたっぷり柴田の乱れる姿を見せつけたに違いなかった。








　ベッドに戻ると、嵩は毛布を頭から被った。暑い闇の中で股間をギュッと抑えていると、なんとか疼きはおさまった。


　それでもまだ腹わたが煮えくり返るようで、心の中で散々悪態をつく。


（ちきしょッ、ちきしょッ）


　これではまるでピエロだ。あの二人がいい仲などとも知らず、因縁をつけたりして……。


（あン時と同じだ）


　一回、寝たくらいで自分に夢中と勘違いし、アニィの女に付きまとった。向こうはほんの遊びのつもりだったのに。嗚咽が漏れそうになり、嵩は眼を瞑り、枕を噛む。涙が瞼を押し分けるのがわかった。


（ちきしょーッ）


　暫く自己憐憫に浸っていると、少し気持ちが落ち着いてきた。


　ふと、あることに気づき、毛布の下で嵩はパチリと眼を開ける。


「まてよ……？」


「そーゆーコトだったんだ」


「ってこたー……」


　柴田は男が好きなのだ……今まで自分は、男同士だから決して想いは通じないだろうと、絶望していた。それが………。


「まぎゃくじゃん！」


　それはつまり、


「俺にだって、目があるってことだよな？」


　思わずニンマリする。


「男同士は結婚、できねーもん、センセがあの男に飽きるってことも、有りだよナ……」


　どうも見たところ、あの男は強引で、柴田を自分のモノで縛っているという感じだ。柴田はあの男のモノを嵩のより太いと言っていたが……


「だいたい、センセは俺の半勃ちのしか、見てねーじゃんかよ！」


　腹の底から自信が沸き上がる。


「ふん、俺の膨張率を知らねーな？」


　ピンサロでだって皆から凄いと言われているのだ。一旦、味あわせたらこっちのものだ。


「おう、やったろうじゃん！」と口に出した瞬間、兄ィの女で失敗したことを思い返す。これからは慎重に、ことを運ぶ必要がある……同じ失敗は、繰り返してはならないのだ。


（アネゴには、通用しなかったけどよ……そりゃ、兄ィのアレは、スゲくて、ボコボコだもん）


　しかし江森には勝てると思う。柴田は「太いの、入れて下さい！」と、声を絞り出していたではないか。


（柴田センセは、太いのが好きなんだ！）


　柴田はあれ程感じるのは江森を愛しているからではなく、単にモノが太いからだとしっかり誤解している。


（俺だって、あれくらい、喜ばせてやれっぜ！）


　そしてもし柴田が望めば、もう一度、アソコにタマを入れようと、嵩は密かに決心した。気は優しいが、思い込みの激しい男なのだった。


（こんだ、モノホンの真珠を入れてやるッ！　そーだよ、そーすりゃネツだって出ねーんだ）


　ボコボコに入れたモノで柴田を喜ばせている所を想像してみる。先程の嬌態が目に浮かび、身体が火照ってカアッと熱くなって来た。


（うわっ、また熱が出たのかな）


　でも、今回の熱の原因はちゃあんと判っていた。
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　翌日、嵩は退院する支度を整えたあと、病院の屋上に昇った。


　入院した時はまだ夏だったのに、今や季節はすっかり秋だ。空は青々と澄んで高く、いわし雲が広がっている。遠くに秩父の山も見えた。肌を撫でる風も爽やかに乾いている。


（もう秋なんだ）


　なんだか何年も経ったような気がする。それは愚かだった青春の名残りに訣別を告げたせいかもしれない、と嵩は感傷的になってうんうんと頷いた。


（アニィの真似をして入れるなんて、俺ってホント、ガキだったんだな）


（俺、大人になったのかな）


　そうかも知れない。それに大事にしたい人にも会えた……。


　白い雲にあの綺麗な顔が浮かぶ。あの人を喜ばせるためにもう一度ちゃんと入れようと、嵩は再び考える。


（今度はちゃんと目的があるんだ！　人真似なんかじゃねぇ、自分で入れるって決めたんだ。それが大人ってもんだぜ）


　柴田が知ったらがっくりくるに違いなかったが、もちろん嵩は大真面目なのだった。


（今頃、柴田先生は手術室かな）


　最後に会った時、自分の心を悟られたくなくてわざとふて腐れ、顔を背けていたことを思い出す。


（ちゃんと、お礼、言ってなかった）


　それだけが心残りだ……。


　嵩がフェンスの金網に手をかけて遠くを見ていると、「よォ」という聞き慣れた声が後ろからした。


「柴田先生……」


　柴田は眩しそうに手をかざし、風にはためく白衣の裾を押えながら嵩のそばに近付いた。


「先生！」　


　今日の柴田はレンガ色の細かいストライプのシャツに、ブラウンのモチーフタイ、パンツも濃い茶色で、颯爽としたエリート医師という雰囲気だった。昨夜、倉庫の中で涙を流して腰を振っていた姿は想像もできない。


　嵩はむらむらと欲情してくるのを抑え、何げない風を装う。よお、と自分も手を挙げた。


　柴田は近寄ると、「良かったな、退院できて」と、嵩の顔を見上げる。


「うん、センセのおかげだよ、ありがとう。ごめんな、こないだお礼言わなくて」


　嵩の言葉に柴田は照れて下を向く。そして「俺も……ありがとう。お前のおかげだよ」と、小さく言った。


「え？」


　柴田は俯いたまま自分のネクタイを珍しいもののようにじっと見詰める。


「……俺……今まで逃げてたんだ……親父やお袋から」


　そしてまた嵩を見上げた。


「俺、お前とおんなじなのさ。親父には要らない子って言われてたし。お袋には捨てられたし」


「ええッ」


　突然の告白に嵩は大声を出した。


（そんな……金持ちのボンボンで、なんの不自由もなく育ったように見えたのに）


　柴田は嵩を見詰めたまま言葉を繋ぐ。


「でも、お前を見習って、俺も勇気を出してみようと思う……お袋を探してみるよ」


「探すって？」


　柴田の眼はとても寂しそうで、嵩は胸がつまった。


「お袋は俺が子供ン時、俺を置いて家を出てったんだ。親父に愛想を尽かして、新しい恋人と。で、お前とおんなじで、俺にも妹がいるらしい」


「そうなの……」


　柴田はふと、遠くへ視線を彷徨わせる。


「妹って、なんか、いいよな……かわいいんだろうな……」


　広い空の下、柴田はとても小さな存在に見え、嵩は悲しくなった。


「ンなこと、ねーよ、けっこー、にくたらしーぜ？　小遣いくれとか言うしさ」


　わざと明るい声で言ってやる。


「そうか？」


「こないだ、初めてケータイにかけたら、『なにか困ってることあんなら、助けたげるわ』なんちって、えらそーによ」


「女の子って、強いからな」


　柴田は嵩に視線を戻し、にっこりした。


「お前は強くて、立派だな……一人でちゃんとやってるし。最初はガキだと思ったけど……俺なんかよりずっと」


　なんとなく嵩は照れ臭い。ポリポリと鼻の脇を掻いた。柴田はそんな嵩をじっと見詰める。


「……俺は……人に支えてもらわないと、駄目なんだ」


「ええ？」


　場違いな言葉に、嵩はスットンキョウな声を出す。


「ンなこと、ねーよ！　優しくて偉い先生じゃんかよ！」


　が、言いながら、思った。あの江森とかいう男は、でかくて頼りがいがありそうに見えた。柴田はそこに惹かれたのかも知れなかった。


（でもよ、俺だって、でかくて頼れるぜ？）


　結構、柴田はトロい、と嵩は思う。あの男はそういった世間知らずの所につけこんだのかも知れない。それは攻めるポイントではなかろうか……。嵩は必死で戦略を立てる。とにかく、まず、友人関係を樹立することが先決だ。


　あの精神科の小早川先生も言ってたじゃないか。基本から始めろって。


　にっこり笑って、「なあ、センセ、また寿司、食いに来てくれよ。退院祝い、すっからサ！」と、誘った。


「そうだな」


　柴田は手を差し出す。


「今度、友達連れて食いに行くよ」


「待ってるぜ！　約束だよ！」


　暫く柴田の小さな柔らかい手の感触を楽しんだあと、嵩は手を放した。








　柴田が江森を伴って再び米寿司を訪れたとき、ちょうど嵩は出前に出ていた。


「らっしゃーッ」


　威勢よい声で主人が出迎える。老妻が、「おビール？　お酒？　嵩はもうじき帰ってきますよ」と、おしぼりを運んで来た。


「じゃ、嵩くんに握ってもらおう。先に酒を」


　柴田は江森とカウンターの席に腰掛けた。


「ほんとにお世話になりましたねえ」


　老妻がビールの栓を開けると、グラスに注ぐ。


「嵩のやつは、以前はヤクザだったんですがねえ。心を入れ替えて真面目に働くようになったんですよ。見た目が怖いのはそのせいですが、根は優しい子なんです」


　米山老人の言葉に老妻も相槌を打つ。


「そうなんですよ、ぱっと見はまだヤクザですがね」


「ヤクザってほんとだったのか……」


　世話になっていた男のことを「アニイ」などと変な名で呼んでいるとは思ったが、単なる強がりと受け取っていたので柴田は眼を丸くする。


　それでもカタギに戻って真面目に働いているなんて本当に良かった、とにっこりした。


「やっぱ、おじさんとおばさんのおかげですね」


　とんでもない、と米山は照れくさそうに頭を掻いた。


「あの子はもともとヤクザになるような子じゃなかったんですよ、ただそれだけです」


　しばらくしておもてで自転車の軋む音がする。


　嵩がガラリと引き戸を開けて入ってきた。カーフのブルゾンをはおった柴田とスーツ姿の連れの男を見ると一瞬身体を硬くしたが、何気ない口調で「いらっしゃい！」と元気に言う。


「だいぶ健康そうになったな」


　柴田は嬉しそうに目を細めた。


「うん、病院にいたらナマッチロクなっちまったけど、ちょっと日に焼けたろ？」


　桶をしまいながら隣の男に眼をやると、江森は勝者の余裕といった態度で、こちらを見もせずに熱燗を手酌で飲んでいる。


　ムッとした嵩の顔に、柴田は気遣うように「嵩くん、こないだはこいつがひどいこと、して、すまなかった。俺の友達なんだ、許してやってくれ」と言う。


「俺だって、パンチを食らわしたからさ、あいこだよ」


　嵩はさりげなく言うと、カウンターの中に入った。


「俺のが効いて、あのあと、寝込んだんじゃないかって心配してたんだぜ」


　その言葉に江森はお猪口の手を止め、嵩を睨む。


「全然、たいしたことありませんでしたよ」


　トロい柴田が二人のやり取りの裏に気づく筈もなく、安心の笑みを浮かべた。


「じゃあ、仲直りの握手、してくれ」


　型通りの気のない握手をすると、嵩は手を洗い「さあ、どんどん握るぜ！」と威勢よくねじり鉢巻きを巻いた。


「おまかせで、頼む」


　ところが初っ端の赤身を口に入れた途端、江森はむせそうになった。キィンという刺激が、鼻から脳天へと突き抜ける。眼の奥に火花が散った。吐き出しそうになるのを必死で堪え、飲み下す。急いでビールを一口飲むと、お絞りで目尻の涙を拭いた。


「どうした？　五月」


　柴田が心配そうに尋ねる。


「……ワサビが」


　詰まりながら江森が言うと、嵩がさも親切そうに「ワサビ、効き過ぎかなー？　お子様用に、抜きましょうか？」とカウンターから声をかけた。声は穏やかだが眼には明らかに嘲笑の色が浮かんでいる。


（こいつ……ッ）


　江森は涙の滲んだ眼で嵩を睨んだ。


「お前、そんなワサビ、苦手じゃねーだろ？」


「だって、すっごく、多いんだよ」


　江森はネタをめくってみせる。握られた飯粒の上には僅かばかりのワサビが載っていて、


「すくねーじゃねーか」


　柴田は呆れ声を出した。


（ア！）


　二貫のうち、片方だけが激辛だったのだ。


（知能犯め！）


　再び嵩を睨んだ。嵩は薄笑いを唇に浮かべながらシラッとして次の鮨を握っている。


「ヘイ、お待ち！」


　柴田の前に穴子を置いた。とろりとした煮汁が塗りつけられ、食欲をそそるいい照り具合だ。


「美味そうだね」


「あったり前よ、いい仕事してるんだぜ。これ、俺が煮たんだ」


「オヤジさん、嵩くん、働き者でいい奴ですね」


　柴田が老夫婦に声をかけると、二人とも、にこにこして嵩を見詰める。


「ホントにねー、もう、立派な一人前ですよ」


　嵩はすまして、「俺、柴田センセに喜ばれる男になるんだ」と言い、意味ありげな流し目を江森に送る。


（こいつ、あんだけ見せつけてやったのに、まだ諦めてないんだ）


　江森は怒りが込み上げて来た。


「おい！　こっちにも！　ヒラメをくれ」


「サビ、抜きですか？」


　嵩の挑戦的な言葉に、「いいや！」と江森は答える。


（……こんな奴に馬鹿にされてたまるか！）


　猛然と食べる江森に何も知らない柴田は呆れていた。


　江森は二個一度に口に入れると、涙を浮かべながら飲み下す。ガブリとビールを飲んだ。


（く……か、辛い……）


　口から火を噴きそうだ。柴田は江森の反応に首を傾げながら、コハダを摘まむ。


「すごく美味しいよ。コハダは締め加減が腕の見せ所だからね」


　嵩は嬉しそうに大きな口の両端を吊り上げた。


「センセは口がちっちゃいからね。食べやすいようにシャリを少なめにしたんだぜ？」


「ありがとう」


　やり取りを聞きながら、江森は怒りのために本当に口から火を噴きそうになった。


（くっそーっ）


　だが考えてみれば、柴田を自分のものにした時の苦労に比べれば、


（これぐらいどうってことないかも）


　それにしてもせっかく相沢のことをふっ切って、これから先はもう大丈夫だと安心した矢先だったのに、自分の後ろで順番を待つ男どもの列に嵩が加わったわけで、


（それってか行の一番ってことかよ！）


　そう、「朝比奈」の次かも知れない……。


（浩司さんと暮らしている間は、絶対気を抜けないんだ……）


　江森は暗澹としてきた。だがここでめげてはいられない。


（浩司さんは絶対渡さない！）


　挑戦的に「イカ！」と叫ぶ。出された鮨をまた二つまとめて飲み込んだ。


「まだまだ！」


「おうよ！」


　二人のやり取りに、柴田は『仲良くなったんだー』と相変わらず勘違いする


（……そーいや、こいつら、でかくてちょっとガキっぽい所、似てるもんな）


　目をむいて睨み合っている二人を、柴田は熱燗を飲みながら眺める。


「お前ら、ちょっと雰囲気、似てるな」と声をかけた。


「どこがですッ、どこがッ」


「どこがだよッ」


　同時に二人は叫び、ぷいと横を向く。


　一瞬ののち、二人とも憤然として再び口と手を動かし始めた。


　熱い男の戦いはまだまだ序盤戦なのであった。





（終）　　
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「ええ？　またお鮨い？」


　不満げな江森の声に柴田はベッドルームへと向かう足を止め、バスタオルで髪を拭きながら振り向いた。


「お前、鮨、好きじゃないか。なんだってそんな嫌そうな顔するんだよ？」


　江森はすでに支度を整え、車のキーを手で弄びながらソファに座っていたが、顔をしかめて柴田を睨んだ。


「そりゃ、お鮨は大好きだけどさー……」


　江森はぷっと頬を膨らませる。


「どーして米よね寿司なんだよ？　鮨屋はほかにもあるじゃないの」


「だってもう遅いし、あそこは夜遅くまでやってるし」


　それは確かだった。


　柴田は当直明けで、さっき帰ってきたのだが、もう夜も十時過ぎになっている。米寿司をやっている老夫婦は働き者で、夜中過ぎまでのれんを下ろさない。感じのよい夫婦だし、味もいいので、本来だったら喜んで同意するところだが、米寿司にはあの嵩という男がいる。つい先日、柴田の患者だった嵩という男だ。


　原因不明の熱で苦しんでいたところを柴田に治してもらい、どうもそれ以来惚れているらしい。柴田が嵩に乗り換えるなんてことはあり得ないのだが、それでも江森は心配だった。


「浩司さん、あの、嵩って奴に会いたいんじゃないだろうね」


　わざと意地悪な質問を江森は投げかけた。もちろん違う、と返ってくるものとばかり思っていたところ、「うん、それもあるんだ」と柴田が言ったので、江森は慌ててソファから飛び上がった。


「どーいう意味だよ！」


「えーと、何から話したらいいんだろう……ほらさ、あの森さんが」


「森って誰よ？」


「産婦人科の森教授のさあ、親戚って人だよ」


「ああ！　森マネージャーだね？　ってまるで違う人じゃないの！」


　相変わらず話が繋がらず、江森はしばらく質問攻めにしてやっと事態を把握した。


　午後、柴田が放射線科で検査をするため、外来ロビーを横切っていると、誰かに呼び止められた。振り向くと英国製スーツをびしっと決めた男が立っている。有名なタレント事務所・シオンプロモーションの森専務で、消化性潰瘍の薬を朝比奈あさひなの代わりに取りに来ていたのだった。シオンプロモーションに所属する俳優朝比奈繁樹しげきは、以前消化性潰瘍で柴田の患者だった。もちろんそんな簡単な言葉で表わせぬほど、柴田（および江森）と朝比奈の間には複雑な関係があった……のだが。


　さまざまな出来事のはてに森は朝比奈に柴田と会うことをしばらくの間厳禁し、自分がＪ医大に赴くことにしたのだった。


　森は身体を二つ折りにして以前の不祥事の詫びをした。


「いいです、森さん、森さんが悪いんじゃないし」


「とんでもない、私にも責任のいったんはあります。ところで朝比奈の今の状態なんですが……」


　などと言っているとき、森のスーツから携帯の着メロが鳴った。


「森さん、できれば病院内は電源を……」


「もっ、申し訳ありませんっ、なんという不注意を！」


　謝りながら森は脱兎のごとく玄関ドアへと走っていき、柴田は取り残された。


　このまま行ってしまおうかと思ったが、朝比奈の容態が悪いのではと心配になり、森が戻ってくるのを待つことにした。


　ところが帰ってきた森が最初に言った言葉は「柴田先生、お知り合いかもしくは行きつけのお鮨屋さんに若い鮨職人、なんかおりませんか？」だった。


「はあ？」


「実はうちの所属タレントがＭＣをやっている番組で、若手鮨職人の腕を競う、という企画がありまして……収録直前に一人が鎖骨を折ってしまったのです。たった今、緊急事態という連絡が」


　急遽代役を立てねばならない。身内の中で調達できれば、と森は目の前の男にさほど期待もせずに切り出したのだが……。


「若いってどのぐらい？」


「二十五歳以下でしたら。アイドル四人組が司会をつとめているのですが、一番年長が二十四歳ですので、まあ若手というとそれぐらいではないかと」


　柴田の頭に浮かんだのが、つい最近自分の患者だった加瀬嵩というわけである。


「それで米寿司を教えたんだ。その話がどうなったのかも聞きたいし」


　うーんと江森は唸った。もともとミーハーな部分もあるので、テレビは大好きだ。バラエティももちろんでアイドルの番組と聞き、ちょっと好奇心が刺激されている。


「お前が鮨を食いたくないなら仕方ないけど……」


　再びベッドルームへと歩き出す柴田に慌てて江森は「いいですよ」と答える。


「僕、お鮨大好きだし」


　柴田の後を付いて寝室へと歩いていくと、ふと江森は思いだした。


「そーいやさあ……浩司さんと最初に一緒にご飯、食べたの、お鮨だったじゃない」


「え？」


　チノパンに足を突っ込みながら柴田は肩越しに江森を見た。


「やだなー、覚えてない？　その前にファミレスで同じテーブルについたけどさあ、浩司さんはご飯食べなかったし。ほら、僕がお礼にお鮨を買っきてここで食べたじゃないの」


「あー！」


　そう、柴田が江森の仕事を手伝ってやり、江森は大きな鮨折りを下げてこのマンションを訪れたのだ……。そのあと、どういう流れか行為になだれ込んだ……二人の初エッチというわけである。


　あの夜のことを思い出し、慌てて柴田は背中を向ける。だがすでに江森は柴田のすぐ傍まで迫っていた。短いバスローブの裾が跳ね上げられ、ビキニパンツを穿いたお尻が剥き出しにされる。


「ついでに浩司さんもいただいちゃったんだけどさー。美味しかったなー、初めて食べたんだものね」


「バカッ、やめろ！」


　ビキニパンツにかかった大きな手を慌てて柴田は引きはがした。


「いいじゃない、お鮨の前に浩司さんが食べたくなっちゃった、僕」


「駄目っ、俺、昼も食ってないんだしっ、帰ってからにしろっ」


「う……」


　しばし未練がましく柴田の腰をさすっていたが、江森は諦めて手を離した。当直明けでしかも昼も食べていないと聞いてはここでイッカイ、というわけには行かない。柴田の健康が第一なのだ。


　不満だったが「帰ってから」という言葉に飛びつく。当直明けの疲れた身体なのに、向こうからお許しが出たも同然だった。


「帰ってからだね、絶対、約束だよ？」


　念押しすると、クローゼットからＹシャツを選ぶ。


「うんと食べて、すぐ帰って、それでやるからね！　浩司さんから言ったんだからね？」


　シャツのボタンを嵌めてやりながらにっこりするので、柴田もつられて苦笑してしまった。


「もうっ、げんきんな奴ー」








　米寿司までは歩いて二十分ほどだ。駅を挟んで反対側で、二人は駅に向かって商店街を歩いていった。十時を回り、シャッターの閉まりかかった店も多い。時間の不規則な医者やＭＲにとって、遅くまで開いており、かつ美味いものを食わせる店は貴重なのだった。


　暖冬が続くとは言え、そろそろ夜風も冷たく感じられ、並んで歩きながら江森はそっと柴田の肩を抱き寄せた。


　初めてのエッチと鮨に関係があったのだと思うと、なんとなく特別な食べ物のような気がしてきている。


（浩司さんがもし、お鮨が嫌いだったら、マンションに入れてくれなかったかも知れないよな……）


　そうしたら二人の関係は始まらなかったのだろうか。


　人生にもしはないけれど。


　ぶんぶんと江森は首を振る。


（あの夜じゃなくても、絶対、僕は浩司さんのこと、押し倒してるよ！）


「なんだよ、やっぱ、嫌なのか？」


　柴田の声がして、急いで「違うよ」と答える。そして「浩司さんもお鮨好きだよね」と尋ねた。


　柴田は江森を見上げ「うん」と答える。


「ほらさ、お前が鮨折りを持ってきてくれたときさ、お前が家族のこと、話したろ？」


「家族のこと？」


「うん、大食いだったからお金がかかって、家族ではなかなか鮨が食べられなかったって」


「あー！」


　そう言えばそんなことを言ったかも知れない。


　建築関係の仕事をしていた江森の父は江森が中学の時、過労死をしてしまった。母と姉二人が頑張って家計を支え、江森を大学まで進学させてくれた。鮨屋のカウンターに座ったのは社会人になってからだ、などという話を柴田にしたのだった。


　ただ真相は、母子家庭でお金がなかったためではなく、大柄の江森に加え、姉二人も健啖家だったからだが。そのため、父が存命だった頃もカウンターのある本格的な鮨屋に行ったことはなかった。


「俺も、鮨って家族の思い出だったかも……」


「え？　家族みんなでお鮨屋さんに行ったってこと？」


「ううん、全然逆だよ」


　柴田は俯くと歩き続ける。


　柴田の母は後妻で、柴田が生まれたとき、先妻との間の息子は十二歳だった。


　再婚後も父は浮気を繰り返し、母は苦しんだ。そして柴田が十歳の時、幼馴染みの男性と恋に落ち、家を出たのである。


「俺は自分が一番不幸って思ってたけど……ほんとは兄貴が一番苦しかったのかな……」


　思春期を継母と過ごした異母兄・俊貴(としたか)は、新しい母に懐くことはなかった。そして東京の医科大学を受験し、実家を離れた。それでも柴田の母が家を出てからはちょくちょく帰ってきたものである。


「お袋が家出してから、ご飯を作る人がいなくなってさー」


　父は医師会の理事などを務め、政治的な野心を持ち、夜は会合を掛け持ちして家にいることはほとんどなかった。家政婦は昼過ぎには帰ってしまい、柴田の夕食は実家の病院の入院食があてがわれた。


「ええーっ」


　江森の声に柴田は見上げて微笑む。


「けど、カロリーとか栄養素とかは計算されてるし、そんなまずくなかったぞ。冷めてたけど、俺、猫舌だし。ファーストフードなんかよりいいかもな」


　寂しそうな笑顔に江森は返す言葉がない。


「でも兄貴が帰ってくると、病院食は嫌だって、たいてい鮨をとったんだよ」


　異母兄が帰宅すると父の関心はそちらへと向けられ、柴田は怒鳴られる回数が減って安堵した。自分を捨てた母に生き写しの柴田を父は激しく憎んでいたのだった。


　父とは反対に異母兄には苛められた記憶はない。どちらかというとお互いに避けていた、というのが正しい。それでも異母兄が家にいるのは、父の怒りが向けられないことに加え、一人で夜を過ごすことの多い柴田にとっては家のどこかに人がいることだけでも嬉しかったのだった。


　出前の鮨は一人前というわけにはいかなかったのだろう、異母兄が鮨をとるとたいがい柴田もお相伴した。


「それで鮨イコール家族、みたいに感じたのかなー」


「え、お兄さんと一緒に食べられたから？」


「ううん、兄貴は俺の顔見るの、嫌がったから、俺は自分の部屋で食べたんだけどさ」


　同じものを食べていると言うだけで、一緒に食事をしたという満足感があった。


　たった一人、部屋にこもって一人前の寿司桶から食べる鮨は、家族全員でわいわいと鮨屋で食べるのとはまるで違っていたが、柴田にとっては家族の団らんを意味したというわけだった。


　あまりの寂しい思い出に江森は口をあんぐりと開けてしまった。ここで「ずいぶん冷たいお兄さんだね！」と怒りたくなったが、冷静に考えれば、


（浩司さんは自分のお母さんを追い出した女ひとの子供だもんな……）


　仲良くできるはずもないのだ……。


（お鮨をご馳走してくれただけましかな……）


　いや、やっぱり冷たい、と江森は思う。


（だってお父さんは同じなんだし……）


　暖かい家庭に育った江森にとっては想像だにできないのだった。


「だからさ……お前が鮨を買ってきてくれて、一緒に食ったときはなんかすっごくあったかい感じがした……」


　小声で言う柴田の肩を江森はぎゅっと抱きしめると、わざと明るく言ってやる。


「うわー、僕、作戦勝ちしたんだね！　お鮨ぐらいで浩司さんをゲットできるなんて！」


「バ、バカッ、鮨、食わせてくれたから懐いたんじゃねーぞ！」


　身体を捩って離れようとする柴田をさらに力を込めて引き寄せる。「わかってますってば」と囁いた。








「らっしゃー！」という元気な声に迎えられ、二人は米寿司の暖簾をくぐった。


「まあまあ、いらっしゃい！」


　米山老夫婦の笑顔が向けられる。


「加瀬君は？」


　柴田の問いに「あっちで米を炊いてますよ」と米山老人が答える。


　奥の厨房では加瀬嵩が大きな釜のかかったガス台に真剣な目を注いでいた。腕時計に目をやり、さっとガス栓を閉める。逞しい腕で釜を持ち上げて横の台に置いた。柴田のほうを振り向き「よう」と険しかった目を和ませ、挨拶をする。


「加瀬君、森さんからの話はどうなった？」


　嵩は豆絞りを締め直し、カウンターの中へとやって来た。


「うん、明日の深夜に収録するんだって」


「深夜？　なんで？」


「番組の司会がアイドルでさあ、そこしかスケジュールが空いていないんだと」


　答えながら嵩は大根のかつらむきを始める。


「だから捜してる暇がないらしい。さっきディレクターとかいう人が来て、俺でいいってさ。ま、急場しのぎって奴だ」と大人びた口調で言う。


「森さんが言ってたけど、競争って、どんなこと？」


「うーん、なんっつったらいいんだろ……」


　親父さんが横から口を挟む。


「なんかねえ、ロボットと鮨の握り比べをするんだって言ってましたよ？　うちもねえ、細工物を競う、なんつーんじゃ、こいつはまだまだなんで、出せないって言ってやったんだけどね」


　番組のＡＤの説明では、若手鮨職人が鮨を握る機械に勝てるか、というものだった。スピードはもちろん、味と形も審査の対象にはなるらしい。


「でね、うちと同じに電気のやつじゃなく、ちゃんと釜で焚いたシャリを握らせようと思って、今、シャリ焚きの特訓、してたんですよ」


　江森は思わず「ですよね、やっぱ、釜で焚かなくっちゃ」と答えてしまった。


「それもガスが一番なんですってね」


「そうですとも。なんてったって、蓋を開けるとシャリが立ってますからね」


　親父は胸を張った。


「米の炊き方では誰にも負けませんよ、あたしは。なんつったって、名前に『こめ』って字がついてんですから」


　ビールを運んでいた老妻がぷっと噴き出した。


「まあ、オヤジギャグはそのへんにしときなさいよ」


　親父は舌を出しながら嵩を指さす。


「こいつの技も握る速さもまだ半人前ですけどね、あたしが教え込んだんだから、シャリだけなら負けませんよ」


　嵩は「ちえーっ」と口を尖らせた。


「じっちゃん、ほかは負けるみたいじゃないかよー」


「当たり前だ、お前なんかまだてれびに出られるほどのもんじゃねーよ。たいして役にも立っとらんのだし。あ、いっそ鮨の大食いなら勝てるかもしんないがな」


「ひでーな、もー」


　血の繋がっていない二人だが、本当の親子よりも仲がいい、と柴田は眼を細めた。


「あっ」と嵩が大声を出し、釜のところへ戻る。


「そろそろいいよね」と言いながら、蓋を開けた。そしてまた軽々と釜を持ち上げると、飯切りの上で逆さまにする。湯気とともに輝くばかりの白飯が山と積み上がった。


「ほら、もたもたしてないで酢をかけるんだ！」


　米山老人の叱咤の声に慌てて嵩は量りに入れた酢をかける。大きな団扇で扇ぎながら、これまた大きな杓子で飯を混ぜ始めた。


「俺にぴったりの仕事だよなー、ほら、俺、力あるしさー。だろ、先生？」


　手を休めずに柴田に同意を求める。


「ちょっとは俺、じっちゃんの役に立ってるよな？」


　米山老人は眼をぱちぱちと瞬かせ、こっそりと二人に囁いた。


「あの子は力があるから、ほんとにあたしは助かってるんですよ。でも甘やかしちゃいけませんからね」


「へい、お待ち！」とかけ声も勇ましく、嵩は飯切りをカウンターへと運んだ。


「じっちゃん、この『マイ飯切り』を持ってっていいか？」


「いいとも、これは木曽さわらで出来たいいやつだからな」


　二人のやりとりに「へえ」と柴田は目を見張る。


「木でも違うんですか」


「そうですよ、木曽さわらは水分をよく吸い込み、酢にも強いんで。それに匂いがつきませんしね」


　隣に座っている江森も「へえ」と感心したが、それは別の理由だった。


「飯切り、って言うんだー。うちでお母さんがチラシとか作ってくれたけど、僕、『たらい』って呼んでたよー」


　米山老人がぷっと噴き出し、嵩が大声で「バッカじゃねーの」と顎を突き出した。


「な、なんだよ！」


　険悪になった二人の間に慌てて米山老人が口を挟んだ。


「まあ、男の人は料理をしないから名前なんか知らないでしょうなあ。それより何を握りましょうか？」


「じゃあ、おまかせで」


　柴田が言うのを江森は「僕、お爺さんに握ってもらうから」と横からつけたす。前回、嵩が江森に握った鮨は特別仕様の激辛だったのだ。


「いいですとも。じゃあ、嵩、お前は先生のぶんを握りな」


「ちっ」


　もう一度激辛鮨を食べさせてやろうと思ったのに、と舌打ちをしたものの、嵩はにっこりと柴田に笑いかけた。


「いくらでも握ってやるよ、先生」


　むっとしながらも江森は米山老人の差し出した中トロとしまあじをぺろりと飲み込む。


「美味しい！　やっぱ、職人さんの握ったお鮨って、ふわっとしてるよね」


　経済的な問題で、江森がよく昼時に利用するのは回転寿司だ。最近は回転寿司も豪華になり、客の注文に応じ職人が握るところもある。だが江森の御用達の店は機械が握った鮨を出すところだ。ネタもシャリも大きく、値段のわりには美味しいが、女性客は少ないのだった。


「なんか、みっしりとご飯粒が締まってさあ、固いんだよね。口に入れてもお握りを食べてるみたいで」


　素直な感想に柴田は苦笑いをする。


「そりゃ、機械だからしかたないだろ」


「まあ、早くお腹は一杯になるから、効率はいいけどね」


　確かに米山老人の握った鮨は口に入れると飯粒がはらりと解ける。


「あいつのはどう？」


　江森は柴田の前に置かれたコハダを一つ失敬し、口の中に放り込んだ。


「へー、やっぱ、お爺さんのほうが柔らかいや！　まだまだだねー」


　意地悪そうに見る江森に、嵩はふんと鼻を鳴らした。


「うっせーな、俺は修業中なんだから。それより先生、大きさはどうだよ？　俺、先生の口のサイズに合わせたんだぜ？」


　右手の人指し指と中指を揃え、左の掌に添える。


「な、２ＱＦＢだ。いや、先生だったら１・５ＱＦＢだな、ぴったりサイズだろ？」


　柴田は「よく覚えてたな」と微笑む。


「あったり前だよ、先生に教わったんだもの」


　なにやら親密そうな会話に江森は聞き耳を立てる。


（なんだよ、浩司さんに教わったって！　きゅーえふびーってなんだよ？　狂牛病Ｂ・Ｓ・Ｅでもないし……）


　首を傾げるが、嵩の前で「なんだよ、それ」と柴田に尋ねるのはなんとなくしゃくに障った。それでも嵩が柴田と二人だけの秘密を持っているようで、江森は動揺する心を紛らわそうとビールを一気飲みした。


「女将さん、ビールのお代り！　もう二本ね！」


「はいはい、ただ今、すぐに」


　おおむね江森は年上の女性に受けがいい。「おばあさん」と呼ばれなかった米山の老妻はニコニコしながら大瓶を運ぶ。ついでにとばかり、蓋のついた小さな腕を二つ、お盆に載せてやってきた。


「松茸の茶碗蒸しですよ。おっきなのは入ってませんが、香りづけには充分ですからね」


　サービスですよ、との言葉に柴田は慌てて「とんでもない」と応える。


「いーえ、うちの嵩を治してくださっただけでなく、退院以来、ほんとに真面目になりましてね。先生のおかげですよ」


　なんだよ、と嵩がまた口を尖らせた。


「ばっちゃん、それじゃ今まで不良だったみたいじゃんか！」


　ここぞとばかりに江森が「ていうか、ヤクザだったんでしょう？」と突っ込む。


「もーとうにやめたよ！」


　柴田は嵩に向かって「ほんとによかったよな」と言う。


「ヤクザは人間の屑だからな」


　過激な発言、と江森は丸い眼になって柴田を見た。


「だってそうだろ、あいつらは弱いものには強く出るし、権力にはひれ伏すんだぜ。そもそも組織構造がそうなってるだろ？」


　そう言われれば、と江森も納得する。


「ま、そうかもねー、暴力団ってピラミッド型の権力構造だからね」


「だろー？」


「でも大学病院だってそうじゃないの？　教授をてっぺんにピラミッド型じゃないか」


　ちげーよ、と柴田は首を振った。


「医者ってへそ曲がりが多いから、単独行動しかとれねーんだよ。けど、ヤクザは群れなきゃなんにもできねーだろ？　だから上から下まで順繰りに暴力を振るうんだよ」


　それもその通り、と江森は感心した。


「すごーい、浩司さん、なんでそんなことよく解るの？　世間知らずなのにさー」


　またかよ、と柴田は江森を睨んだ。


「あのなー、俺、Ｊ医大じゃない外の病院にも行ってるだろ？」


　医局員は付属病院だけでなく、連携病院や診療所になどでも出張して診療に当たることが多い。


「そこでけっこう、ヤクザの患者を診るから、あいつらの悪さぐらい知ってるよ」


　嵩のようにイチモツに変なものを埋め込んで、熱に苦しんでいた症例にもそこで出会ったのだった。


「だいたい日本人はヤクザに妙な幻想を抱いてるよなー。それがあいつらの存在を許してるんだ。映画でもまるでヒーロー扱いでさ。普通じゃねーよ」


　正論ではあるが、一般の男とはかなりずれた意見に江森は首をすくめる。日本人なら「健さん」「極妻」を見ないはずがないのだが……。


（ま、まあ、浩司さんはかなり普通じゃないからな……）


　江森自身は普通に任侠映画のファンなのだ。


「うーん……ま、そーだけど……映画なんかではかっこいいじゃない？　強きをくじき弱きを助ける、なんてさ」


「あのなー、作りもんなんだぞ、映画とかは。仁義なんてありえねーって。俺はぜってー、あいつらを認めない」


　過激な発言は続き、思わず嵩が首を縮めた。


「ま、まーな……ヤクザは悪いよな、俺もそうだったけどさー」


「でも嵩君はちゃんと悪いって気づいて、やめたんだろ？　親父さんに会って真面目に働こうって心を入れ替えたって」


　前回訪れたとき、米寿司の夫婦はそのように説明していたのだった。


「へ？　どういうこと？」


　足抜けをしたというよりは叩き出されたというほうが正しい。そして米寿司に厄介になったのも単に腹一杯鮨が食べられると思ったからで……。


　きょとんとする嵩の脇腹を米山が肘で突いた。


「そうだよなあ、嵩はいい子だからなあ」


　ごほんごほんと米山は空咳を始める。妻への合図で、慌てて妻は柴田のグラスにビールを継ぎ足した。


「まあまあ、それより冷めないうちに早くおあがんなさい？」


　老妻の薦めに従って柴田は蓋を開ける。


「うわー、美味しそうだ！」


　横から覗き込んだ江森は自分も急いで蓋を取る。


「そっか、秋だものねー。キノコの季節だよー。あっ、銀杏も入ってるー、浩司さん、早く食べなよ」


「お前ってやつは……」


　それでも柴田は自分も匙を口へと運ぶ。その姿を見ながら嵩はうんうんと頷いていた。


（だよな、センセの言う通り、ヤクザなんてクズだ。良かった、俺、ヤクザじゃなくて）


　もしヤクザだったら柴田に好きになってもらえない。どころか、


（足抜けしなきゃ、柴田センセにも会えなかったんだし……けど、アレをあそこに入れなかったら、やっぱ柴田センセには会えなかったわけで……って、どーいうこと？）


　単純な頭ではそれ以上の葛藤には耐えられず、とりあえず嵩は米山夫婦に感謝することにする。これだけは確実だった。


「じっちゃん、ばっちゃん、ありがとな……」


「なーにを今さら」と米山老人は鼻を啜る。


　柴田と江森は思わず目を見合わせてにっこりした。


（ま、しょーがないか……浩司さんはきっとこいつを弟みたいに心配してるんだろーな……）


　それなら我慢しなくちゃいけない。嵩が勘違いするのは困るが、そこは江森が厳しく指導してやればいいのだ。


　江森はがぶりとビールを飲むと、「おじさん、アオヤギにアナゴ、タコとイクラね」と大声を出した。







　いそいそとベッドに入ると、江森はぽんぽんと枕の形を整えて柴田を待った。やがてバスローブを羽織った柴田がタオルで髪を拭きながら現れる。


「浩司さん、またシャワー浴びたの？　ほんと、お風呂好きだなあ。てゆーか、水が好きなのかな？」


「そーかもなー」


　ふと思い出して、柴田は「だいたい、お前が跡をつけるから、ここんとこプールに入れないんだぞ」と口を尖らせた。


「そーいや、朝早くプールに行ったとき、初めて嵩君に遇ったんだっけ」


　ええっ、と江森は眼を丸くする。そんなことは初めて聞いた……。


「じゃ、じゃあ、あいつ、浩司さんのヌード、見たの？」


「あほか、お前、ヌードなんて見てねーよ。俺、水着、着てたもの」


　競泳用のビキニをつけた柴田の裸体が眼に浮かび、江森はクラクラしてきた。


「なに言ってんだよ！　ほとんどヌードじゃないか！」


　柴田の裸体は自分だけのものなのだ。次第に腹が立ってきて、江森は頬を膨らませる。ついさっき、我慢しようと決意したことは頭から吹っ飛んでしまった。


「だいたい、あそこでなんの話、してたんだよ！　なんかきゅーえふとかなんとか！」


「はあ？」


「ほら、お鮨を握ってたとき！　僕の知らないこと、二人で話してたじゃないか」


　江森は隣に身体を差し込んできた柴田の肩をぎゅっと引き寄せると尋ねた。


「ああ、あれかあ。その、医学用語でさ。ドイツ語でFingerbreit、つまり指の幅、って意味だよ。お前が知らなくても当然だと思うけど？」


　医学用語でしかもドイツ語だったら、知るはずもないことは江森にも判った。それでもなぜ嵩が知っているのだと眉を吊り上げる。まるで二人だけの秘密のようではないか。


「そんな言葉をなんであいつは知ってるの？」


　江森がなぜ腹を立てているのか柴田には判らない。「あのな」と説明を始めた。


「だから……肝臓とかが腫れてるとき」


「はあ？」


　そういうことが知りたいのではないのだが、江森は我慢して柴田の説明を聞いた。


（浩司さんの話は、いつもちょっとずれてるからな……）


「……って説明したから知ってるんだって」


　長い説明が終り、はあ、と江森はやっと安堵の溜め息をついた。自分でも嫉妬深いとは思っているが、どうしても心配の種が尽きないのだ。


「そっか、いろんな医学用語があるんだねー」


　バスローブを開きながら言う。


「まーな、俺だって違う分野だとなんだかわけ判らないことも多いぞ？　ほら、お前の会社が合併するときになんか、難しいこと、言ってたじゃないか」


「ＴＯＢだね？」


　医学用語ではＴＯＢはトブラシンという抗生物質の略号なのだ。


「おんなじなんだねえ。ふーん、ＱＦＢかあ」


　クスクス笑いながら江森は柴田の下腹部へと手をやった。


「けど、『幅』ってのがお医者さんぽいなあ？　普通、僕だったら指は太さとか広さだよお？」


「はあ？　太さは判るけど広さってなんだよ？」


　例えばさあ、と江森は指で後ろを開き始める。


「ここのことだよ」


「あっ……まだ……」


　人指し指だけ潜り込ませ、江森は柴田のあの弱い部分を擦る。表情を探りながら時折強く圧迫し、ぐるぐると内部で回す。


「あ……はあ……ん」


　やがて反り返ったペニスから液が流れ出す。窄まっていたあそこは解れ、江森は二本目の指を差し込んだ。


「ほらね、二本分の広さになったよ？」


　耳元で江森は囁いた。


「さっきまでは一本分だったのにさあ。でもまだまた狭くて、僕のアレは入らないなあ。だって僕のアレは四本分の太さがあるからね？」


　笑いながら江森は空いているほうの手を柴田の顔の前に持っていく。人指し指を立てて見せた。


「これ四本分、浩司さんのアソコに入れるからね？　いや、もっと太いかな？」


　太い江森の指を見て柴田は真っ赤になった。あの指四本分、などと考えたことはなかった……でもそう言われれば、江森のアレはものすごく太い……。


　後ろがドクンと脈打ち、柴田は喘いで思わず締め付けてしまう。


「もう欲しいの？　後ろ、欲しがってるよ？」


「バ、バカ……ッ、あん…ッ」


「でもまだ駄目、もっと広げないとね？」


　三本目の指が入ってきたのを感じ、柴田は圧迫感に腹を波打たせる。イヤイヤと首を振り、思わず腰を引くと、さらに深く差し込まれた。


「あ、そんなっ」


「駄目だよ、もっと太いのを入れるんだから！」


　奥を捏ねられ、抉られてどんどん内側から融けていく。指では届かない一番奥が熱く疼き始め、柴田は「もう……」と呻いた。


「もう、なんなの、浩司さん？」


「い、意地悪ッ」


「言って、お願い！」


　いやらしい言葉を促され、羞恥に身を捩りながら柴田は「入れて」と小さな声で言った。


「ちゃんと言ってよ！　どこになにを入れて欲しいのかー」


　ウィークポイントをしっかり擦りながら、江森は柴田に命じる。今夜はＳ気分になっていた。


　柴田はしばらく抗っていたが、やがて諦めると自分から江森の首にすがりつく。耳元で江森の待ち望んでいた言葉を囁いた。


「サイコー、浩司さん！　いやらしいこと、もっと言ってよ！」


　笑いながら江森は柴田の足を開き、自分のモノをあてがった。柔らかい部分に勢いよく押し込む。


「ああああっ」


　太いモノに深く内部を浸食され、柴田は身体を弓なりに反らした。


「いいっ、五月ッ、もっとッ」


　荒い息をつきながら、江森も求めに応じて激しく腰を動かす。やがて頂が見えてきて、柴田は江森の手を自分のモノに導いた。


「握って、五月……」


「握ったげるよ、浩司さん」


　柴田のモノを扱きながら江森は「浩司さんのは指二本分かな？」と囁いた。


「２ＱＦＢってとこだね？」


「バ、バカッ、そ、そんな……」


「いいじゃない、可愛くて」


　根元を締め付けるとぐりぐり腰を回す。固い杭で弱い部分を攻められ、柴田は一気に解放へと向かった。


「い、くッ、くうッ、五月ッ」








　到達して満足すると、二人は抱き合ったまま枕に頭を並べた。


　ふと、江森は柴田がなにやらごそごそと手を動かすのに気づく。


「なに、浩司さん？」


　柴田は江森の手首を握り、自分の下腹へと持っていく。


「まだ欲しいの？　ちょっと待ってよー、あと五分。そしたらもう一ラウンド……」


「ちげーよ！」


「じゃあ、なによ？」


　見下ろした江森はぷっと噴き出した。


「なにやってんだよー、浩司さん」


　もちろん柴田は自分のモノを江森の指と見比べていたのだった。


　柴田は叢の中から萎んだ自分のモノ掴み出し、勝ち誇ったように宣言する。


「見ろ！　二本よりもう少し太いぞ？　つーか、小さくなっちゃったから、おんなじくらいに見えるけど」


「浩司さんたら……」


（この人ってホントに可愛いんだから……）


　熱いものがまた充ちてきて、江森は柴田の身体に再び覆い被る。笑いながら下腹の叢に隠れた可愛らしいモノに指を絡めた。


「じゃあ、もうちょっと太くしたげるよ？」





（終）　　









おまけ









「ええっ、回転寿司ですかぁ？　あんな目にあったのに？　まじで？」


　思わずため口になってしまったのは、それだけ江森が驚いたからだ。


　目をまん丸に見開いている江森に、奥脇おくわき百合枝ゆりえは渋い顔をしてみせる。だがこれはため口に怒ったのではない。元夫のハンス・クリストフ・リッター社長への怒りだった。


　江森の勤める富士製薬はついせんだってドイツのホフマン製薬と合併し、ホフマン・フジ・ジャパンという社名となった。社長はホフマン製薬のリッター社長である。


　江森は東京営業所を統括する奥脇女史に呼び出され、社長がアメリカでの会議を終えて帰国する際、本人のたっての望みで東京に立ち寄り、鮨を食いたいのでつきあうようにと言い渡されたところだった。


　鮨をつきあうのはかまわない、だが回転寿司がいいと言われ、先ほどの失態だ。


　なんとなれば、リッター社長は場末の回転寿司屋で腹痛を起こし、江森がＪ医大の救急外来へ担ぎ込むという大騒動があったのはついこの間のことだからだ。


「そうなのよ、あの男は言い出したらきかないので、仕方ないわ」


「でも回転寿司のどこがそんなに気に入ったんでしょう？」


　奥脇女史はふんと鼻を鳴らす。


「あの男の欠点の一つに、なんでも知ったふりをするというのがあるのよ。あの夜、あの男は回転寿司屋を初めて見たの。デュッセルドルフで見たことがあるとか抜かしていたけれどね」


　今やスシバーは世界中にあると言ってもいい。だが回転寿司はと言うと……。


「向こうではスシは高級料理に入るのよ。だから単価も高く、ちゃんと職人が握っても元は取れる。日本のように人件費を下げて値段を安くするために回転寿司にする必要がないってわけ」


「じゃあ、社長はあの夜、初めて回転寿司を見たんですね！」


　たぶんね、と奥脇女史はうなずいた。


「ウェブや何かで見たことはあったでしょうけどねえ」


「それであんなに入りたがったんだ！」


　奥脇女史は肩をすくめ「ほんと、素直じゃないのよあの男は」と言う。


「まあ。この間のところよりもうちょっとグレイドアップした方がいいと思うけど、江森クン、どこか良いところをアレンジしてちょうだい」


「おやすいご用です」


　ミシュランの星がついているところなどと言われたら困るが、そこそこの回転寿司屋だったら幾つか紹介できる。勇んでスーツの内ポケットから手帳を取り出したところで、奥脇の発言に固まった。


「でね、あなたの友人にも来て欲しいの。ほら、救急外来で内視鏡をやってくれた……」


「ええっ」


「お礼をしたいのですって。お礼に回転寿司はないでしょうよと言ったのだけれど、ほら、あの男は頑固だからね。それともお医者さんに回転寿司じゃ失礼かしら？」


「う〜〜ん」


　柴田にとって、寿司屋のグレイドなど意味はない。回転寿司だから怒るようなことはないだろう、だが問題は……。


　江森は正直に「あの、柴田先生は回転寿司だろうがなんだろうが、接待があんまり好きじゃないんです」と告げた。


「接待じゃないわ、お礼よ。しかも個人的な。それならいいでしょ？」


　部長に逆らうことなどできはしない。江森は「解りました」と頭を下げるしかなかった。


　その夜遅く帰宅した江森は、リビングでいつものように医学書を開いている柴田の所へと行った。


「浩司さん、ただいま」


　柴田は医学書から目を上げ、怪訝な顔になる。


「なんだよ、お前、やけに静かじゃねーか。いつもなら玄関を開けたとたんにただいまーって怒鳴るのにさ」


「そ、そうかなあ？」


　柴田はソファにきちんと座り直すと、眼を細める。


「なんか、わりーこと、考えてねーだろーな？　俺は明日朝いちでオペだし、夜は研究会なんだからな」


「ち、違うよぉ」


　これはさすがの江森もちょっと口をとがらせる。


「もう、浩司さんたら、僕、そんなにエッチのことばかり考えているわけじゃないんだからさあ」


「そうかあ？」


　まだ眼を細めている柴田に江森は言わなくてはいけないことを思い出す。


「そうじゃなくって、あのねえ……今日、奥脇部長にねえ……」


　断られるに違いないと思って話し出した江森だが、話の途中で柴田が「いいよ」と返事をしたので目を見張ってしまった。


「ええっ、浩司さん、まじ？　接待嫌いじゃないか、なんで？」


　ほとんど奥脇女史への応対と同じな江森である。


　柴田は淡々と「接待じゃないし」と答える。


「そ、そうだけど。じゃあ、いいね、予定立てるよ？」


「ああ」


　柴田が速攻でＯＫしたのにはわけがあった。もちろん原因は奥脇女史である。


　中学生の娘もいる奥脇百合枝は輝くばかりの熟女、江森を気に入ってしょっちゅう連れ歩いている。もちろん江森との間に何が起こるはずもないのだが、柴田にとっては江森の隣に美女がいるのを見るだけで胸が苦しくなるのだ。


　だからたとえ社長が同席していようが、江森と奥脇女史が寿司屋で一緒に食事するのは耐えられない……その場に居合わせるのもいやだが、自分の見ていないところで一緒にいるのもいやだ。いっそ知らない方がいい。でも知ってしまった以上、自分が同席すればちょっとは江森と奥脇が話をすることを防げるかも知れない……。


　そんなことが一瞬で頭を駆け巡っての即答だ。


　柴田の深層心理など解るはずもなく、江森はとりあえず最大の難関を突破できたとほっとしていた。あとは店を探すだけだ。


「あのねえ、回転寿司がいいんだって。僕の知っているお店にするつもりだけど、浩司さん、なんかリクエストある？　デザートも多い店がいいとか、高速レーンがあるとことかさあ」


「回転寿司ぃ？」


　柴田は驚いて聞き返す。


「ふつーのじゃなくて？」


「言ったじゃないか、あの社長さんがどうしてもまた回転寿司に行きたいんだって。なんか、向こうの人にはすっごく面白いらしいよ」


「ふーん、じゃあいいんじゃねーの。俺はどこでもいいよ」


　というわけで、江森はＪ医大に近い郊外型ファミリー向け回転寿司店に決めた。お得意先を回っている際によく利用する店で、客席も多く広い駐車場があるのが便利だ。


「リッター社長は奥脇部長が成田に迎えに行って、で、直行するから、駐車場で待っててくれってさ」


　予約を取り、奥脇女史へ報告を入れると、その指示である。


「成田から直行？　ドイツ人って働きもんだよな」


　呆れ声を出す柴田を江森はやれやれと見つめた。


（浩司さんだって負けないくらいの働き者じゃないか）








　そんなわけで、その夜、江森はミラージュを駐車場に停めて社長の登場を待っていた。柴田のほうは待ち時間に学会誌を読みたいというので、店内に設けられた順番待ちの席を借りていた。ここなら明るくて本も読めるのだ。


　駐車場ではアイドリングストップなので、江森は携帯のネットサーフィンで暇つぶしすることにした。


「もうそろそろだと思うんだけどなあ……お腹空いたなあ……」


「車に乗った」という奥脇の連絡があってからそろそろ一時間半。


　道路交通情報では、首都高の混み具合はさほどでもなく、順調なら調布インターを降りる頃だ。


　と、ネットに飽きてハンドルにうつぶせていた江森の目に、驚くべき光景が入ってきた。


　歩道を横切って駐車場に入ってきたのは十メートルもあろうかという黒いリムジンだ。


「ええっ？　なんだ、あれ？　道を間違えてＵターンする気なのかなあ？　だよね、甲州街道、いくら二車線でもあれじゃＵターンできないもんねえ」


　ここには最も似合わない車と言ってよかった。


　ところが長い車体はそのままパーキングの一画に停まる。白手袋の運転手が飛び出し、後部座席の扉を開けた。現れたのは黒いスーツに身を固めた金髪碧眼の男と真っ白なツーピースの美女。


「うわ、奥脇部長と社長だ！」


　江森は慌てて車から飛び出した。本来だったら、リムジンが入ってきた時点でお出迎えしなければならないのだ。ベンツぐらいを予想していたが、まさかリムジンとは思わなかった。


　黒スーツの社長は江森が全力疾走でやってくるのを見て、隣の奥脇女史に「君のボーイフレンドが来るよ」と皮肉な目を投げかける。


「若い奴は元気だな」


「そうねえ」


　元ハズの嫌みなど屁でもない。奥脇は江森ににっこりと笑いかけた。


「お友達の先生は？」


「中で待ってます」


　店内では何人かの客が立ち上がって窓の外のリムジンをガン見していた。無理もないと江森は思いつつ、柴田が待っているところへ二人を案内する。


　柴田は三人が近づいてくるのを見ると、立ち上がってリッター社長に手を差し出す。


「Ich freue mich Sie kennenzuwidersehen.（再会できて嬉しいです）」


 　リッター社長は「Gut!」と柴田の手を握る。


「すばらしい、日本の医者は本当に優秀だよ！」


　一気に社長のテンションは上がり、席に着くやいなや再び「Wunderbar!」と大声を出す。


　江森の選んだのは液晶パネルで全て注文が出来、高速レーンで席へ注文が届けられるシステムの店だった。


「なんて合理的なんだ！　日本人はすばらしいなあ、ドイツでもどんどんこんな寿司屋が出来てしかるべきだ！」


　奥脇は通訳しながら「ほんとはコスト削減のためなんだけどね」と日本語で付け足す。


「でもまあ、彼が日本を褒めることはまれなのでほっておきましょうね。というか、他国を褒めること、がですけれど」


「そうなんですかあ」


　江森は自分の会社の社長としてどうなのかと不安を抱きつつ、ふと隣を見ると、なんと社長の向かい側に席を取った柴田はリッター社長と顔をくっつけんばかりにして液晶パネルをのぞき込んでいるではないか。


「こ、浩司さん？」


「五月、ここ、ほんと面白いなあ！　便利だしいいよな。何でもこれで頼めるんだな」


　確かに柴田と回転寿司屋へ来たことはなかったのだ。


（ひょっとして浩司さんも相当世間知らず？）


　やや引き気味の江森だが、それでも柴田が気に入ってくれたのならかまわない。


「浩司さんもどんどん頼んでよ」と言う。


　前回の店よりはだいぶグレイドが高く、おっかなびっくりで鮨を口に入れた奥脇女史もほっとした顔になる。周りを見渡し、家族連れが多いので笑顔になった。


「そうよねえ、お父さんの懐にも優しいわね」


「そうなんですよ」と江森もうなずく。


　リッター社長はまた鯖を注文していた。


「ええっ、また鯖ですか」


「酢漬けのニシンに似ていて気に入ったそうよ」


　ドイツ人の気持ちは分からないと江森は思った。


　社長は鮨を注文すると柴田に色々と話しかける。


「君はどこでドイツ語を習ったんだ？」


　柴田はカッパ巻きを呑み込むと、説明にかかる。


「Ich habe in der Medizinishe Fakultät Duetch gelernt. （医学部で習った）」


「それでは日本の医者はみなドイツ語がしゃべれるんだな」


「ええと、 nein, heute Studenten in der Medizinishe Fakultät lernen weder Duetch noch Lateinish. (今の医学生はドイツ語もラテン語も習わない）」


「Schrecklich! (ひどいな！）」


「ですよね、ええと……」


　言葉を探す柴田に、奥脇は「英語でもいいのよ」と言う。


「ハンスは英語が解るのよ。決してしゃべらないけど。頑固だからねえ」


「そうなんですか、さすがドイツ人。じゃあ、英語で」


　そのあとは柴田が英語で喋り、社長の言葉を奥脇が日本語にするという三角翻訳が成された。そのおかげで江森も会話の内容について行くことが出来る。


「だからだめなんだよな、最近の医学教育は。一年間勉強してドイツ語とラテン語が喋れるようになるってわけじゃないけど、やっぱ医学の知識として必要だろ？　学名だってラテン語なんだし」


「そうとも、医師たるもの最低の教養として我がドイツ語を習うべきだ。そしてラテン語かギリシャ語はヨーロッパにおいては知識階級であれば身につけねばならないのだ」


「俺もそう思う」


　柴田とリッター社長の偏った価値観は一致している。


「なんか、浩司さんって、ドイツ人っぽいなあ……」


「そうねえ、妙に馬が合っているわね」


　奥脇と江森はお互いの伴侶（奥脇のほうはかつての伴侶だが）を変人ぶりを評しあうこととなった。


　会話を聞きながら、江森は柴田に聞いた話を思い出していた。


（そう言えば、ＱＦＢとか言ってたっけ）


　会話の合間にこっそり柴田に尋ねる。


「ねえ、じゃあ今の医学生に浩司さんがＱＦＢなんて言っても通じないの？」


　柴田は顔をしかめる。


「そうなんだよ、どころか学名とかも知らないからさあ、そっから説明しなくちゃなんないんだ。あり得ないだろ、手術の最中にそんなことまで説明しなきゃなんないなんてさ」


「そ、それは大変だね」


　初めて江森に柴田の怒りが理解できた。


「だよね、やっぱラテン語とドイツ語は勉強した方がいいよね！」


　奥脇が翻訳した江森の言葉に社長はひどく嬉しそうな顔になった。


　いささか変わった会食が終わり、リッター社長が上機嫌で柴田と江森に握手を求める。


　柴田のほうはむろん気易く応じたが、江森は一瞬躊躇してしまう。なんと言っても自分の勤めている会社のＣＥＯなのだ。ぺーぺーの社員が手を握っていいのだろうか、とじっと相手を見る。しかしリッター社長は「日本の会社を買収してよかったよ」と笑みを浮かべる。


「君たち若い社員はこれからもDr柴田のような優秀な医師を補佐するために頑張ってくれたまえ」


　柴田のような変わった性格の医師はまずそうはいないと思ったが、社長が気に入ったのなら問題ない。江森もにっこりして社長の手を握った。


 次にリッター社長は隣の奥脇に顔を向ける。


「ユーリエ、この二人の前で君に言いたいことがある」


「なあに」


「わたしと結婚してくれ」


「はあ？」


　奥脇と一緒に柴田も聞き返してしまった。「結婚（heiraten）」というドイツ語なら十分解るのだ。


「なんですって？　ハンス、気でも狂ったの？」


「いや、わたしは真面目だ。もちろん君が承知してくれればの話だが」


　社長の顔は確かにひどく真面目だった。


「この前、病院で君が私の髪を掴んで叱りつけたときに思い出したのだ。わたしが君のどこに惹かれたのかを」


　そう、救急病院で内視鏡治療を行ったあと、社長は不祥事を江森のせいにした。奥脇は社長の前髪を掴んで枕から持ち上げ、「あなたのわがままのせいです」と宣言したのだった。


「君はわたしを常に叱りつけてくれた、わたしがどんなに同じ過ちを犯しても。君の忍耐と力強さはわたしに必要だ」


「なんて言ったんです、奥脇さん？」


　これは江森の発言だ。オスの感という奴で、目の前の男が奥脇に愛を告白していることは解っている。


「その……つまりねえ」


　奥脇の説明に江森はもう少しで吹き出すところだったがなんとかこらえる。


「ハンス、この場で即答は出来ないわ。そしてわたしだって、同じ過ちを繰り返す男にそんなつきあってはいられないのよ」


「解っているとも、わたしは君の価値を見失い、愚かにも手放したことを後悔した。君を取り戻すためならこれからはたった一度の叱咤で自分の生きる道を修正することに努力したいと思っている。よって君もわたしの未来を信じてくれ」


　ドイツ人らしいひどくお堅い言い回しだが、翻訳されて江森は「反省して頑張るってことですかね？」と奥脇に尋ねる。


「まあねえ……かもね」








　リムジンは静かに駐車場から出て行った。


　江森は歩道と駐車場の境に立って深く頭を下げ見送る。テイルランプが遠ざかると、ミラージュへ戻った。すでに柴田は助手席に座っていて、「ご苦労様だな」と運転席に座った江森に話しかける。


「浩司さんこそ、ご苦労様だよ、つきあってくれて」


「いや、俺は結構面白かったよ、ドイツの製薬業界の事情も聞けたしさ」


「なんか、話、合ってたものね」


　江森はクスリと笑う。


「けど、回転寿司屋でプロポーズ大作戦とは思わなかったなあ」


「……だな」


　キーを入れ、エンジンをかける前に、江森は柴田のほうへと顔を寄せる。


「浩司さん、今日、いい？　こないだ朝いちでオペがあるって、やんなかったでしょ？」


「……いい」


　ヤッター、と江森はハンドルを握った。








　軟らかい肉を食はみながら、江森は柴田の耳元でささやいた。


「なんかさあ、遠い人って思ったけど、リッター社長が急に身近に感じちゃったよ、僕」


「ああ？」


　内部を掻き回され、もう余裕がなくなりつつあったが、柴田は恋人の顔を見上げる。


「なんでだ？」


「だってさあ、奥さんに叱られるのが気持ちいいなんてさあ。僕もしょっちゅう浩司さんに叱られてるけど、叱られるとなんか気持ちいいもの」


「はあ？　俺は、そ、そんな叱ってないぞ？」


「叱ってるよぉ。でも、僕、浩司さんにはうんと叱られたいなあ」


　クスクス笑いながら江森は柴田の腰を持ち上げ、角度を変える。固いモノをぐいと突き入れた。この角度だと一番あそこを擦りやすいのだ。小刻みに身体を前後に揺すり、同時に腰を回す。


「ば、馬鹿、やめろって！　そこは、だ、駄目ッ」


「そこってどこさ、ここのことかなあ？」


「や。やめろ、ち、ちが……」


「じゃあ、ここかな？」


「バカっ」


「もっと叱って、浩司さん！　気持ちイイ！」


　クイと腰を引いたとたん、柴田の内部がきゅうっと収縮する。肌と肌に挟まれていたモノがビクンビクンと踊った。


「さ、さつきっ」


「浩司さんっ」


　二人の身体が一瞬大きく飛び跳ねる。そしてぴったりと抱き合ったまま、ベッドに沈み込んだ。


　到達の余韻を味わいながら、江森は考えていた。


（うわあ、明日の朝、きっと浩司さん、怒るだろうなあ……一回って言ったのに、三回も出させちゃったんだもんなあ……）


　でも柴田に叱られるのは愉しい、と江森は思う。


（これからもうんと叱ってもらおうっと！）


　ちょっと勘違いしてる江森ではあったが、柴田も熱い胸に顔を埋め、考えていた。　


（あのすげー美人が元の旦那さんとよりを戻してくれるといいなあ……）


　そうすれば江森が隣にいても安心して見ていられる……。


「社長のプロポーズ、成功するといいな」と呟く。


「だよね、みんなうまく行くといいよねえ」と江森も同意する。


「やっぱ、美味しいお寿司をいっぱい食べると、人間、素直になるよねえ」


「……だな」


　二人は知らない。江森と柴田、信じ合う恋人同士の姿こそが人の気持ちを和ませるのだということを……。




（終）　　
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。









[image: ]


東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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